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序章　星落ち




　満天の星を前にして、皇帝はため息をついた。

「今こ宵よいは一段と星が綺き麗れいに見えるな」

「新月が終わって間もない時期ゆえ、月明かりが弱いのでしょう」

　老いた天文官が、横に屈んで頭を下げ、恐縮しながら説明してきた。こんな夜更けに、突然皇帝がやって来たので、戸惑っている様子だ。

　中華の地を支配し、史上最大の栄華を誇る宋そう帝てい国こくを治める、皇帝。

　そんな最高権力者が、地表から何十メートルもの高さにあるこの天文台へと上ってきたのだ。万が一のことがあれば死罪では済まない。それゆえに怯おびえ、震ふるえているのだろう。

　フッ、と皇帝は笑った。

「そうかしこまるな。私は絵を描かきに来ただけだ」

「絵……ですか？」

「庭を歩いていたら、星がクッキリと見えてな」

　用意された椅い子すに腰掛け、画架に布を掛けると、筆を持つ。しばらく星空と、帝都の夜景を見比べた。異国からも「千年の都」と呼ばれる都の繁はん栄えい。深夜であるにもかかわらず、街の各所には明かりが灯ともっている。それは、さながら地上に映し出された銀河。天空の星々と鏡合わせになるかのような光景に、皇帝はいま一度吐息を洩もらした。

「集中する。しばらく話しかけないでくれ。職務に専念するように」

「は……！」

　老いた天文官は深々と頭を下げ、後ろに下がった。部下の天文官達たちに指示を出し、天行の観察を再開する。

　皇帝は、筆先を絵の具に浸し、布へと走らせた。群青色で夜空を表す。雲の流れる様を渦巻くような筆使いで表現する。技巧を凝こらし、布の上に独自の世界を築き上げていく。

　ふと何気なく天を見上げ──身を強こわ張ばらせた。

「なんだ──あれは!?」

　異変が起きていた。

　空を彩っていた星々が、雪崩なだれるように落ちていく。流星ではない。天てん蓋がいからまっすぐ地上へ向かって、幾筋もの光を引いて墜つい落らくしていくのだ。全すべての星ではないが、数はかなり多い。

　大地が鳴動を始めた。星が落ちる衝しよう撃げきが伝わってくるのか。轟ごう々ごうと風の唸うなりも聞こえる。世界の終しゆう焉えんかと、さすがの皇帝も心胆を冷やした。

　左右では天文官が慌てふためき、地上へと落ちる星々を、必死で数えている。だが追いつかない。怒号が飛び交う。すでにいくつの星が落ちたのか、わからなくなっている。

　皇帝は動き出した。この様子では天文官達は当てにならない。天文台から下り、庭を小走りに駆け抜けていく。地上で待っていた護衛の者達たちが並んで走り出す。彼らも異変に気が付いているようで言葉には出さねど、不安そうに顔を見合わせている。

　天変地異が起きる時、それは二つのことが考えられる。

　吉兆か、凶兆か。

　宮城へと入り、上階を目指す。この一大事、彼女なら何かわかるかもしれない。

「巫女みこよ、起きているか！」

　部屋の扉を開くと、すでに彼女は窓際に立ち、夜空を眺めていた。眉まゆをひそめ、いつもの余裕ある態度からは想像出来ないほどに、険しい顔をして。

「これは一体どういうことだ、巫女」

「一〇八の星が、落ちた」

「一〇八の……星？」

　なぜ数がわかるのかと皇帝が首を傾かしげると、彼女はゆっくりと顔を向けてきた。

　天命の巫女。

　皇帝の側に侍はべり、人々や国家の存亡について「天命」を伝える存在。宋そう国こくの皇帝に何代にもわたって仕えているという、不老不死とも言われている乙女おとめ。

　そんな彼女が、真剣な眼まな差ざしで皇帝を見つめ、頭上──天を指差した。

「かつて殷いんの紂ちゆう王おうを滅ぼした一〇八の魔ま星せい。それらが再びこの地上へと降り立ち、一〇八人の処女達へと宿った。この天変はその現れだ」

「国が滅びる……というのか!?」

「託宣は出た。わらわには全すべてわかる。聞きたいか？」

「教えてほしい。このままでは、いつ、この国は終わりを迎える!?」

「あと二年。年が変わる前に、宋国は滅びるであろう」

「二年……だと」

　呆ぼう然ぜんと皇帝は立ち尽くす。これまでにも国の危機は何度も来ていたが、天命の巫女の託宣と、助言に従うことで、切り抜けることが出来た。

　しかし今度ばかりは違う。

　天命の巫女は国の滅びる時期については話したが、どう対処すればいいのか、そこまでは教えてくれない。

　つまり、手の打ちようがない、ということなのか。

「一体何が、この国を滅ぼすというのだ？」

　その問いかけに対し、天命の巫女はじっと皇帝を見つめた。一切の感情を殺した、作り物の面のような表情で、数秒間顔の筋肉ひとつ動かさなかった。

　やがて、彼女は口を開いた。

「魔星を身に宿した処女達──一〇八人の、仙シエン姑クーだ」




　　　　　　　　　　※　※　※




　一ヶ月後。西方にある州、延えん安あん府ふ。その地で事件は起きた。

　延安府は、もともとは雪の山さん嶺れいを臨のぞむ風光明めい媚びな地方だったが──この時は、夜更けより発生した凶事により、中心部にある府城はすっかり死の気配に包まれていた。家々は焼け落ち、その灰は風に散らされていく。息絶えた人々の物言わぬ骸むくろが方々に散らばっている。

「おっかあ」

　静けさだけが残る町中を、まだ六つの幼女が泣きじゃくりながら歩いている。

「おっとう」

　母と父を呼び、フラフラと覚おぼ束つかない足取りで、左右の亡なき骸がらを確かめている。幼女は、怖くて怖くて仕方がなかったが、それでも両親が生き残っていることを祈り、歩き続ける。

　ドシャッ、と後方で何かが崩れ落ちる音がし、驚おどろいて振り向いた。

　黒い気配が町中を駆け巡る。幼女の未発達な感覚でも、すぐに感じ取れたほどに。

　くはあああ──獣けもののような息を吐き出し、倒とう壊かいした建物の陰から、彼女は現れた。

「あ……あ……」

　ガチガチと幼女は歯を鳴らす。

　この町を滅亡へと追いやった魔ま女じよ。星を宿し、その呪のろいに耐えきれず、ついには人々を虐殺し始めた悪あく魔ま。その彼女が、姿を現した。眼球は赤く光り、耳は鋭く、髪かみの毛は五色に輝かがやいている。肌には鱗うろこのようなものまで見える。まさにこの世ならぬ存在。

「キイヤァアアアア！」

　けたたましい叫び声とともに、彼女は両腕を天に向かって突き上げた。

　死し屍し累々の城内に、桃色の花びらが空間を埋め尽くさんばかりに飛び回り始める。この恐ろしい状況であるにもかかわらず、幼女はうっとりと、虚ろな表情で、その花はな吹雪ふぶきを眺めていた。

　花吹雪が、光り輝いた。府城を取り囲む結界の内部に眩まばゆいばかりの白光が充満していき、そして──大だい爆ばく発はつが起きた。

　直後、五万人近い住民が町ごと吹き飛ばされ、この世から跡形もなく消滅してしまった。




　仙シエン姑クーによるこの最初の大災害は、瞬またたく間に、宋そう国こく中じゆうに知れ渡ることとなり、星を宿した魔女達たちの話は、多大なる恐怖を伴って、人々の間で語られるようになった。

　この事件を受けて、一〇八人の仙姑を討伐すべく、皇帝は精鋭部隊を立ち上げた。

　名を、「討とう仙せん隊たい」といった。




　世界の命運を左右する戦いが、幕を開けようとしていた。







[image: 第一章　仮面の女]







　ここは帝都の宝飾店。

　店の外から風が流れ込んできて、天井から吊つり下げられた星形の木製飾りがぶつかり合い、カラカラと音を立てた。

　少年は身を震ふるわせた。まだ一月になったばかり。冬の寒い風は店内にいても厳しいものがある。待っているのも限界だ。星形の飾りのほうを見上げながら、イライラと足あし踏ぶみをしていたが、堪たまりかねて店の奥に声をかけた。

「爺じいさんさあ、いつまで待たせんだよ！　俺おれ、急いでるんだけど！」

「まーまー、人生そんなに焦ってもろくなことがないぞい。ふむ、どこへしまったかの」

　老人の声が飛んでくる。何かを探す、ガサゴソという音。

「大して仕事も請うけ負ってないくせに、見失ってんじゃねーよ！」

「失礼なことを抜かすな。ちと置き場所を忘れただけじゃ」

「同じことじゃんか！」

　宝飾店の中に、少年の声が響ひびき渡った。他ほかの客が驚おどろいて、一斉に注目してくる。が、少年の顔を見て、納得した様子でまた陳列棚へと顔を向けた。

　しばらくしてから、やっとのことで老人が姿を現した。片手で摑つかめるサイズの、小さな木の箱を持ち、ニコニコと笑っている。

「いやはや、箱詰めしておったのをすっかり忘れておったよ」

「ったく──！」

　少年は引ったくるように木の箱をもらうと、中身を確認した。確かに自分が注文した物だ。満足げに頷うなずいてから、代金をカウンターの上に置いた。

「ほほ、まいどさん」

　笑顔で頭を下げる老人に対して、少年は何も言わず、店の外へと飛び出した。




「マジ最悪だよ！　なんでこんな時に──」

　少年、燕えん青せいは走りながら毒づいた。

　朝の調練がもうすぐ始まってしまう。仮にも一部隊の隊長を務めている燕青が、遅刻をするなど、あってはならないことだ。しかも、この状況ではプライベートの買い物をしていたせいで遅れた、と誤解されかねない。

（でも大丈夫だ！　この調子だったらまだ間に合う！）

　そう思っていた燕青は、唐突に足を止めた。

「えええ!?」

　十字路で渋滞が起きている。交差する道を何かの行列が進んでおり、横断出来なくなっている。だけど、人々は不満を述べるどころか、ありがたがって合掌し、頭を下げているくらいだ。

「まさか──天命の巫女みこかよ」

　ジャーン、と銅ど鑼らの音が鳴った。笛や太鼓の音も聞こえる。行列の中で踊り歩いている妖よう艶えんな美女達たちが花びらを振りまいている。絢けん爛らんで華美な行進。

「く……通して……通せ！」

　密集している人々の間を縫ぬい、渋滞の先頭まで出る。だけど目の前を横切っている行列を飛び越えるわけにはいかず、そこで足は止まってしまう。強引に割り込めば、死罪だ。

　やがて、ギギギと重く軋きしんだ音を立て、見上げるばかりの巨大な山車だしが進んできた。通りの左右には五階建ての楼閣が建ち並んでいるが、それらに匹敵するほどの高さだ。

　その山車の最上段に、天命の巫女みこはいた。

　両りよう脇わきに見目麗うるわしい少女達を侍はべらせ、金や宝石で装飾した豪華な椅い子すに座り、優雅な様子で人々を睥へい睨げいしている。見た目の年ねん齢れいは、燕えん青せいよりも少し上くらいか。だが実際には一〇〇年以上も生きているという噂うわさがある。艶なまめかしい微笑からは、何を考えているのか摑つかみ取れない。

「巫女様じゃあ！」

「お導きを──道をお示しください！」

　人々は思い思いに、天命の巫女に対してすがるような声を上げた。

（冗談じゃない）

　誰だれもが崇拝の念を向ける中、燕青だけは、山車の上に座っている天命の巫女を睨にらみつけた。

　その瞬しゆん間かん、相手もこちらを見てきた。

　お互いの視線がぶつかり合う。天命の巫女は、こちらを明らかに認識した上で、フッと口元を歪ゆがめた。笑ったのだ。それも冷たい嘲ちよう笑しようだ。

　やがて山車は道の先へと流れていき、天命の巫女の姿は見えなくなった。だが、依然としてパレードは続いている。

（やば……こんなことしてる場合じゃなかった）

　道を通れるようになるまで、まだ時間はかかりそうだ。

　パレードの最後尾の方面へと向かう。迂う回かいルートにはなるが、何とか遅刻しないで済むだろう。そう判断して、人があまり通らない裏路地へと飛び込んだ。

　料理店が建ち並ぶ一角だ、朝の仕込みをしているのだろう、蒸気や煙に混じって空腹を誘う香りが漂っており、鼻をくすぐってくる。朝食を取っていない燕青は、腹の虫が鳴るのを感じたが、グッと我慢した。

　建物の陰で薄うす暗ぐらくて、入り組んだ裏路地を駆け抜けてゆく。何度も通った場所だから、ルートは憶おぼえている。順調だと思われた。

「!?　──なんだよ！」

　ザザザ、と砂さ塵じんを巻き上げながら、足でブレーキをかけた。

　道の先で、二人の若い男達が女性に絡んでいる。女性は嫌がっており、明らかにまともな様子ではない。

「何やってんだ」

　声をかけた。

　男達たちは振り返った。そして燕えん青せいの姿を認めると、二人は互いに目を見合わせ、ヒヒヒと野卑な笑い声を立てた。

「邪じや魔ますんなよ、ガキ。俺おれ達、いまこの子を飯に誘ってんだから」

「そーそー。回れ右して、別の道を通んな」

　ただの不良どもか、と燕青はため息をついた。警戒する必要もない。

「どいてくんない？　そこ、通りたいんだけど」

「あ？」

　長ちよう髪はつの男がギョロリと目を剝むき、歩み寄ってきた。腰には剣を帯びている。やる気だ。

　今日はとことんついてない──と内心で舌打ちしながら、燕青は身構えた。

「なんか文句あんのか！　別の道を行け、って言っただろうが！」

「あのさ、誰だれに喧けん嘩か売ってるか、わかってんの？」

「ほざいてんじゃねえ、ガキが！」

　男は鞘さやから剣を抜くと、上段から一気に振り下ろしてきた。が、太刀たち筋すじにブレが見られる。素人しろうとの剣さばきだ。

　横へステップを踏ふみ、斬ざん撃げきをかわす。男の剣は空を切り、地面にぶつかった。すぐに次の攻撃を仕掛けようとする男に対して、燕青は一歩踏み込んで、相手の顔面に掌底を叩たたきつけた。

「ぶぐっ！」

　歯が折れるほどの衝しよう撃げきを受け、男はのけぞり、よろめいた。

　相手の体勢が崩れた、と見るや、燕青は襟えり首くびを摑つかんで、足払いしつつ思いきり投げ飛ばした。宙に舞まった男は、体を激しく地面に叩きつけられ、意識を失った。砂すな埃ぼこりが舞う。

「あとはお前だ」

　残る一人、短たん髪ぱつの男へと標的を定める。

　男は、虚うつろな表情で、パチパチと目をまたたかせた。仲間が一いつ瞬しゆんで倒されたのが信じられないらしい。

「お前……な……何者なんだよ……」

「名前聞かないと状況摑めないほど、頭悪いの？　意味ないやり取りはしたくないんだけど。おとなしくしてたら、連行するだけで許してやる」

「ま、まさか……軍の……!?」

　ふん、と鼻を鳴らし、燕青は男の前へと詰め寄ると、その襟首を摑んで投げ飛ばした。男は背中から地面に倒れて、「ぎゃっ」と悲鳴を上げる。

「捕手が来るまで逃げるなよ。逃げたら、斬きる」

　燕青のドスの利いた声を浴びせられて、男は青い顔でブルブル震ふるえながら、小さく頷うなずいた。

「ありがとうございます！　助かりました！」

　男達たちから解放された女性は、抱きつかんばかりの勢いで接近し、礼を言ってきた。燕えん青せいよりも年上、おそらく二〇代前半。服装から察するに、買い物でもしていたところ、うっかり裏路地に入った瞬しゆん間かんを狙ねらわれて、不良達に捕まってしまったのだろう。

「別に助けたくて、助けたわけじゃねーよ」

　これで遅刻確定かも、と思いながら、燕青は辺りを見回す。誰だれか巡じゆん邏らの兵士でもいれば引き継ぎたいところだが、こんな細道ではなかなか軍の者は現れないだろう。

「あの、お礼でも」

「いいって。めんどくさい」

「それでは私の気が──せめてお食事を──」

　女性の声には少しばかり熱っぽさがこもっている。なんだか厄介な展開になってきたと思い、もうちょっと乱暴にあしらったほうがいいか、と燕青が考えたところで、

「あら……？」

　と女性が声を上げた。

　燕青の首から下がっているアクセサリに目をつけ、しげしげと眺める。手のひらにすっぽりと収まるサイズの、小さな銀色の円えん盤ばんだ。透明なガラスが張られており、盤面には十二支を表す文字が、円周に沿ってぐるりと記されている。

「珍しい装飾品ですね」

　言いながら、女性は手を伸ばしてきた。

「やめろ！」

　燕青は荒々しい声を上げると、女性の手を乱暴に弾はじいた。いきなりのことに、女性はびっくりして一歩下がり、怯おびえた眼まな差ざしで燕青を見る。

「ご……ごめんなさい……！」

「大事な物なんだ。触るな」

　また同じことをされてはたまらないと思い、燕青は懐ふところに円盤をしまった。実のところ自分でもこのアクセサリが何であるのか、完全には理解出来ていないが、とにかく他人に簡単に触らせてはならないものである──ということだけは、感覚として染みついていた。

「うわああああ！」

　突然、不良達が大声で喚わめきながら、一目散に走り出した。

「くそ、あいつら！」

　隙すきを突かれた。迂う闊かつにも女性のほうへと意識を集中させていた。燕青は目を吊つり上げ、剣を抜く。たかだか街の不良程度に逃げられるなんてことは、あってはならないことだ。

「待て！」

　不良達の後を追おうとした、その時だった。

　絶叫が路地にこだました。真っ赤な血ち飛沫しぶきを上げて、不良達たちは倒れ伏した。首を切られたのか、すでに二人とも事切れているようで、ビクンビクンと生気を失った肉体を痙けい攣れんさせている。

「まさか──あいつらか！」

　燕えん青せいは剣を抜いた。

　道の先を塞ふさぐようにして、仮面を着けた人間が立っている。黒くて目立たない服装。血の滴る刀を掲げている。まともな者ではないのは確かだ。

　背後からも足音が聞こえてきた。振り返れば、全く同じ格好をした仮面の人間が歩み寄ってきている。その手には、弩ど。引き金で矢を発射するタイプの、遠えん距きよ離り武器だ。

（この状況で立て続けかよ。いや、ずっと狙ねらってたんだな。襲おそう機会を）

　燕青はチラリと傍らの女性に目を走らせた。

　女性は、いきなり起こった殺人劇を前にして、すっかり恐慌を来している。悲鳴を上げることすら出来ず、「あ、あ、あ」と怯おびえた声を漏らすだけ。とはいえ、パニックのあまり逃げ出したりしないだけマシだ。

　この仮面の者達のターゲットは、燕青だ。半年もの間、ずっと命を狙われている。そんな自分の事情に巻き込んで、無関係の彼女を危険な目に遭わせるわけにはいかない。

「あんまり人前では、使いたくないんだけどな」

　抜き身の剣に気を送り込む。

　ズ……と闇やみが噴ふき出した。刃の周辺に、ゆらゆらと影かげのようなものが蠢うごめいている。それを前にして、女性は目を大きく見開いた。

「影を宿す剣──太たい陰いん剣けん!?　まさか、あなたは……！」

「気付くのが遅いんだよ」

　地面に太陰剣を突き刺す。高い建物の裏、日が差さないこの路地は、影で満たされている。

「曳エイッ！」

　掛け声とともに、その身に変化が起きた。

　燕青の体と太陰剣が形を変えた。グシャリと全体が潰つぶれ、黒く平べったい塊となり、地面に映った建物の影に溶け込むようにして広がる。自らの体を影と化したのだ。

　直後、影は高速で地面を疾走し始めた。そして、弩を持った仮面の者の、股また下したをくぐり抜ける。仮面の者は急いで振り返ったが、遅かった。あっという間に敵の背後へと回り込んだ影は、元の燕青の姿へと戻る。

　後ろから、仮面の者の首に腕を回し、喉のど笛ぶえを絞め付ける。それと同時に弩を奪い、刀を持った仮面の者に狙いを定めた。

　刀持ちの仮面の者が、走り出した。

　引き金を引き、弩から矢を放つ。が、仮面の者は、刀を振るって飛んできた矢を弾はじき落とした。そう簡単には倒させてくれない。

（まあ……わかりきってたことだけどさ）

　首を絞めている腕に、グッ！　と強い力を加えた。かはっ、と弩ど使いの仮面の者は声を上げ、全身から力を失い、ガクリと崩れ落ちた。

　すぐに燕えん青せいは、太たい陰いん剣けんを地面に突き刺した。「曳エイッ！」の掛け声で建物の影かげと同化する。そこから間かん髪はつを容いれず、正面の敵に向かって、影となったまま突っ込んでいく。

　ブンッ、と仮面の者は刀を振りかぶった。相手が影と化そうとも斬きれる、と確信している様子で、影となった燕青を正面から迎え撃うち、真っ向から両断するつもりなのだ。

　その判断は、半分は間違いではない。だが正解でもなかった。

　地面に映った影に沿って高速移動していた燕青の影は、仮面の者の射程圏内に入った。仮面の者は一歩踏ふみ込み、渾身の力で刀を振り下ろした。刃が当たり、地面に裂け目が走る。しかしその寸前で、燕青の影は方向転換していた。地面の影から、建物の外がい壁へきに映る影へと、流れるように移動した。そしてそのまま、壁かべを上に向かって駆け上がっていく。

「──!?」

　刀を空振りさせた仮面の者は、急いで、頭上へと目線を走らせた。

　壁の影を上っている途中で、燕青は己が身を実体化させると、剣を振りかぶりながら宙に舞まった。眼下の仮面の者に向かって斬りかかる。

　ザンッ！　刃が、仮面の者の胴を斬り裂いた。空中から落下しながらの、剣の重みを利用した一いち撃げき。本来なら太陰剣は斬ざん撃げきを得意としない形状の武器だが、それでも敵の胸には縦一文字に深い傷が刻まれ、真っ赤な血が噴ふき出した。

「ぐ……ぶ……！」

　終始無言だった仮面の者も、さすがに呻うめき声を上げ、壁にもたれかかった。深手を負っているせいか、反撃することも、逃げることさえもしない。ズルズルと壁に沿って身を沈ませていき、地面に座り込んだところで、動かなくなった。

　燕青は近寄り、敵の首に指を当て、脈を確かめた。何も感じない。死んでいる。

　仮面を剝はぎ取った。下から出てきたのは、初老の男性。次いで、意識を失っている弩使いの仮面の者にも歩み寄り、その仮面を取った。短たん髪ぱつの女性だった。二人とも知らない顔だ。

　遠くから鐘かねの音が聞こえる。時刻を報しらせるものだ。朝の調練の開始時間になったと知り、燕青は肩を落とした。

「おい！　お前ら、何をやってるんだ！」

　また間の悪いことに、いまさら巡じゆん邏らの兵士が現れた。それも二人ひと組で。不良達たちと揉もめている最中にやって来てくれれば、仮面の者達も襲しゆう撃げきのタイミングを遅らせたかもしれない。そうすれば、無駄な死人を出すこともなかったかもしれないのに。

「聞こえてるのか!?　武器を捨てろ！　軍営に連行する！」

　おっかなびっくりといった様子で、兵士の一人が剣を構えて、燕青に対して凄すごんできた。気の短い燕えん青せいは、自分が疑われていると知り、こめかみにピキッと青筋を立てる。

「はい？　誰だれが、誰を、連行するって？」

「だ、だから、お前を──」

「俺おれが誰かわからないわけ？」

　両腕を広げ、全身でアピールする燕青。それでも兵士は首を傾かしげ、困ったようにもう一人の仲間に助けを求めている。

　やがて、もう一人の兵士が、「あ！」と声を上げた。

「軍営で見たことがある！　あなたは、もしかして──」

「そうよ！　討とう仙せん隊たいの第二隊長、燕青さんよ！」

　なぜか助けられた女性が説明した。いつの間にか市井にも名が知られているということに燕青は驚おどろいたが、よく考えればこうやって人々の前で大立ち回りをするのは、一度や二度のことではない。自分の能力含め、あちこちで有名になっているのだろう。

「も、申し訳ございませんでしたあ！」

　二人の兵士は地面に這はいつくばり、頭を下げた。直接の上官ではないとはいえ、いまや軍の中でも、討仙隊は別格の扱いとなっている。その分隊長に対して失礼を働いたのだから、彼らの立場では生きた心地ここちがしないだろう。

「いいよ、もう。気にしてないから」

　それよりも現場の検分を優先しろ、と仕事をするように促した。

「ったく……面倒なことになったなあ」

　現場検証が終われば、今度は軍営での調査が待っているはずだ。生け捕りにした仮面の者もいる。まだまだ時間はかかりそうだ。

「夕方までに終わればいいんだけど……」

　はああ、とため息をつき、燕青は髪かみを搔かきむしった。
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　軍営に連れていかれた燕青は、長時間拘束されることになった。仮面の者達たちに襲おそわれた状況を詳しく説明させられただけでなく、生け捕りにした一人の尋問まで手伝う羽目になった。

　全すべて終わり、やっと解放されたのは、日が落ち始めた頃だった。

「ったく、今日は厄日かよ」

　毒づきながら、駆け足で軍営の中を駆け抜け、門へと向かう。不幸中の幸いは、朝のうちに買い物を済ませていたことと、とりあえず一番大事な用事には間に合いそう、ということだ。

　待ち合わせ場所には少し早く着いた。門の前には、番兵が二人立っている以外は、他ほかに誰もいない。通りには人が大勢行き交っており、賑にぎやかだが、さすがに軍の基地、近くには誰も寄ろうとはしない。

　夕暮れ時の軍営前で佇たたずみながら、燕えん青せいは腕組みして、考え事を始めた。

（あいつらは一体何者なんだ？）

　半年前から急に襲しゆう撃げきは始まった。

　敵は全員、仮面を着けている。正体を隠すためなのだろうが、どちらにせよ素顔を見ても、誰だれ一人見覚えがなかった。なぜ燕青の命を狙ねらってくるのか、理由はわからない。語ることなく死んでいくか、あるいは捕らえられても自白しないからだ。

　今日生け捕りにした女も、ずっと黙だまったままでいた。業を煮やした調査官は、拷問にかけることも提案したが、燕青は止めさせた。もともと拷問は好きではないし、これまでに捕らえた仮面の者達たちもいまだに口を割っていない。やるだけ無駄だった。

（どうして俺おれを狙う？）

　心当たりはいくつかあった。だけど、どれも可能性だけで、確実な答えではない。とにかく隙すきあらば、連中は時も場所も問わず、躊ちゆう躇ちよなく攻こう撃げきを仕掛けてくる。今晩にでもまた襲おそってくる可能性はある。

「大事な日だっていうのに……ふざけんなよ」

　これでは落ち着かないじゃないか、とブツブツひとり言で文句を言っていると、道の真ん中で馬車が止まった。あれはもしや──と思っていると、馬車の中から、一人の少女が飛び降り、こちらへ向かって小走りに駆け寄ってきた。

　その少女に対して、燕青は軽く手を振ってやった。

「よう、しょうせ──」

「だーれだ！」

　目前まで来た少女は、いきなり燕青の両目を手で塞ふさいできた。

　誰だ、も何もない。思いきり姿を見ていて、目も合っていた。燕青はつい苦笑した。いかにも彼女らしいおふざけだ。

「真正面からそれをやる馬鹿を初めて見た」

「あ、ひどい。馬鹿はないでしょ、馬鹿は」

「てゆーか、いまので、どう反応しろってんだよ」

「そこは普通に、『お？　お？　誰だ？』ってやってほしかったなー」

「んなアホみたいな真似まね出来るか」

「じゃあ、せめて、ちゃんと答え言ってよ」

「やだ」

「もー、言って減るものじゃないでしょ。答えて。だーれだ」

「……小しよう倩せん」

「大正解！」
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　珍妙なやり取りの後、ようやく少女──小しよう倩せんは、燕えん青せいの顔から手を離はなした。

「ねえねえ、怖い顔してたよね。どうしたの？　何かあった？」

　クスクスと笑いながら、小倩は尋ねてきた。相変わらず鋭い。

「俺おれはもとからこんな顔だ」

　はぐらかした。本当のことを言えば、彼女はきっと心配する。自分がどんな敵と戦っているのか、もちろん向こうだって知っているが、あえて今日の騒そう動どうについて話す必要はない。

　小倩はそれ以上追及せず、今度は、燕青の胸元に下がっている銀色の円えん盤ばんに目をやった。

「それ、今日も着けてるんだね」

　手を伸ばしてきたので、慌てて燕青は円盤を摑つかんで、身を引いた。

「ダメだって。触るなって言ってるだろ」

「あはは、ごめん。忘れてた」

　ウィンクしながら、両手を合わせて謝あやまってくる。

　続けて、もう一人やって来た。小倩の家で侍女を務めている、錦きん児じという女性だ。彼女もまた討とう仙せん隊たいに所属しており、剣の腕も立つため、護衛の役目も担っている。

「林りん隊長はまだですか？」

　錦児に尋ねられ、燕青は首を縦に振った。

「俺だけ用事が早く終わったから、先に出てきた」

　正確には、早く終わった、ではなく、早く終わらせた、だ。絶対に遅刻しないよう、調査の途中でも、話が長引きそうなところは無理やり切り上げさせてきた。

　とはいえ、予想よりも早くに到着した。小しよう倩せんと一緒にいられるのは嬉うれしい反面、何を話せばいいのかと戸惑ってしまう。間が持たない。

　太陽はすっかり傾き、天てん蓋がいの大部分は夜の帳とばりで覆おおわれつつある。燃えるような朱色だった空も、いまは紫色に変化し、次第に色が濃こくなってきている。夕暮れ時の静かな通りに佇たたずんでいると、ムードに流されそうになる。

　小倩の横顔を見つめる。彼女は燕えん青せいに見られていることに気が付いていない。ちっちゃく鼻歌を歌いながら、夕焼け空を気持ちよさそうに眺めている。思わずギュッと抱き締しめたくなるほど、愛らしい。錦きん児じがいるから、さすがにそんなことをしでかす気はないが。

「今日、楽しみだなあ」

　おもむろに小倩から口を開いてきた。

「燕青くん、満まん福ふく楼ろうは初めてだよね。気になる料理があったら聞いてね。私、詳しいから」

「オススメとか、ある？」

「アワビ料理かな。姉様が大好きなの。わざわざ海のほうから、運河で、新しん鮮せんなアワビを運んできて調理してるんだよ。よかったら頼たのも」

「そうだな、それにしようかな」

　正直、燕青としては何でもいい。満福楼の料理は、都でもトップクラスの味だと評判だ。どうせ美味おいしいのはわかっているし、食事に対してこだわりはない。それよりも、小倩が勧めてくれた料理、ということのほうが大事だ。

「時間、かかってるみたいだね」

　軍営の奥を覗のぞきながら、小倩は呟つぶやいた。その体をブルッと震ふるわせる。正月明けて間もないこの時季、夕方は冷え込む。毛皮の外がい套とうを羽織っているが、その下は薄うす手でのお洒落しやれな服装だから寒いのだろう。けほっ、と彼女は咳せき込んだ。燕青は慌てて自分の外套を脱いで渡そうとした。

「気にしないで。ちょっと咳せきが出ただけだから」

「でも、もうちょっと暖かくしないと」

「大丈夫。今日は調子がいいの」

　健けな気げにほほ笑む小倩。だがその顔は、一年前と比べて、少し肉が落ちた気がする。肌の色も白さが増しており、全体的に儚はかなげな外見になっている。

　まだ来ないのかよ──と燕青がやきもきし始めたところで、ちょうど待ち人の姿が見えた。

　武人風の少女が、颯さつ爽そうとした足取りで、軍営の中の道を歩いている。その周りを兵士達たちが囲んでおり、並んで歩きながら、代わりばんこに何か話しかけている。近くまで来たところで、会話の内容が聞こえてきた。どうやら質疑応答の時間のようだ。

「林りん隊長、運歩は腰から動けとおっしゃっていましたが、練習はどうやればいいですか？」

「槍やりと矛の使い方の違いが、いまだにピンと来ないのですけど……」

　次々と繰くり出される質問に対して、少女はしかめ面ではあるが、短いながらも的確に答えを返していく。その凜りんとした声音に聞き惚ほれるように、兵士達たちは真剣な表情でありながらも蕩とろけるような眼まな差ざしで彼女のことを見つめている。

　少女は、門を出たところで、燕えん青せい達に気が付いた。

「ここで終わりだ。続きはまた明日」

　まだ質問が済んでいない兵士もいたが、強引に終わりにした。兵士達は物足りなさそうな表情だったが、仕方なしに頭を下げ、それぞれ帰途に就く。

　解放された少女は、燕青達のそばへと寄ってきた。

「すまん、待たせたな」

　彼女は討とう仙せん隊たい第三隊の隊長、林りん冲ちゆう。年ねん齢れいは燕青よりひとつ上の一七歳さいであるが、軍の槍そう棒ぼう師し範はんを務めており、その実力も高く評価されている。代々国に仕える武人の家系であり、彼女もまたその血を受け継いでいるからか、言葉遣いから、立ち居振る舞まいのひとつひとつに至るまで、同じ世代の少女とは思えない。

　正直、燕青は林冲が苦手だ。林冲も同じように感じているようで、それでも腐れ縁えんというやつか、何かと関係を持っている。好きとか嫌いとかではない、複雑な間柄だ。

　それゆえに開口一番、

「おせーよ」

　いつものように燕青は文句を言った。

「私は時間通りに着いたぞ」

　林冲は、錦きん児じに向かって軽く手を挙げ、身振りで護衛の労をねぎらった後、顔をムッとさせた。ちょうど、時間を報しらせる鐘かねの音が聞こえてきた。確かに約束の時刻には間に合っている。

「間に合えばいいってもんじゃないだろ。こっちは寒い中待ってたんだ」

「早くに着いたのは君の勝手だ。何をそんなに張り切っている」

「ぐ」

　詰まった。林冲に見透かされている。

　二人のやり取りを横でニコニコと眺めていた小しよう倩せんは、「あはは」と楽しげに笑った。

「ほら、姉様。そろそろ行かないと、お店に遅刻しちゃうよ」

「……そうだな。まったく、くだらないことで君が突っかかってくるから」

　ブツブツと文句を言いながら、林冲は小倩の横にピタリとついて、歩き始めた。その後ろから錦児が付き従って歩いていく。

　小倩の横には自分が行きたかったのに──と燕青は不満に思ったものの、（妹には指一本触れさせない）とばかりに林冲に睨にらまれたので、肩をすくめて、仕方なく距きよ離りを空けて、後ろからついていくことにした。

　泣く子も黙だまる武人、林りん冲ちゆう。深窓の令れい嬢じよう、林小しよう倩せん。この二人が姉妹だと言われて、誰だれが信じるだろうか。燕えん青せいですら、いまだに不思議に思うくらいだ。

（全然性格違うのに、よく姉妹でやっていけるよな……）

　林冲と小倩を見比べながら、うーん、と燕青は頭を捻ひねった。
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　都の暗部、貧民街。

　三重構造になっている城じよう壁へきの、最も外郭、隅っこの薄うす暗ぐらく湿った場所に押し込まれるようにして、そこは存在する。

　表面上は誰にでも開放されている帝都。住むのに市民権などはいらない。しかし結局は人並みの生活を送るのに必要なのは、金だ。金がなければ、この都で暮らすのは難しい。それでも盗賊や猛もう獣じゆうが跋ばつ扈こする外界で暮らすよりは遙はるかにマシだから、貧民街でも人が集まる。

　平和なのは都の中だけ──誰もが知っている常識。ある時から生まれた歪ゆがみは、いつしか、取り返しのつかないレベルにまで膨ふくらんできていた。




　ギイイ……軋きしんだ音を立てて、ボロボロの小屋の扉が開かれた。

「いよいよ行くか」

　外の壁かべにもたれかかって、粗悪な酒を呷あおっていた老人が、笑みを浮かべた。

　小屋の中から仮面の女が現れた。大柄な肉体を漆黒の僧衣で包み、金輪のついた禅ぜん杖じようを右手に持っている。太陽が落ち始め、周囲は暗くなりつつある中、まるで訪れる闇やみに溶け込むかのように、真っ黒な出いで立ちだ。

　老人は、仮面の女とは初対面だった。だが、彼女がここに潜せん伏ぷくしていることは黙だまっていた。その様子から、この都で何をしようとしているのか、薄うす々うす感づいているからだ。

「こんな国なんて滅んじまえばいいんだ」

　グイ、と酒を一気に飲み干し、瓢ひよう簞たんを投げ捨てた。

「俺おれも、昔は夢と希望を抱いて生きてきたさ。が、気が付いたらこんな場所で、たった一度しかない人生を終えようとしている。ろくでもねえ人生だったさ」

　カカカ、と老人は乾いた笑い声を立てた。

「新しん法ぽう党とうだとか、旧きゆう法ほう党とうだとか……俺はそんなの、どうでもよかったんだけどな。気が付いたら政党争いに巻き込まれて、家族全部失って、いまはここで野垂れ死にしようとしている」

　仮面の女は何も言わず、ただひたすらその場で立って、老人の話を聞いている。

「──壊こわせ」

　老人の目に邪悪なものが宿った。

「何もかも壊してしまえ！　都の中心でふんぞり返っている皇帝に思い知らせてやれ！　俺おれ達たちの無念をその胸に叩たたき込んでくれ！　地獄へ送ってしまえ……！」

　次々と吐き出される呪じゆ詛そに対し、仮面の女は一切の反応を示さない。

　言葉を返すことも、頷うなずくこともせず、ただ高々と禅ぜん杖じようを掲げ──ジャンッ！　禅杖の石突きを力強く地面に叩きつけ、金輪を鳴らした。

　仮面の奥の双そう眸ぼうが、禍まが々まがしい光を放った。




　　　　　　　　　　※　※　※




　満まん福ふく楼ろうに到着すると、店員は林りん姉妹の顔を見るやいなや、すぐに最上階の個室へと案内してくれた。常連客の林りん冲ちゆうの名前で予約していたので、すでに店側の準備も整っていたのだ。

「それでは、私はここで」

　錦きん児じは一礼し、廊下に待機した。

「えー、錦児さんも一緒に食べようよ」

　小しよう倩せんの誘いに対し、錦児は頑かたくなに首を横に振った。彼女は生き真ま面じ目めなことに、自分の上司である林冲や、主である小倩と、同席で食事を取ることなど出来ないと固辞している。

「人それぞれ主義主張というものはある。汲くんでやれ、小倩」

　林冲に諭さとされ、納得いっていない様子ながら、寂しそうに小倩は頷うなずいた。彼女としては一人でも多く食事に加わってくれたほうが、単純に嬉うれしいのだろう。

　だが、部屋に入った途端、小倩の表情は明るく輝かがやいた。

「わあ……！」

　丸テーブルの上には木札があり、達筆な字で「生日快楽（お誕生日おめでとう）」と書かれている。その周りには色とりどりの花が飾られている。ほのかな薫かおりが鼻をくすぐった。事前に燕えん青せいが花屋に手配して、店に運ばせていたのだ。

　小倩はクルリと振り返り、燕青と林冲に、感謝の念を伝えてくる。

「ありがとう……！　とても素敵！」

「花が好きだって、聞いてたし」

　真っ向から眩まばゆいばかりの笑顔を向けられて、どう反応すればいいのかわからず、燕青はついしかめ面になる。内心、無茶苦茶嬉しい。

「さあ、ひとまず座ろうか。小倩もお腹なかが空すいてるだろう」

　林冲に促されて、全員席についた。

　店員がやって来たので、メニューを見ながら注文していく。雉きじ肉にくの照り焼き、揚げ鶉うずら、炒いため蟹がににアワビのシチュー、小しよう籠ろん包ぽう……どれも林姉妹のお気に入りの料理だという。

　注文が終わって店員が部屋から出て行くと、小倩は席から立って窓際に寄り、外を見た。

「来て来て、燕えん青せいくん！　いい眺め！」

　手招きされたので、そばに行く。

　高い楼閣が林立する中、建物の間には鋼線が張られており、提ちよう灯ちんが吊つるされている。夜の街路は煌こう々こうと照らし出され、人々は昼間以上に陽気な様子で闊かつ歩ぽする。立ち並ぶ夜店の屋台に群がる若者達たちもいる。ちっちゃな子どもが道を駆けてゆき、親に大声で呼び止められている。

　奥には運河も見える。行き交う船からは、時おり通過を報しらせるための銅ど鑼らの音が聞こえてくる。水運が発達している宋そう国こく帝都ならではの風景だ。

　見ているだけで心躍おどる。栄華を極めし帝都の夜。

　だが、燕青は浮かない顔をしている。

　今日は小しよう倩せんの一五歳さいの誕生日。それが同時にどういう意味を持つ日であるのか、街の人々を観察しているうちに思い出してしまい、気持ちは一気に沈んできてしまった。

「どうしたの？　燕青くん」

　小倩はこちらを見つめている。

　その瞳ひとみを見つめ返す。大きな黒目が愛らしい。得体の知れない燕青に対しても、分け隔てなく接してくれる、心優やさしい少女。その心根が表れているかのような、綺き麗れいな目をしている。

　ごくり、と喉のどを鳴らした。いま、自分の気持ちをぶつけてもいいくらいの気分だ。

　だが──残念ながら、怖いお姉様が見張っている。さっきから背中に、林りん冲ちゆうの鋭い視線を感じる。この状況で告白するには相当勇気が要る。

「いや……腹減ったな、と思って」

「ふうん？」

　こういう時の小倩の勘の良さは侮れない。怪け訝げんそうに小首を傾かしげている。もっと誤ご魔ま化かす必要があるかと燕青は頭を働かせたが、

「そろそろ席に戻ってくれないか」

　林冲が苦笑しながら声をかけてきたので、有う耶や無む耶やのうちに終わらせることが出来た。

　しばらくして、料理が運ばれてきた。

「わー、いい匂におい！　食べよ食べよ！」

「ははは、今日は元気だな。では私も」

　小倩と林冲がさっそく食べ始めたので、燕青も箸はしを伸ばした。蒸せい籠ろに入っている小しよう籠ろん包ぽうをつまみ、ひと口でパクリと食べる。芳ほう醇じゆんな香りの肉汁とトロトロに柔らかくなった野菜、よく味の染み込んだ豚の挽ひき肉にくが口の中に溢あふれてきた。

「むぐ……!?　うま……！」

　思わず顔がパアアッと明るくなる。

　たまらず、他ほかの料理も次々と食べてみる。どれも口の中に染み渡る絶品だ。食べるほどに幸福な気分に包まれ、さっきまで暗い気分になっていたのを忘れそうなほどだ。

　特にアワビのシチューが気に入った。身が崩れる直前までトロトロに煮込んだアワビの食感がまた絶妙で、ほどよい塩味のスープと相まって、体の芯しんから旨うま味みを感じさせられる。

「これ、ほんと、すごく美味おいし──」

　燕えん青せいはそこで言葉を切った。

　ゴホッ、と咳せき込む声。突然、小しよう倩せんは口元を手で押さえて、胸の奥から吐き出すような重い咳せきを、断続的に繰くり返し始めた。

「小倩！　薬だ！」

　林りん冲ちゆうは懐ふところから紙包みを取り出した。受け取った小倩は、咳を何とか我慢して、包みの中から粉末状の薬をサラサラと喉のどの奥に落として、最後は水で流し込んだ。ゴクンと喉を鳴らす。涙をこぼしながら、目をギュッとつむっていたが、やがて、「……ふう」と息をついた。

「平気か？」

「うん、姉様、ありがとう。効いてきた」

　そんなに早く効果が出るわけもないが、小倩は笑みを浮かべた。咳を我慢しているのか、その口元は若干引きつっている。だけど、喋しやべれる程度には落ち着いたようだ。

「燕青、そろそろ」

　妙な空気になったのを払ふつ拭しよくするように、林冲は声をかけた。燕青は頷うなずき、席を立つと、壁かべ際ぎわのテーブルに置いた荷物の中から、木箱を取り出す。林冲は林冲で、空いている椅い子すにこっそり置いてあった革の包みを手に取り、小倩に手渡した。

　それを見た小倩の目が輝かがやいた。

「出してもいい？」

「もちろん」

　包みの中から木の箱を出し、蓋ふたを開ける。中には陶器の器が入っている。五つの花が描かれており、光の加減によって色合いが変わる、独特の鮮あざやかさがある。南方の有名な工房で作られた陶器だが、小倩が喜んだのはそこではない。

　蓋を開けると、器の内側には、化粧用の紅が塗られている。西南の蜀しよくの地方で採られた中でも、特に希少な紅花を素材に作った、高級化粧品だ。

「姉様ありがとう！　私がこれ欲しいって、どうして知ってたの？」

「前に行商人に取り扱いはないか聞いていただろう。それが印象に残っていたんだ」

　小倩の喜びように、林冲も満足げに笑みを浮かべている。

「そしたら、次は俺おれから」

　燕青は自分の木箱をテーブルの上にスッと滑らせ、隣となりの小倩に渡してやる。果たして喜んでもらえるかどうか。ドキドキする。

「開けてみて」

「うん！」

　言われるままに、小しよう倩せんは蓋ふたを開けた。

　簪かんざしが入っていた。海かい棠どう花かをあしらった簪だ。それを見た瞬しゆん間かん、喜びよりも先に、小倩の表情が固まった。目には戸惑いの色が浮かんでいる。

「え……これ、って……」

「あれ？　もしかして、いやだった？」

　ちょっと焦る。予想とは異なる反応だ。

「ううん！　違うの。だけど、たしか、すごい高いやつじゃ──」

「それなら大丈夫。ほら、前に宝飾店に行った時、お前、欲しがってたじゃんか。あの時からちょっとずつお金を貯めてたんだ」

「わ、私、そんなに欲しそうにしてた？」

　恥ずかしそうに小倩は顔を赤くする。

「正直言うと、あの時と同じ物かどうかはわからないけど……これで、いいかな？」

「いいも何もないよ」

　簪を大事に木箱にしまい、小倩はかぶりを振った。ほのかに瞳ひとみが潤うるんでいる。

「二人ともありがとう！　私のために、こんな素敵な贈おくり物くれて……すごい幸せ」

「大おお袈げ裟さだな」

　燕えん青せいはそう言いつつも、朗らかに笑う。小倩が喜んでくれていることに、自分もまた嬉うれしくなる。だが、次に彼女が発した言葉を聞いた瞬間、サッと顔色が変わった。

「来年もこうしてみんなでご飯を食べれるといいね」

　それは何気ないひと言だった。

　しかし、「来年」という単語に対して、燕青と林りん冲ちゆうは敏感に反応した。ほんの一瞬だけ険しい表情になり──二人とも、小倩に気取られないうちに、また笑顔に戻った。

「よし、それでは食事に戻ろう」

　林冲のひと声で、食事は再開した。

　何品目か。盆に載のせられて、湯気の立つお粥かゆが運ばれてきた。

「お粥……？」

　油の多い料理を食べていたから、さっぱりした食事はありがたいが、他ほかにもいいメニューはあるだろうに、なぜこれなのかと、燕青は首を傾かしげた。

「食べてみて。そしたらわかるから」

　にこにこ笑いながら、小倩は勧めてくる。

　蓮れん華げですくい、口に含んだ。途端に燕青は目を見開いた。この味には覚えがある。

「これは……あの時の……!?」

「どう？　思い出せた？」

　燕青の反応に対して、弾んだ声で問いかけてくる小倩。

「お医者様に前に聞いたの。記き憶おくを失っている人の治ち療りようには、どんな方法がいいのか。そうしたら、五感で刺激を与える方法があるんだって言ってた。例えば、記憶を失う前に食べていた美味おいしいご飯とか。──燕えん青せいくん、このお粥かゆ好きでしょ？　だからどうかな、って」

　小首を傾かしげて、答えを待つ小しよう倩せん。その愛くるしい仕草に対して、申し訳ないものを感じつつ、燕青はゆっくりと首を横に振った。

「ごめん……思い出したのは……小倩と初めて会った時のことだけだ……」

「そっかあ。なかなか難しいね。ごめん、変な気を回して」

　小倩は苦笑しながら、両手を合わせて謝あやまってきた。

「いや、いいよ。ありがとう」

　なんだか気を遣わせてしまったな、と頭を搔かいた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　燕青には記憶が無い。一年前、小倩と初めて出会った時を境に、それより以前の記憶がすっぽりと消えてしまっている。

　なぜ何もかも忘れてしまったのか、いまだにその理由はわからない。




　一年前のあの日──気が付けば、どこかの屋や敷しきの室内で、寝台に仰あお向むけに寝かされていた。

　部屋の窓から外を見ると、うっすらと空は青くなってきている。明け方のようだ。冷気を伴った風が室内に時折入ってくる。部屋の暖炉に薪まきがくべてあるため、それほど寒くはない。

　どうしてこんなところで寝ているのか、すぐには思い出せない。見慣れない風景に燕青は戸惑った。それまでのことを思い出そうとしたが、ズキン、と頭が痛んだ。

（……え？）

　何も思い出せない。記憶が欠落している。自分がどこで生まれたのか、どこに住んでいたのか、なぜこの部屋にいるのか、何もかも思い出すことが出来ない。

　辛うじて出てきたのは、自身の名前。

（俺おれの名前は、燕青）

　だが、何とか引き出せたのはそこまでだった。後のことは何ひとつわからない。

　掛け布団をはぎ、起き上がろうとしたが、途端に全身に痛みが走った。これでは起き上がれたとしても、歩くことすら困難だ。仕方なく、また横たわる。

「あ、やっと起きた！」

　女の子の声が聞こえた。

　桃色の服を着た少女が、部屋の入り口に立っている。両手で盆を支えており、盆の上には湯気の立っているお椀わんと、肉まん。全身が痛んでいるが、漂ってくる食べ物の香りを嗅かいで、急にお腹がグルグルと鳴り始めた。その音を聞いて、少女はコロコロと笑った。

「よかった！　ちょうど朝ご飯が出来てたの！」

　少女は近くまで寄り、枕まくら元もとの机の上に盆を載せた。湯気の立つお椀わんの中身は、温かい粥かゆだ。思わず手を伸ばしかけたが、ふと、（このお粥、食べても大丈夫か？）と疑念が湧わいてきた。

「食べないの？」

　少女は首を傾かしげた。

　それに対して是とも否とも言わず、まず頭の中に浮かんでいる疑問をぶつけた。

「ここ、どこなんだよ。お前、誰だれ？」

「それを聞くより先に言うべきことがあるんじゃないの？」

　急に少女はキッと真顔になる。

「お・れ・い」

「は？」

「恩に着せるつもりはないよ。でも、一般常識。人にご飯を作ってもらった時は、食べる気がなくても、まず最初にお礼。わかった？」

「えっと」

　なぜ自分は初対面の女の子に説教されているのだろうか。

「わかった？」

「わ、わかった。その……ありがとう」

「よし」

　少女は再び顔を綻ほころばせ、椅い子すを引いてくると、寝台の横に座った。何をしようとしているのかと見守っていたが、やがて、少女が蓮れん華げでお粥を掬すくい出したのを見て、慌て出した。

「い、いいって！　自分で食べられるよ！」

「本当に？」

　ジト目で少女は見てくる。噓うそをついたら承知しない、という表情だ。

「本当だって！」

　机の上のお粥に向かって手を伸ばそうとするが、ビキッと筋肉が断裂しそうな痛みが腕全体に走り、「あぅ！」と呻うめいて、腕を引っ込めた。

　少女は苦笑した。

「ほら、ダメ。まだ元気な体じゃないんだから、わがまま言わないで」

　そしてお粥の載った蓮華を鼻先まで運んできた。燕えん青せいはプイッと顔を背ける。

「いらない」

「どうして」

「毒が入ってるかもしれないだろ」

　言い訳を考えるのが面倒だったから、正直に言う。

　しばらく、少女はポカンと目を丸くしていた。怒り出すかな、と観察していると、意外にも声を立てて笑い出した。

「君、面白いこと言うね！　あはは。でも、その冗談はひどいなぁ」

「冗談なんかじゃ──」

　ムキになって言い返そうと口を開いたところへ、

「隙すきあり！」

　と少女は蓮れん華げを突っ込んできた。びっくりした燕えん青せいは、思わずパクッと口を閉じてしまった。最初は嚥えん下かしないようにと抵抗していたが、やがて鼻孔をくすぐる香りに耐えかね、喉のどの奥にとろみのあるスープと米を流し込んだ。

「……おいしい」

　体中に栄養が染み込んでいくようだ。生しよう姜がも利いており、内奥から温かさも広がってくる。

「よかった！　全然目を覚ます気配がなかったから、心配してたの。はい」

　また蓮華にお粥かゆを載せて、口元まで運んできてくれる。今度は、燕青は素直に食べさせてもらった。一度慣れてしまうと、逆にひと口ずつ、ゆっくりしか食べられないのがもどかしい。

「名前、教えてもらってもいい？」

　燕青が五口目を飲み込んだところで、少女は質問してきた。「燕青」と名乗ると、少女はにっこりと微笑ほほえみ、自身も名乗ってきた。

「私は林りん小しよう倩せん」

　これが、小倩との最初の出会いだった。




　その後は、林冲ちゆうや、他ほかの仲間達たちがやって来て、代わりばんこに状況の確認と説明をしてくれた。そのおかげでやっと、自分はこの国の軍に所属している人間であり、なぜか街中で倒れているところを林冲が見つけて助けてくれた──ということを知った。

　もともと軍に所属していたから、周りのサポートもあって、復帰とともに討とう仙せん隊たいの隊長に就任出来たが、それまでの人間関係等もまったくわからないままに、みんなが言うことを信じて過去の自分が何者であったのかを無理やり推し量ってきた。

　彼らにとっては当たり前で、かつての燕青にとっても同様のことでも、全すべてが初めて聞く内容だ。その真偽を確かめる術すべもなく、愚直に信じるしかない。たまらなく不安だった。

　そんな中で、一切の利害関係がなく、記き憶おくを失う前は縁えんがなかったという──本当に生まれて初めて出会った小倩が、何よりも心の救いだった。

　救いは、いつしか深い心のよりどころとなり、気が付けば、恋愛感情へと繫つながっていた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　食事も終わり、デザートが出てくる前に、燕えん青せいは厠かわやへと向かった。

　ちょうど、先に部屋から出ていた林りん冲ちゆうが戻ってくるところと出くわした。

「あいつ、最近の調子はどうなんだ」

　顔を合わせるなり、燕青は尋ねた。あいつ、とは小しよう倩せんのことだ。彼女は大病を患っている。

　林冲はかぶりを振る。

「今日みたいに外出出来る日もあるが、いつもは家に籠こもっている。床に臥ふせる日も多くなってきた。このままでは──」

「医者はなんて言ってるんだ」

「そもそも病名が定まらない。全身に陰の気が満ちていて、あらゆる身体機能が落ちているとのことだが、日によっては回復することもある。だが、症状が出ている以上は、病気であることには変わりない。これまでにも様々な薬を試したが……効果があるのは、咳せき止どめくらいだ」

「……とうとう、今日を、迎えたな」

「よせ。あまり考えたくない」

「目を逸そらしてもしょうがないだろ。天命の巫女みこの託宣は──」

「わかっている。だけど、何もいま死ぬというわけではない。せめて、今日くらいは小倩との時間を楽しませてくれ」

　会話が終わり、厠での用を済ませてから、燕青は個室へ戻った。

「おかえり」

　早くも海かい棠どう花かの簪かんざしを頭に挿した小倩が、にこやかに振り向いてくる。それからウキウキした様子で、メニューを読み始めた。すでに注文はしているが、待ちきれないようだ。

「ここの杏あん仁にん豆どう腐ふ、美味おいしいんだよね。楽しみ♪」

　無邪気な小倩の姿を見て、燕青は胸が痛くなった。こうやって明るく振る舞まっている裏では、どんな気持ちを抱えているのか。そのことを思うと、辛くなってくる。

「……ん？」

　燕青は首を傾かしげた。建物が震しん動どうした気がする。

　いや、気のせいではない。階下から大きな音が聞こえてくる。

（まさか）

　腰に帯びた剣へと手を走らせ、体勢を低くして身構える。椅い子すに座っていた林冲も、壁かべに立てかけていた自身の武器、蛇だ矛ぼうを取り、臨戦態勢に入った。

　ズンッ。さらに建物が揺れる。

「下から来るぞ！」

　林冲は怒鳴った。

　破は壊かい音おんが徐々にせり上がってきており、揺れも激しくなっている。何かが下よりやって来る。その位置は──小倩の真下だ。

「くっ！」

　燕えん青せいは小しよう倩せんの体を抱きかかえ、横へと跳んだ。

　直後、さっきまで立っていた場所の足下から炎が噴ふき上がり、床板が爆ばく散さんした。そして、宙に飛び散る床板の破片とともに──黒い僧衣を着た怪人が、禅ぜん杖じようでテーブルを叩たたき割りつつ、飛び出してきた。赤い隈くま取どりを施された白い仮面、大柄な肉体、その身長よりも長い禅杖。

「貴様ァ！」

　激げつ昂こうした林りん冲ちゆうが蛇だ矛ぼうで突きかかった。が、相手は床に着地するやいなや、禅杖を構え、真っ向からあっさりと防いだ。

　林冲が怒るのも無理はない。もしも燕青が守らなかったら、いまごろ小倩は真っ二つに割れて転がっているテーブルと、同じ運命を辿たどっていただろう。

「大丈夫ですか!?」

　すぐに錦きん児じが部屋の中に入ってきた。そして室内を見て、即座に状況を飲み込んだか、剣を抜いて構えた。

「林隊長、小倩様は私が！」

「頼たのむ」

　林冲の了解を得て、錦児は小倩を連れて廊下へと避ひ難なんした。

　残った燕青と林冲は、敵と向かい合う。相手は仮面を着けているが、胸の豊かな膨ふくらみから、女であるとわかる。二対一の状況でありながら、仮面の女は臆おくすることなく、禅杖を肩に担いで仁王立ちしている。

「燕青、あいつ……」

「ああ！　いつもの奴やつらと同じだ！　だけど──」

　だが、どこか違う。漂わせている迫力は、これまでとは比較にならないものがある。並の人間をも凌りよう駕がする闘とう気き。それはこれまで干かん戈かを交えてきた自分達たちの敵と通じるものがある。

「まさか、奴は仙シエン姑クー……!?」

「気を付けろ。床を爆ばく破はしてきたんだ。何をしてくるかわからない」

　緊張の糸を断つことなく、三者は睨にらみ合う。誰だれかが動けば、即戦闘開始の、一触即発の状況。先に行動を起こせば不利になる。ゆえに止まっている。

（次にどう出る）

　燕青は、仮面の奥の双そう眸ぼうを見据えている。だが、目線は見えても、そこに籠こめられている感情までは読み取ることが出来ない。

　突如、仮面の女が何かを投げてきた。それは皿だった。一見、何の変哲もないただの食器。しかし、咄とつ嗟さに燕青は危険を察知した。

「くっ!?」

　皿を受け止めようとせず、横に飛んで回かい避ひする。

　仮面の女は禅ぜん杖じようをこちらに向けると、グルンと禅杖の軸を素早く回転させ──先端についている金輪を、ジャンッ！　と鳴らした。

　直後、皿が光り、爆発を起こした。

　熱風に巻き込まれ、燕えん青せいの体は吹き飛ばされ、壁かべにぶつかる。

「いてて……って──林りん冲ちゆう、大丈夫!?」

　壁に打った後頭部をさすっていた燕青は、いまの爆発に林冲が巻き込まれていないか、慌てて確認した。

　林冲は軽傷だが、爆風を喰くらってしまったようだ。衣服や髪かみの毛が僅わずかに焼け焦げている。

「おのれ──！」

　憤ふん怒ぬの表情の林冲は、ダンッと床を蹴けると、仮面の女に体当たりをかました。相手は対応しきれず、真っ向から受け止める形になり、押し切られてしまう。

「ハアアアア！」

　気合いとともに林冲は突進を続け、そのまま壁を突き破って、仮面の女もろとも外へと飛び出した。壁に開いた穴から、冷たい空気が室内に流れ込んでくる。

「おい待てッ、ここ五階──！」

　止める間もなかった。この高所から落ちたら、普通の人間ならひとたまりもない。燕青は急いで壁の穴に駆け寄り、地上のほうを見下ろした。

　眼下の大通りを、人々が口々に悲鳴を上げて逃げ惑っている。その中で、林冲と仮面の女は火花を散らして戦っている。姿は小さくしか見えないので正確なところはわからないが、五階の高さから着地しておきながら二人とも平気な様子だ。どちらも人間離ばなれしている。

　林冲と仮面の女は、互いの武器を交えつつ、大きく移動して、道を挟んで向かい側の建物の中へと入っていった。

「ったく、すぐ頭に血が上るクセ、どうにかしろよ……！」

　燕青は太たい陰いん剣けんを抜き、手頃な影かげを探して、突き刺した。けれども、能力を発動させるのを躊ちゆう躇ちよした。我が身を影と化す太陰剣の機能は何度も使えるものではない。生命力を削るという特性があり、一日の使用回数には制限がある。

　とりあえず追いつくまでは、使用を控えることにした。対決の時になって、肝心の力が発揮出来ないのでは意味がない。

　仕方なく、壁の穴から外に出て、突起物を頼たよりに満まん福ふく楼ろうの屋根へと上った。そのため、だいぶ時間が経たってしまった。もう仮面の女も、林冲も、相当遠くへ行ってしまったことだろう。

　屋根の上から、色鮮あざやかに輝かがやく都の夜景を見渡し、様子のおかしい場所を探す。やがて、彼方の楼閣の屋根が、激しく吹き飛ぶのが確認出来た。屋上に、二人が上がってくるのが見えた。

「よし！」

　目的地を見定めた燕青は、そちらへ向かって、隣となりの屋根へと飛び移った。




「おおお！」

　林りん冲ちゆうは、仮面の女に向かって、蛇だ矛ぼうで攻めかかった。だが相手は素早く禅ぜん杖じようを振り、林冲の刺突を弾はじいた。それでもなお、林冲は攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。

　お互いの武器が、月明かりに照らされた屋根の上で、激しく交差した。

　攻撃の余波が足もとに及び、屋や根ね瓦がわらが砕け散る。異変に気が付いた地上の人々が、口々に騒さわぎ始めた。けれども下を気にしている余裕はない。それだけ仮面の女は強い。

　不意に、仮面の女は後ろへ飛び退のき、右手を屋根の上に突き当てた。

（何をする気だ？）

　次の一手を警戒し、間合いを保ったまま、林冲は攻めるのを控えた。

　それが徒あだとなった。

　突如、仮面の女は後方へと飛び退いた。禅杖の金輪を鳴らす。どうやらその行為が、起き爆ばくスイッチとなっているようだ。途端に、屋根の一部が爆発した。しかも爆風の方向まで計算していたのか、砕け散った瓦の破片は、林冲に向かって飛んでくる。

「く──！」

　横にステップして回かい避ひしたが、そこへ仮面の女が間合いを詰め、禅杖による刺突を放ってきた。林冲は完全には避よけきれず、服が切り裂かれ、腰回りの肌が露あらわになる。

（しまった！）

　慌てて林冲は剝むき出しになった脇わき腹ばらを隠すように、手で押さえた。

　その隙すきを逃すまいと、仮面の女は禅杖を振りかぶった。が、その目線は、別の場所を捉とらえた。瓦と瓦の隙間に出来た影かげの上を、塊のような別の影が走ってくる。

　ザッ、と仮面の女は一歩踏ふみ込み、近付いてくる影に向かって禅杖を叩たたきつけた。砕け散る瓦とともに、黒い影の塊も宙に飛び──空中で、影から、燕えん青せいの姿へと変化する。

「つ──あ！」

　奇き襲しゆうに失敗し、強制的に実体へと戻った燕青は、屋根の上に転がり倒れた。

「気を付けろ、燕青！　この敵は、相当手て強ごわい！」

「ちくしょう……！　まさか影になってるところを見抜かれるなんて……！」

　すぐに体勢を立て直した燕青と林冲は、左右に散開して、挟きよう撃げきを仕掛ける。

「しっ！」

　鋭い呼気を吐き、踏み込みざまに、林冲は蛇矛を突き出した。間合いは離はなれており、通常なら到底届かない距きよ離りだ。

　ところが──蛇の如ごとく波打った形状の穂ほ先さきが、ピンッとまっすぐになったかと思うと、突然、元の長さの何倍も伸びた。遠距離であろうと関係なく、仮面の女を貫かんと襲おそいかかる。

　それに対し、仮面の女も禅杖で迎え撃うつ。蛇矛の穂先と、禅杖の刃が、正面から激突する。キンッと耳をつんざく金属音が響いた後、互いの武器の押し合いが始まった。ギチギチと柄を鳴らし、どちらも譲ゆずらず競り合いを続ける。

（隙だらけだ！）

　仮面の女の側面に回り込み、燕えん青せいは走りながら、剣を上段に構えた。林りん冲ちゆうとの戦いに夢中になっている、いまがチャンスだ。

　そこへ、ヒュッ、と何かが飛んできた。

　燕青は剣を正面に構えて、飛来してきた物を防ぐ。鈍い音。足元に落ちたそれは、屋や根ね瓦がわらだった。仮面の女が蹴けり飛ばしてきたのだ。

　足を止めた燕青は、次に敵が何をしようとしているのかを読み、林冲に声をかける。

「気を付けろ！　下から来る！」

　直後、仮面の女は林冲に向かって、足で屋根瓦を飛ばした。

　林冲は身をのけぞらせて、顔面を狙ねらって飛んできた屋根瓦を避よける。即座に蛇だ矛ぼうの長さを元に戻し、胸元に引き寄せ、防御の構えを取った。

　仮面の女は禅ぜん杖じようを勢いよく振り回し始めた。体の左右で縦回転させながら、屋根瓦を連続で弾はじき飛ばす。次々と弾丸の如く飛んでくる屋根瓦を、林冲は蛇矛を振り回して全すべて撃げき墜ついする。

　攻撃の手が止やんだところで、すかさず、林冲は突撃した。敵と真っ向からぶつかり合う。月明かりに照らされた屋根の上、互いの得物が輝かがやき、火花を散らせる。一進一退の攻防。どちらが勝ってもおかしくない。それくらい仮面の女は強く、林冲もまた、尋常ではない。

「苦戦しているようだな」

　膠こう着ちやく状態となったところで、燕青達たちに、加勢が現れた。

　屋根の上にトンッと軽やかに飛び移ってきたのは、討とう仙せん隊たい第一隊の隊長、陳ちん希き真しん。燕青達よりずっと年上、四〇代の男であり、彫りの深い顔に洒落しやれた口くち髭ひげを生やしている。穏やかな表情ながら、その実、討仙隊最強との呼び声が高い人物だ。

「陳さん……!?　到着するの、早いな」

「たまたま近くで飲んでいたのだよ、燕青。騒さわぎを聞きつけたので、来てみたんだ」

　言いつつ、陳希真は鞘さやから剣を抜いた。

　それは桃の木で出来た剣だった。切れ味は皆無だ。しかし、彼を知る人間であれば、この桃の木の剣がいかに恐ろしい武器であるかをよく理解している。

　仮面の女は攻こう撃げきの手を止め、間合いを切った。陳希真の登場で、警戒しているようだ。さらに、仮面の奥から、葛かつ藤とうが伝わってきた。このまま戦うべきか、どうするか。

　数秒ほどで、仮面の女は結論を出したようだ。

　頭の上で禅杖を振り回した後、屋根に石突きを叩たたきつけ、ジャンッ！　と金輪を鳴らした。

　ドン！　ドン！　ドン！　地上から連続した爆ばく発はつ音おんが聞こえ、建物がグラリと傾き始めた。よろめいた燕青達は、両腕でバランスを取りながら、なんとか転ばないようにする。

　いつの間にこの建物に爆破の仕掛けを施していたのか──と驚おどろく燕えん青せいの目の前で、仮面の女は身を翻ひるがえした。逃げる気だ。

「待て！　逃がすものか！」

　追いかけようとした林りん冲ちゆうだったが、足を踏ふみ出した直後、目の前の屋根が吹き飛んだ。腕を上げて、爆風から顔をかばう。

　その間に、仮面の女の姿は見えなくなってしまった。

「く──あと少しのところを！」

「とりあえずここから離はなれよう。もう、もたない」

　陳ちん希き真しんの冷静な言葉に、林冲は悔しそうに歯は嚙がみしながらも、仕方なく頷うなずいた。敵がどこへ行ったのかわからない以上、追いかけるのは困難だ。それよりも、この建物の内部や、周辺にいる人々の救助を行うのが先決だった。

　燕青達たちは屋根から下りると、パニックになっている人々の避ひ難なん誘導を始めた。

　なんとか落ち着きを取り戻したのは、それから一〇分ほど経たち、兵士達が救援にやって来てからのことだった。




　犠ぎ牲せい者しやを乗せた担架が、どこかへ運ばれていく。

　幼い子どもが泣きながらそれを追っていく。どうやら担架に乗っている亡なき骸がらは、父親のもののようだ。「とうちゃん、とうちゃん」と叫ぶ声が、燕青の胸に突き刺さった。

「許せない……仙シエン姑クーめ……！」

　他意のある言葉ではなかった。

　しかし、燕青の横に立っている林冲は、目を伏せた。相変わらず脇わき腹ばらに手を当てている。彼女の心境がわかった燕青は、申し訳なさそうな顔で、ガリガリと頭を搔かく。

「悪い。その、お前は別だ」

「いいから上着を貸してくれ。ずっと手で隠しているのは、辛い」

「ああ、そうだな」

　燕青は上着を脱ぐと、林冲に手渡そうとした。だが彼女は受け取らず、首を横に振った。

「すまんが、君が巻いてくれないか。誰だれが見ているかわからない」

「しょうがねーなあ」

　林冲の前でしゃがみ込む。その動きに合わせて、林冲は脇腹から手をどかした。




　肌に浮かび上がる、白い「雄」の文字。

　それは魔ま星せいを表す字──仙姑の証あかし。




　夜の暗がりの中でもクッキリと輝かがやき、浮かび上がる白文字を、すぐに燕青は衣で隠した。林冲の腰の後ろで両りよう袖そでの部分をきつく縛しばり、うっかりでもずり落ちないようにする。
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「もうちょっと慎重に戦えよ。服なんて何かの弾みで簡単に破れるんだから」

「そう言われても、相手が相手だ。余裕なんてなかった」

「んなことはわかってるよ。けど、仙シエン姑クーだってバレたら元も子もないだろ」

　都でも評判の武人、討とう仙せん隊たい第三隊「雷らい震しん隊たい」の隊長、林りん冲ちゆう。その強さもさることながら、若く美しい少女であることもあり、人々は憧あこがれの眼まな差ざしでもって彼女のことを見ている。

　が、関係者以外、誰だれも知らない。

　林冲が、その身に魔ま星せいを宿す、仙姑の一人であることを。

「討仙隊の中でも、お前が所属してることに反対してるやつはいる。どんなことで難なん癖くせつけてお前を追い落とそうとするかわからないんだから、もっと──」

「君は当事者ではないからそんなことを言っていられるんだ！」

　ダンッ！　と壁かべを拳こぶしで殴り、林冲は怒鳴った。

「一人でも多くの仙姑を倒すこと以外に、私の身の潔白を証明する手段はない！　もしもここで私が仙姑として処断されたらどうなる！　小しよう倩せんを誰が助ける！　ただでさえ──妹にはもう時間が無いというのに！」

「うるせーな。声、大き過ぎだよ」

　燕えん青せいの冷静なひと言に、少し落ち着きを取り戻したか、林冲はうつむいてため息をついた。

「すまない。小しよう倩せんのことで、苛いら立だっているようだ」

「気持ちは、わかる」

「正直、私だけなら、どうなっても構わないんだ。この国を滅ぼしてしまうくらいなら、命を捧げる覚悟だ。だけど、小倩は、普通の女の子だ。人並の幸せを求める、ごく普通の子だ」

「……ああ」

「小倩には幸せになってほしい。──それなのに、天命の巫女みこの託宣は、絶対だ。逃れられない。あの人が下した死の宣告を、いまだかつて覆くつがえせた者は、いない」

「待てよ。まだわからないだろ。何か方法があるかもしれない」

「私だってそう思いたい。だけど……怖いんだ」

　林りん冲ちゆうはうつむく。

「私にとって、小倩は人生の全すべてだ。小倩が幸せになってくれないのなら、生きている意味もないし、死んでも死にきれない。だというのに、いまだに天命を覆す方法は──」

「時間だぜ」

「え？」

　きょとんとした顔で見つめてくる林冲に、燕えん青せいは空を指差した。遠くから時刻を報しらせる鐘かねの音が聞こえてくる。

「俺おれ達たちが満まん福ふく楼ろうを飛び出してから、一時間。いつもの小倩だったらそろそろ不安になって、泣きそうになってる頃だ。早く戻ってやろうよ」

「君というやつは……」

　クスッと林冲は笑った。

「本当に淡々としてるんだな。昔から変わらない」

「うるせーよ。これでも怖いものは怖いんだ。だけど、やることやるしかないだろ」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、燕青は歩き始めた。




　天命とは、人や国家の定めのことを表す。

　人の場合──死期のことだ。何歳さいの時に命を落とすのか、あらかじめ天によって定められた運命。天命の巫女はそれを読み取ることが出来る。

『一五歳の時に、命を落とすであろう』

　それが、天命の巫女によって、小倩に下された託宣。

　まさに今日、彼女は天命の歳としを迎えたのである。
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　鳥のさえずりで目を覚ました燕えん青せいは、寝ぼけ眼をこすりながら身を起こした。

　見慣れぬ部屋に、しばし状況を思い出せず、ぼんやりと周りを見回す。数秒経たってから、やっと思い出した。昨晩は帰りが遅くなったため、住んでいる所の門が閉まっていたから、仕方なく林りん冲ちゆうの家に泊めてもらったのだ。

　クタクタだったから、帰るなり寝台に倒れ込んだ。おかげであまり熟睡出来ていない。

「ふあ……」

　あくびをした、その時だった。

　風ふ呂ろ場ばのほうから悲鳴が聞こえてきた。小しよう倩せんの声だ。

　ギョッとした燕青は、慌てて寝台から飛び降りると、廊下に飛び出した。まだ小倩の声は聞こえる。バシャバシャと水の音もする。何かが、起きている。

（油断してた！）

　すでに状況は変わっており、天命の一五歳さいを迎えた小倩は、いつ命を落としてもおかしくない。それこそ病気が原因とは限らないのである。

（なのに、ぐっすり眠っててどーすんだよ！　俺おれの馬鹿！）

　廊下を駆けてゆき、脱衣所に入ると、風呂場に通じる戸をバンッと叩たたきつけるように開けた。

「小倩、大丈夫か！」

「え──きゃあああ!?」

　また悲鳴。だが様子がおかしい。

（……ん？）

　燕青は目をよく開いて、状況を確認した。

　湯船のど真ん中で、林冲と小倩は肌を寄せ合って、くっついている。当然、一糸纏まとわぬ姿。二人ともこちらに顔を向けたまま、ピキーンと硬直している。

「え、燕青くん、おはよ」

　小倩は苦笑いしつつ、手を振ってきた。

　変わった様子はない。どうも姉妹でじゃれあっていただけのようだ。

「貴様……」

　林冲は体を震ふるわせ始めた。熱気に当てられ、彼女の白い肌は、ほんのり桜色に染まっている。いつもは無骨な武人たる彼女も、こうして裸になれば一人の少女だ。

　思わず燕青は林冲の裸体に見とれてしまったが、次第に彼女の顔面が、桜色からカアアと赤色へ変化し始めたのに気が付いて、（やべ）と慌て始めた。さり気なく退散するしかない。

「よし、何事もなくてよかった！　それじゃあ俺はこれで──」

「ごまかすなああああ！」

　林冲の投げた風ふ呂ろ桶おけが、燕青の頭にぶつかり、パッカーンと小気味のいい音が風呂場の中に鳴り響ひびいた。
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　朝食を食べている間、林りん冲ちゆうはずっとしかめ面で、むすっと不機嫌そうに黙だまっていた。

「ごちそうさま」

　お粥かゆをかき込むようにして食べ終わった林冲は、さっさと自分の部屋へと戻っていった。

　食卓に小しよう倩せんと二人きりになった燕えん青せいは、さてどうしようかと困ってしまう。湯船の中に入っていたとはいえ、彼女が裸のところを見てしまったのだ。気まずいことこの上ない。

「気にしなくていいよ、怒ってないから。ちょっとびっくりしたけど」

　小倩が優しく声をかけてきた。

「姉様にくすぐられたくらいで悲鳴上げちゃった、私も悪かったし」

「普通、声音でわかるのに……まったく気が付かないなんて……どうかしてるな、俺おれ」

「もしかして疲れてる？　顔色良くないし、ご飯、全然食べれてないよ」

　確かにさっきから燕青の手は止まっている。蓮れん華げを持ったまま、ピクリともしない。それは朝のトラブルが原因ではない。もっと大事なことが、頭の中を占めているからだ。

　小倩は、この一年以内に、死ぬ。

　いつどんなタイミングで命を落とすのかわからない。今日かもしれない。

　その定めは、小倩自身も知っているはずだ。それなのに彼女は平気な顔をして、いつもと同じように朝を迎えて、燕青と林冲のために朝あさ粥がゆを作ってくれた。もしかしたら人生最後の朝になるかもしれないのに、怯おびえることもなく、普通に振る舞まっている。

　聞いてみたかった。どうして平常心を保っていられるのかと。だけど、その結果、「本当は怖い、死にたくない」と泣きつかれても、よい言葉をかけられる自信がなかった。

「──っ！」

　言葉を胸の奥に押し込めるのと同時に、ガッと勢いよくお粥かゆをかき込んだ。

「失礼します、燕えん隊長」

　コンコン、と食堂の扉を叩たたいてから、錦きん児じが入ってきた。普段は林りん家の使用人として働いているが、彼女もまた討とう仙せん隊たいの人間、林冲ちゆうの部下だ。燕青せいと林冲は、これから仮面の女のことで会議がある。その間は錦児が小しよう倩せんの護衛をすることになっている。

「頼たのむぜ。小倩のことをよく見守っててくれ」

　燕青の頼みに、錦児はしっかりと頷うなずいた。

　何が原因で小倩に死が訪れるのかわからない以上、一抹の不安はあったが、錦児が信しん頼らい出来る人間であることは知っている。彼女なら任せても大丈夫だと思うようにした。

「じゃあ、行ってくる」

　食堂を出ようとした時、ほんの少しだけ、小倩は眉まゆを曇くもらせた。だけど何とか笑みを浮かべて、手を振った。

「いってらっしゃい」

　その声は、どこか儚はかなげで、遠いものに聞こえた。

　不意に恐怖心が襲おそってきた。もう二度と小倩に会えなくなるのではないか、という思い。つい足が止まってしまう。

「なんだ、まだ支度していなかったのか」

　出かける準備を終えた林冲が、室内に入ってきた。それから錦児に向かって頷うなずいた。特に言葉は交わさずとも、上司と部下の関係なので、二人の意思の疎通はそれだけで充分だった。

「もう出ないと会議に間に合わなくなる。早くするんだ」

「……ああ」

　まだ小倩と話をしていたい気持ちを抑えて、無理やりに、燕青は廊下へと出た。




　　　　　　　　　　※　※　※




　軍営に着き、白びやつ虎こ堂どう内の会議室に入ると、すでに陳ちん希き真しんが待っていた。

「二人ともおはよう。よく眠れたかね」

　燕青達たちに気が付き、軽やかに手を振ってくる。

「昨日はどうも」

「礼には及ばない。私はただあの場に足を運んだだけだ」

　頭を下げる林りん冲ちゆうに対し、陳ちん希き真しんはかぶりを振った。本人は謙けん遜そんしているが、姿を見せただけで仮面の女は逃げた。存在そのものが最終兵器のような男だ。これ以上ないほど頼たよりになる。

　そこへまた一人、会議室の扉が開き、ヌッと大きな体の少女が入ってきた。

　第七隊山さん艮ごん隊たいの隊長、鄧とう元げん覚かくだ。

　年ねん齢れいは燕えん青せいと同い年。宗教的なボディペインティングを、女の子にしては大きな体の、あちこちに施している。その顔にも、赤い塗料が紋様となって塗りたくられている。その不思議な装いから、どこの出身かと尋ねたことはあるが、いまだ答えはもらっていない。

「鄧隊長、おはよう」

　林冲の挨あい拶さつを受けて、鄧元覚はボソリと「……おはよう」と呟つぶやき、椅い子すに座った。長方形のテーブルの、一番末席のほうだ。彼女はいつも目立たないように振る舞まっているが、体が大きいのであまり意味はない。黙だまっていても、どこにいても、存在感はある。

「おはようございます──ん、これだけですか？」

　続けて鋭い目の少年が入ってきて、中を見てから、首を傾かしげた。

　彼は陸りく謙けん。討とう仙せん隊たいの総隊長の副官であり、組織の参さん謀ぼう役やくでもある。燕青と年齢は同じだが、組織内での立ち位置はずっと上で、実質的にナンバー２として討仙隊の切り盛りをしている。

　そして、記き憶おくを失った燕青の世話を焼き、討仙隊に誘ってきた人物でもある。

　陸謙はテーブルの上に資料を置いてから、部屋の中を見渡して、眉まゆをひそめた。もう一度、扉のほうへと戻り、廊下に頭を出して外を見ていたが、すぐに燕青のほうへと顔を向けてきた。

「総隊長は？」

「まだだけど」

「何をやっているんだ、あの人は。この大事な時に」

　室内に向き直り、入り口のところで文句を呟つぶやいていた陸謙だが、廊下のほうからいきなりニュッと伸びてきた手でバシンッと背中を叩たたかれて、「わっ」と叫んだ。

「よう、どうした。何を辛気くせえ顔をしてんだ？」

　モジャモジャ髪がみと無ぶ精しよう髭ひげ、乱れた服装の男が、両りよう脇わきに妓ぎ女じよを二人抱えて、会議室内に入ってくる。見慣れた光景とはいえ、さすがに一同、顔を引きつらせずにはいられない。

「総隊長！　何ですか、その女達たちは！　この白びやつ虎こ堂どうに、そのような女どもを──！」

「かてえこと言うなよ、陸謙。どうせやるなら、もっと楽しく進めようぜ」

　このふざけた男が、討仙隊の総隊長、高こう俅きゆう。軍の最高責任者でもあるが、最近は兼務であったはずの討仙隊のほうが忙しい。

　そして、燕青はよく飲みに誘われている。妓楼に連れていかれたこともある。高俅の飲み方は豪快過ぎて、一緒に行く者達はいつも財布の心配をするほどだが、それら全員の面倒を見るほど、総隊長は気前がいい。

　仕事よりも、遊ぶほうが大好きだと揶や揄ゆされている、暗愚のリーダー。

　それが討とう仙せん隊たいのトップである高こう俅きゆうという男だ。

「お願いしますから！　そいつらを追い出してください！」

　再三にわたる陸りく謙けんの文句を受けて、高俅は「はいはい」としょうがなさそうに、左右の妓ぎ女じよに代わりばんこにキスをしてから、「帰んな」と部屋の外に追い出し、兵士達たちに引き渡した。

　扉が閉まり、ようやく室内は静かになった。

「よし、みんな揃そろっているようだから、始めっか」

　高俅は一同を見回してから、中央の席に座った。

「六人しかいないが」

　林りん冲ちゆうの言葉に、高俅は肩をすくめた。

「仕方ねえさ。他ほかの隊長は地方で活動中だ。都に残っているのは四人だけだ」

「せめて部下も出席させたかった」

「話がしづれえだろ。お前が仙シエン姑クーだってのは、余計な人間に知られるわけにはいかねえさ」

「う、む」

　林冲が黙だまり込んだところで、陸謙は席から立ち上がった。

「では状況の整理から始めます」

　長いテーブルの真ん中に、地図を広げる。帝都の全図だ。

「この半年間、燕えん隊長が仮面を着けた謎なぞの一団の襲しゆう撃げきを受け続けていることは、皆さんも承知の通りです。そして、昨晩、今回問題となっている『仮面の女』が現れました」

　該当の場所、満まん福ふく楼ろうのあたりを陸謙は指差した。

「仮面の女は、物体を爆ばく発はつさせるという人外の能力を使い、燕隊長、林隊長と交戦。最終的に場所を移動しながら戦い続けた末、陳ちん隊長の登場により逃げてしまいました。──また、満福楼に現れる前にも目もく撃げき証言はあります」

　地図の別の場所、都の外れを指差す。

「仮面の女は、先に貧民街に姿を現していました。ちょうど周辺を巡じゆん邏らしていた三人の兵士達が発見し、声をかけたのですが、二人爆殺された末に、逃げられたそうです。運良く生き延びた一人の兵士から、かろうじて話を聞けましたが、あまり実のある情報はありませんでした」

「奴やつは、ずっと貧民街に潜せん伏ぷくしていたのか？」

「一切判明しておりません、高大尉。これから調査する必要があります」

「それで？　あの女は一体何者なんだ」

「あくまでも僕の推測ですが──」

　と陸謙は都の地図をどかし、今度は中華全体の地図を広げた。都よりずっと西方に位置する山間部のところを、トントンと指で叩たたく。

　誰だれもが声を上げたくなるのを我慢した。陸謙の指がさす場所には見覚えがある。

「おそらく仮面の女は、最初の仙姑──魯ろ達たつです」

「魯ろ達たつ……だって!?」

　思わず燕えん青せいは声を上げた。他の者達たちもやや身を乗り出し、顔を強こわ張ばらせる。それだけ、「魯達」の名には重要な意味が込められている。

　魯達は、国が仙シエン姑クー討伐に力を入れ始めるきっかけになった、最初の仙姑だ。厳密には、一番初めに軍関係者から仙姑と認められたのは林りん冲ちゆうであるが、何も知らないその他大勢の人々にとっては、魯達こそが「最初の仙姑」なのである。

　討とう仙せん隊たいの人間はおろか、この国中の人間が、彼女の名を胸に刻みつけられている。どれだけ時が経たとうと、絶対に忘れることはないだろう。

　なにせ、ひとつの都市を跡形もなく消し飛ばすという、史上最悪の災厄をもたらしたのだ。




　　　　　　　　　　※　※　※




　帝国全土に、一〇八つの星が落ちた時のことだ。

　天が起こす現象は複雑極まりなく、その吉凶を素人しろうとの人間が判断するのは難しい。天文官達たちも「一〇八の星が落ちる」という事態は初めて見るものであり、判断の下しようがなかった。

　そこで皇帝は、天命の巫女みこに判断を仰いだ。

　天命の巫女は、一五〇年前にこの宋そう帝てい国こくが興おこって以来、歴代皇帝を陰から支えてきた宮廷道士であり、噂うわさではずっと同じ人間が就いている──すなわち不老長寿であるとも言われている。

　彼女には天によって定められた「天命」を読み取る力があり、国が滅亡の危機に瀕ひんするところを、何度も未然に防いできた。街角にいくらでもいる占い師とは一線を画す。ゆえに、民衆からの信しん頼らいも厚い。

　その天命の巫女みこが、一〇八の星が落ちた意味について、その霊れい力りよくをもって読み解いた。

　古代、殷いん王朝の時代にも、同様に天より一〇八の魔ま星せいが落ちてきたと文献に残っている。その後殷が滅んだ。すなわちこの異変は、国家滅亡の前触れだ──と天命の巫女は語った。

　いままでは、天命の巫女の言葉通りに対処することで、確実に危難を乗り越えてきた。対策について彼女が語らないことに不安を抱きつつも、皇帝はなお、何かしら切り抜ける方法があるのではないか、と信じていた。

　ところが、今回は様子が違った。

『一体何が、この国を滅ぼすというのだ？』

『魔星を身に宿した少女達──一〇八人の、仙姑だ』

『シェンクー……？　それは何だ？』

『古代語で女仙人を意味しておる。かつて殷の時代に落ちた一〇八の魔星は、同じ数の一〇代の処女達に宿った。そして彼女らはかの有名な仙人、太たい公こう望ぼうに率いられて、殷王朝を滅ぼした』

『なぜ、その娘達は、殷を滅ぼしたのだ』

『理由などない。彼女らは、星の呪のろいを受けて、死と破は壊かいの化身となったのだ。ただ目に映る全すべてのものを壊こわさずにはいられなかった。みな人じん智ちを超えた力を持っており、戦場では一いつ騎き当千の活かつ躍やくぶりであった。ゆえに、殷の将兵らは恐怖とともに、彼女らを仙シエン姑クーと呼んだそうだ』

『すると、我が国内に落ちた星もまた──』

『おそらく魔ま星せいは、この国のどこかにいる、一〇八人の少女達たちに宿ったはずだ』

『その娘達は、全員倒さなければならないのか？』

『一人で一国を落とせると言われた仙姑だ。全滅させない限り、我らに未来はない』

　宮中は大おお騒さわぎになった。天命の巫女みこが告げたことであれば、確実である。

　これまでは、天命の巫女の指示通りに動くことで国の危機を救ってきた。しかし今回は別だった。古代のことについて記した書物を読んでも、「一騎当千の力を有していた」ということ以上に、具体的に仙姑がどれだけ強かったのかわからない。対策の打ちようがなかった。

　そうこうしているうちに年は変わり──ついに最初の凶事が起こってしまった。




　延えん安あん府ふの変。

　それは、最初に発生した星せい禍か──仙姑による大災害だ。

　当時、地方軍の部隊長を務めていた魯ろ達たつという女が、突然暴走した。彼女は魔星を身に宿していた。その結果、延安府の中心部にあった府城は、たった半日で地図から消えた。

　大きな町だった。五万人近い人々が住んでいた。

　だが、一人残らず消し炭と化した。

　最初から府城の外にいたため、なんとか生き残ることが出来た人間が後で語ったところ、町全体を包み込むようにして、視認可能な結界が張られていたそうだ。

　直後、結界内部で大だい爆ばく発はつが起きた。中にいた全すべての物を、一いつ瞬しゆんで吹き飛ばすほどの。

　建物も吹き飛び、池は干上がり、町を囲む城じよう壁へきも完全に崩れ落ちた。瓦が礫れきだけが残る廃はい墟きよとなってしまったのだ。

　その後、魯達の姿を見た者は誰だれもいない。いまだ生き延びているとも、延安府ふ城じようの崩ほう壊かいとともに死んだとも言われており、確かなことは何もわからなかった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　陸りく謙けんは、仮面の女の正体は、その最初の仙姑、魯達ではないか、というのだ。

「なぜ、君はそう思うのかね」

　陳ちん希き真しんが皆を代表して質問する。

「仮面の女は、触れた物を爆発させる能力を持っている。そうだな？」

　陸謙に尋ねられ、燕えん青せいは頷うなずいた。

　何度かその能力を見たことで、詳細について理解出来ていた。まず、その手で触れた物を爆弾化させる。それから禅ぜん杖じようを対象物へと向け、金輪を鳴らすことで、起爆させる。他ほかにも何か必要な手順はあるのかもしれないが、おおよそこんなところであろう。

「一方で魯ろ達たつは、延えん安あん府ふの変で、大爆発を起こして町全体を崩壊させた。その能力は、『爆発を引き起こすもの』と推測されます。また、逃亡中に出家して身を隠したとの情報も入っている。それに対して仮面の女も僧衣。どうです、陳ちん隊長？　色々と結びつきませんか？」

「なるほど。で、ずっと雲隠れしていた奴やつは、いまになって都を襲おそってきたというわけか」

「いまになって、というのは少々正確ではないかもしれません」

「正確ではない、とは？」

「この半年間、燕えん隊長は仮面の集団に襲われ続けてきました。そこで現れた仮面の女。これまでの敵とは違い、不思議な能力を駆使して、林りん冲ちゆうとも互角に渡り合える彼女は、明らかに並の存在ではありません。おそらくはこれまでの仮面の集団の中でも、上位に位置する者。幹部、あるいは頭領かと推測出来ます」

「つまり──仮面の女は、これまで陰から刺客を送り続けていたが、成果を挙げられなかったため、自ら出陣してきたということか？　奴の狙ねらいもまた燕青せいなのか？　だが、なぜ」

「その理由は、本当なら、燕隊長がよくわかっているはずですが」

　陸りく謙けんの言葉を受け、全員の目線が、一斉に燕青へと集まる。

「思い出せないか。何があったか」

　ここへ来て自分が注目され始めたことに、居心地の悪さを感じて、燕青は唇を尖とがらせた。

「どうして俺おれに聞くんだよ」

「当然だろ。仮面の集団の狙ねらいは、君だ。さらに、仮面の女が仙シエン姑クーだと仮定するなら、君が最後の仙姑と出会っているかもしれないということは、大きな鍵かぎとなってくる」

　最後の仙姑──と呼ばれているが、まだ全すべての仙姑の存在が確認されているわけではないから、魯達が「最初の仙姑」と言われているのとは意味合いが違う。魯達は、実際に姿を目もく撃げきされた仙姑であるが、「最後の仙姑」はあくまでも「一〇八番目に落ちてきた星」に由来している。その最後の星を宿したのであろう少女は、いまだ誰だれもその姿を見ていない。

　なぜか一〇八の星のうち、最後のひとつだけは、他の一〇七つの星が落ちた後、三日も経たってから落ちてきたのだ。各地で落ちた星の情報を集約する中で、ひとつだけ日にちがずれて落ちたのだと判明して、初めて、その最後の星は異様な存在感を伴い始めた。

　特別な、一〇八番目の星。それを宿した仙姑がどこかにいる。

　そして重要なのは──一〇八番目の星が落ちた直後、その現場の近くに、なぜか燕青が気を失って倒れていた、ということだ。

　ところが──

「……悪い。何も思い出せない」

　燕えん青せいは一〇八番目の星が落ちたのと時を同じくして、記き憶おくを失っていた。一時的なショックで忘れてしまったのだろう、と医者は診断したが、一年経たっても戻る様子はない。だから、一〇八番目の星が落ちた現場で何があったのか、燕青にはわからない。

「討とう仙せん隊たいの中でも、ただ君だけが、一〇八番目の仙シエン姑クーに会っているはずだ。きっと仮面の集団が襲おそってくる理由も、そこにあると思ったのだが……」

　残念そうに陸りく謙けんはかぶりを振った。

「ま、仕方ねえな。わからんもんを無理に調べようとしてもしょうがない。それより、今後どうするかを決めたほうがいい」

　総隊長の高こう俅きゆうのひと言で、燕青の記憶に関する話は終了となり、議題は仮面の女の話へと戻った。

「帝都内を、いくつか場所を絞って捜索します。昨晩仮面の女が出現した貧民街はもちろん、隠れられる地点はいくつもあります。それらを徹てつ底てい的てきに洗い出します」

「探す順序は決めているのか、陸謙」

「まずは貧民街を隊長達たちで一斉に探索します。あの辺りが一番潜せん伏ぷくしやすい場所でしょう。それから、各所を探ります。ただし、内城や宮城といった中心部を探索する際は、燕隊長と林りん隊長には外れてもらうつもりです」

「は!?　ちょっと待てよ、それってどういうことだよ！」

　燕青は声を荒らげた。他意を感じたからだ。

「わからないか、燕青？　仮面の女が魯ろ達たつだとすれば、相手は延えん安あん府ふの府城をたった一人で壊かい滅めつさせた仙姑だ。人口一〇〇万人のこの帝都と比べれば小さな地方都市とはいえ、それでも五万人も死んでいるんだ。もしも皇帝陛下の居城近くで戦せん闘とうが起こり、その結果、延安府の時と同じ流れになったら、どうなる？　その可能性だけは、絶対に避さけなければならない」

　口調こそ穏やかだが、内容的には「お前らは迷惑だ」と言っているようなものだ。腹を立てた燕青は文句を言おうと口を開きかけたが、先に、林りん冲ちゆうがドスの利いた声を放った。

「つまり──貴様が言いたいのは、そんな危険な仙姑に狙ねらわれている燕青を、出来るだけ都の中心から追い払いたいと。そういうことなのか」

「察しが良くて助かるよ、林冲。まさしくその通りだ」

「では、なぜ私まで外そうとする」

「危険なのは仮面の女だけではない。君だって同様だ」

「私が暴走する、と考えているのか……!?」

「可能性はあるだろう。君だって仙姑だ。何が原因で、延安府のようなことが起きるかわからない。もしも暴走が起きて、都が壊滅状態になったら、どうやって責任を取る？」

　林冲は黙だまってしまう。言い返そうにも、陸謙の言葉はもっともなので、何も言葉が浮かんでこないのだ。

　仙シエン姑クーでありながら、討とう仙せん隊たいに所属しているという矛盾。

　一年前、すでに仙姑であると判明していた林りん冲ちゆうは、延えん安あん府ふの変が起きたことにより一度は捕ほ縛ばくされた。天命の巫女みこは「林冲を殺すべし」と主張したが、高こう俅きゆうが「監視も兼ねてあえて討仙隊へと配備する」と言い出したことで、なんとか処刑を免れたのだ。

　このことを知っているのは討仙隊でも隊長クラス以上であり、あとは皇帝と天命の巫女、そして小しよう倩せんだけだ。もしも軍の他ほかの人間や、民衆に正体が知られてしまったら、たちまち混乱が起きてしまう。

　彼女が討伐対象でありながら、なお軍にいられるのは、自らもまた討仙隊を志願してきたという国家への忠誠心を買われていることと、その後、仙姑討伐に成果を挙げていることがある。それに、仙姑研究の向上にも一役買っている。

　悪い言い方をするならば、林冲は破壊兵器のような扱いを受けている。仙姑との戦いに有用だから軍に留とどまらせてもらっているが、一方で危険視もされている。

「でも、宝パオ貝ペイも使わずに真っ向から仙姑に立ち向かえるのは、同じ仙姑だけだ」

　燕えん青せいが口を挟んだ。

「そうだな。毒をもって毒を制す、という点では非常に役に立ってもらっている」

「毒、だと」

　さすがにいまの発言は聞き捨てならなかったか、林冲は、陸りく謙けんに摑つかみかからんばかりに一歩前へと出た。

「よーし、そこまでだぞ」

　陳ちん希き真しんが立ち塞ふさがり、止めに入ってきた。林冲はまだ怒りが収まっていない様子だったが、この中で一番の年長者である陳希真の顔を立てて、後ろへ下がった。

　ふう、と陳希真はため息をつき、陸謙へと目を向けた。

「お前の心配も、もっともだがな。仮面の女はかなりの手て練だれだ。一人でも多く作戦に加わるに越したことはない。どうだ？　中心部の調査にも、燕隊長と林隊長を加えてくれないか？」

「しかし──」

「討仙隊結成以来、この一年間で倒すことが出来た仙姑は、たったの七人。うち二人は林冲の手柄だ。まだ百名も仙姑が残っている。この国が仙姑によって滅ぼされると宣告されたのは、あと一年──隊長格を二人も前線から外すだけの余裕が、いまの我々にあると思うか？」

　陸謙は黙だまり込んだ。陳希真の言う通り、仙姑討伐は思うように進んでいない。ここに集まったメンバーは全員、何回か仙姑との戦せん闘とうを経験しているが、その中で成果を挙げた隊長は二人、陳希真と林冲だけだ。

　数だけで見るならば、陳希真は三人の仙姑を倒すという、討仙隊で一番の成績を収めているが、倒した相手の質で見るなら、林冲も負けてはいない。西方の華か州しゆうで武名を響ひびかせていた「九く紋もん竜りゆう」の史し進しん、武家の名門楊よう一族の娘「青せい面めん獣じゆう」の楊よう志し、どちらも仙姑になる以前から有名な剛の者で、並の武将では太刀たち打うち出来ない強さを誇っていた。それが仙シエン姑クーになってますます手がつけられなかったのを、林りん冲ちゆうは激戦の末に制したのである。

「林冲だけではない。史し進しんと楊よう志しの討伐の時には、燕えん青せいの補佐があった。功績は林冲に譲ゆずられているが、実質的には二人ひと組で挙げた成果だ。それゆえに、燕青もまた前線から欠かすことが出来ない人間だということがわかるだろう。どうだ、もう一度考え直してくれないか」

　そう言われてもなお、陸りく謙けんは腕組みして首を捻ひねり、難色を示していた。だが、陳ちん希き真しんが頭を下げてきたことで、態度を軟化させた。

「万が一の時は、私が何とかする。だから、頼たのむ」

　討とう仙せん隊たい一の実力者にここまでされては、我を通し続けることは出来ない。

「……わかりました」

　渋々、了承した。

「ここらで会議は終わりにしようか。そろそろ動いたほうがいい」

　高こう俅きゆうの発言と同時に、外から鐘かねの音が聞こえてきた。

　窓の外には、高い塔が見える。水すい運うん儀ぎ象しよう台だいと呼ばれる時計台だ。天命思想が流行し始めてから設置された施設で、天文観測所として使われるとともに、正確な時を刻み、都の中心部の人々に時刻を教えてくれている。

　あの上にいた皇帝と天文官が、一年前、星々の落下を観測したことが全すべての始まりだった。

「仙姑については未知のことが多い。くれぐれも油断するな。──そして、これまで同様に、基本的には生け捕りにする、ということを忘れるな」

　高俅は、いま仙姑を殺すのは時期尚早だと考えている。どの文献を調べても詳細がまるでわからない存在ゆえ、調べるべきことはたくさんある。今後の仙姑討伐を有利に進めるためにも、生きた仙姑の肉体を実験台として、研究を重ねることが大事だった。天命の巫女みこは「早期に禍根を断つべし」と常に言っており、皇帝もまた「発見即抹殺」を望んでいるが、軍事に関することは全て高俅に一任しているので、いまのところは彼の方針に合わせているようだ。

「ただし、もしも仮面の女が最初の仙姑、魯ろ達たつであるというのなら、これまでの仙姑とは勝手が変わってくる。生きて捕まえることが一番だが、最悪の場合、殺しても構わない。何よりも陛下の居城に害が及ばぬよう、注意して戦ってくれ。俺おれから言えるのは、以上だ」

　その後、貧民街現地での集合時刻について決めてから、会議は終了となった。

　燕青と林冲は会議室を出た後、まずは軍営内にある研究所へと向かった。敵は一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だ。装備の点検が必要だった。




　　　　　　　　　　※　※　※




「ただいま」

　ノックも無しに燕えん青せいは部屋に入った。

　軍営の西端にある研究所の、最上階にある研究室。この一年間、燕青が住すみ処かとしている場所だ。記き憶おくを失う前、自分がどこに住んでいたのか憶おぼえていないし、他ほかの誰だれもわからない。そのため、いまはこの部屋に、研究所の主の厚意で住まわせてもらっている。

「……お邪じや魔まします」

　続けて、何かを警戒するような眼まな差ざしで、林りん冲ちゆうが部屋の中へと入ってきた。

　香辛料の刺激的な香りが室内に漂っている。テーブルの上には麻マー婆ボー豆どう腐ふ。さっきまで部屋の主はここにいたのだろう。だけどいまは影かげも形も見えない。丁寧に整理整せい頓とんされた、塵ちりひとつ落ちていない清潔な部屋には、人が隠れられるようなスペースはない。

「まさか、また、姿を消して……」

「待ってたら向こうから現れてくるよ」

「冗談じゃない！　それだったら、私は外で待ってる！」

「やめとけよ。今日は一段と冷えるぜ」

　燕青は窓際に寄り、外を覗のぞいてみた。軍営の練兵場が見える。いくつかの部隊に分かれて訓練を行っている。晴れているとはいえ、冬の空気の中だ、見ているだけで寒さを感じる。

　コンコン、と窓を拳げん骨こつで叩たたいた。透明で丈夫な板が、窓枠にはめ込まれている。風は完全に吹き込まない上に、外部からの音を遮断しつつ、窓を開けることなく外を見ることが出来る。

「前から気になっていたが、その窓、何とも言えず不思議だな」

　林冲はやや落ち着きを取り戻した声で、燕青に話しかけてきた。

「ガラス窓、っていうんだって」

「ガラス……？」

「外国の言葉。うちの国だと、玻は璃りってやつ。古い時代から製造技術自体はあるらしいけど、不純物が多くって、ここまで透明な物を作るのは不可能なんだって」

「それを、実現した……というのか」

　しきりと感心していた林冲だが、不意に、「ん？」と眉まゆをひそめた。

「どうした？」

「いや……何か、背中に……柔らかいものが……むにゅっと当てられたような……」

「何もないぜ。気のせいじゃないの」

「そんなはずは……確かに」

　と振り返った途端、林冲は目を見開き、急に悲鳴を上げ始めた。

「ひ!?　うぉあああ！」

　何かを力尽くで引き剝はがすかのように両腕を伸ばした後、林冲はその場から離はなれて、燕青の後ろ側に回り込んだ。

「どうした!?　何があった！」

「せ……せ……せ……」

「せ？」

「接せつ吻ぷんされた！」

「はあ!?」

　何を言い出すのかと燕えん青せいが驚おどろいていると、他ほかに誰だれもいないはずなのに、第三者の女性の声が突然聞こえてきた。

「やあねえ、軽くほっぺたにしただけじゃない」

　ブゥンと振動音が聞こえ、何も無かったはずの空間に、白衣を着た金きん髪ぱつの女性が現れた。目鼻立ちは彫りが深く、瞳ひとみの色も青い。遙はるか西方の国にいる異人の顔立ちだ。頭には金きん霞か冠かんと呼ばれる宝パオ貝ペイを装着している。姿を透明にするという、不思議な効能を持つアイテムだ。

「ふざけるな！　こういうことされるから、ここへ来るのはいやなんだ！」

「もぉ、ちょっとした人と人との触れ合いなのに」

「どこがだ！　このど変態！」

「やあね。変態だなんて。私はただ可愛かわいい女の子が好きなだけよ」

「ひ……」

　ゾゾゾと怖おぞ気けが走った様子で、林りん冲ちゆうは自分の体を守るように両腕で胴を抱き締しめて、金髪白衣の女性からますます距きよ離りを離した。
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　相手は意に介さず、出来たての麻マー婆ボー豆どう腐ふを指して、今度は燕えん青せいに向かって微笑ほほえんだ。

「ご飯、早いけど、食べる？」

「うん」

　燕青は頷うなずいた。昼ご飯まで時間はあるが、朝飯が軽かったので、お腹なかは空いている。

　席に座って食べ始めたところで、遠のいている林りん冲ちゆうが、鋭く睨にらみつけてきた。

「まったく……すっかり餌え付づけされて……」

「あら、妬やいてるの？」

「違う！　私はただ──」

「しょうがないでしょ。ここは彼の家なんだから。ご飯くらい作ってあげるわよ」

「──だからッ、私がヤキモチを焼いているという前提で、話を進めるなッ！」

　この研究所は、正式には「公こう輸しゆ院いん」という名がある。様々な兵器の開発が行われている施設だ。もっとも、憶おぼえにくいので、みんな単に「研究所」と呼んでいる。

　金きん髪ぱつ白衣の女は、ここの責任者の、王おう倫りん。諸外国との交易に伴い、遙はるか西の遠方に位置する島国からやって来た、異国の技術者だ。本名は別にあるが、この宋そう国こくに来てからは当て字で振られた「王倫」の名で呼ばれており、本人もずっとその名を使っている。

「どう？　西さい域いきから取り寄せた香辛料を使ってみたの。おいしい？」

　一心不乱に麻婆豆腐を食べる燕青を、向かいの席に座った王倫は、ほくほく顔で観察する。

　燕青は頷いた。これまで味わったことのない風味だ、最初こそ戸惑ったが、慣れてくると癖くせになってきた。何事も研究熱心な王倫は、料理の腕も確かだ。たまに組み合わせてはいけない食材を混ぜてしまい、食えたものじゃない物を出してくることもあるが、基本的には美味おいしい。

「まあまあかな」

　手放しで絶賛するのもいやだったので、わざと気のない返事をした。が、王倫は全すべて読んでいるようで、嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。

「それは良かったわ。まだお鍋なべに残ってるから、どんどん食べて」

「まるで母親と息子だな」

　横から林冲が口を挟んできた。特に「母親」の部分に力が籠こもっていた。王倫は敏感に反応し、キッと睨みつけた。

「せめて姉と弟、って言ってちょうだい。私、まだ二四歳さいよ」

「年ねん齢れい差さの問題ではない。精神的な関係性の問題だ」

「あーら、それって私達たちの内面を本当に理解して言ってるの？　単なる思い込みや希望での発言だったら、撤てつ回かいしたほうがいいわよ。恥をかく前に」

「この際心の中なんて関係ない。傍はたから見て、どういう関係か──」

「語るに落ちてるわよ。精神的な関係性、と言っておきながら、今度は観察の話？　しかも傍から見て、っていうのは、それは単なるあなたの主観でしょ。全く客観性はないわ」

「軍の者達たちも、同じようなことを──」

「何十万といるような禁軍の中の、一体どれだけの数を、例として持ち出しているのかしら。せいぜいあなたの周りの数名、ってところじゃないの？」

　林りん冲ちゆうは言葉に詰まった。一切反論出来ない。

　麻マー婆ボー豆どう腐ふを食べ終わった燕えん青せいは、口元を布ふ巾きんで拭いながら、呆あきれたように首を横に振った。

「やめとけよ。お前がその人に舌戦を挑むのは無む謀ぼうだって」

「な、何を！　私はまだ負けてはいないぞ！」

「大体、王おう倫りんのどーでもいい揚げ足取りに付き合った時点でお前の負けだよ。結局は主観の問題だろ？　『私には母と子の関係に見える。以上』って言い切れば済んだ話なのに」

　あ──と林冲はようやく、いつの間にか論破しようと躍やつ起きになっていたことに気が付いたようで、間の抜けた声を上げた。

「この一年間、一緒に暮らしてて、口論で勝てたためしがない。ほんと腹立つよ」

　記き憶おくを失った燕青は、自分の家のことまで忘れてしまっていた。住すみ処かのことはなぜか誰だれにも明かしていなかったようで、軍の人間に聞いても誰も答えられなかった。

　だから、「記憶喪失を回復させる手段を探るついでに」と、王倫は研究所の一室を、燕青用に貸してくれたのである。

　……で、気が付けば、いつしか朝晩の食事まで王倫が世話してくれるようになっていた。

　あながち林冲の「親子みたい」という言葉は、間違いではない。

「ところで、何しに戻ってきたの？　まさかお昼ご飯を食べに来ただけじゃないでしょ」

「仮面の女を探しに行く。その前に宝パオ貝ペイの点検をしに来たんだ」

「あら、先に連絡くれればよかったのに。実験場空いてるかしら」

「所長の力で何とかしろよ」

「この施設だって、高こう俅きゆうの管かん轄かつ下かにあるのよ。彼がどういう地位の人か、わかってるでしょ」

「……殿でん帥すい府ふ太尉」

「そう。禁軍の最高責任者」

　禁軍とは、この国における正規軍のことだ。討とう仙せん隊たい総隊長の高俅は、その禁軍を束ねる長官の務めも担っている。

「もしも高俅が施設を使ってたら、誰も使えなくなる。でも、あらかじめ予定を組んでいれば多少の融ゆう通ずうは利くわ。今度からはちゃんと先に連絡ちょうだい」

「わかった。で、もう移動してもいい？」

「せっかちね。まだ麻婆豆腐残ってるのに」

「そういうことなら早く行って、場所を押さえたほうがいいだろ」

　燕青は席から立ち、荷物を持った。貧民街への集合時刻は正午なので、あまり悠長にしている時間も無い。

「了解。じゃあ、行きましょう」




　実験場は、建物の裏手にある。

　手前に広場があり、奥には石で出来た柱状の障害物が林立している、兵器の試験を行うための広大な空間だ。

　すでに先客がいた。陸りく謙けんと、鄧とう元げん覚かくだ。

「君達たちも来たのか」

　陸謙は燕えん青せいに話しかけてきた。広場には鄧元覚が立っている。先に彼女のほうからテストを行うのだろう。

「陸謙達も宝パオ貝ペイの確認に？」

「ああ。いまは順番待ちだ。まあ、待っててくれ」

　話している間に、鄧元覚は両手を前に突き出すと、左右の手甲をカチッとこすり合わせるようにぶつけた。

　途端に、煙が、発生した。重たい灰色の煙は、やがて広場全体に広がり、煙幕となる。

「あいつの宝パオ貝ペイは何だっけ？　千里──」

「万ばん里り起き雲うん煙えん。手に嵌はめてるのがそうね。左右に装着した手甲をぶつけると、ああやって煙幕を張ることが出来る。等級は丙。地味だけど、彼女らしい、面白い宝パオ貝ペイよ」

　王おう倫りんは燕青の横に立ち、解説しながら、無邪気に目を輝かがやかせてウンウンと頷うなずいている。宝パオ貝ペイが作動しているところを見るのが何よりも大好きだと、以前語っていた。

「あんなことが出来るなんて、ほんと不思議よね。現代の技術でもイチから作り上げるのは不可能な物を、どうやって古代の人は作ることが出来たのかしら」

「宝パオ貝ペイのこと？」

「ええ。文献を調べる限りでは、おそらく最も使用されていたのは殷いん王朝──まさに仙シエン姑クーが暴れていた頃ころだと思うんだけど、そんな古い時代の物が、二千年以上も湖や土の中に眠っていて、いまだに使えるなんて、とても信じられないわ」

「でも、王倫は、修復とか改造とか出来るじゃんか」

「私がいじれるのはせいぜい外側の部分だけよ。根っこのところ、宝パオ貝ペイを宝パオ貝ペイたらしめている機巧については、いまだ闇やみ……どんなに頑張っても、その仕組みはわからないの」

「まーな……使える人間は『適性者だけ』って限定されてるし、一人ひとつしか持てない。頭の中で想像しただけで自在に動かせるっていうのも、不思議な機能だしな」

　宝パオ貝ペイとは、言うなれば、古代兵器の総称だ。

　いつ誰だれの手によって作られた物なのか、真実はいまだ解き明かされていない。ただ、その存在は昔から示唆されており、仙姑騒そう動どうが起きる一年前には、ついに最初の宝パオ貝ペイが、南方の太たい湖こから発見された。

　初めこそ誰だれも扱い方がわからなかったが、研究を重ねていくうちに、その特性が明らかになっていった。

　それは、宝パオ貝ペイが人間の生命力をエネルギー源とするということと、使える人間は限られているということ。そして、一度宝パオ貝ペイを使えば、使用者と宝パオ貝ペイは関連づけられて、他ほかの者ではその宝パオ貝ペイは使えなくなるし、使用者は持ち主のいない宝パオ貝ペイでも新たに他の宝パオ貝ペイを使うことは出来なくなる、ということである。

　討とう仙せん隊たいは、そんな宝パオ貝ペイの「適性者」のみで構成されている。

　星の力を宿した仙シエン姑クー。人じん智ちを超えた存在に対抗出来るのは、また、人智を超えた道具を扱える者のみだ。

「……私はもういい。どうぞ」

　煙の中から、鄧とう元げん覚かくが戻ってきた。

　じゃあ──と陸りく謙けんは一歩だけ前に進み、自分の宝パオ貝ペイを取り出した。それは燕えん青せいと同じ、武器型の宝パオ貝ペイ。「太たい陽よう刀とう」と呼ばれるものだ。大上段に構えた太陽刀の刃の先に、蹴け鞠まり大の火球がゴウッと生まれ、見る見るうちに膨ふくらんでいく。

　燕青は顔の前に腕をかざした。炎の輝かがやきは眩まぶしく、熱も伝わってくる。だが、陸謙は平気な様子でいる。どうやら宝パオ貝ペイを持っている本人は自滅しないよう、何かしらの不思議な力が働いているようだ。

　やがて火球は、陸謙の体以上の大きさに肥大した。

「──発ハツ！」

　陸謙は踏ふみ込み、掛け声とともに、太陽刀を振り下ろした。

　放たれた直径一〇メートルほどの巨大な火球は、まっすぐに滑空していき、鄧元覚の作り出した煙を払いながら飛んでいく。奥の石柱にぶつかり、轟ごう音おんとともに炎は爆ばく散さんした。

「性格に似合わず、派手な宝パオ貝ペイだ」

　林りん冲ちゆうの呟つぶやきに、燕青も同意して、コクンと頷うなずいた。

　常に沈着冷静な陸謙の武器にしては、わかりやすい効能の宝パオ貝ペイだ。刃から、火球を撃うち出す機能を持っている。それ以外にサブ機能として光を放つことも出来る。

　本来、燕青の持っている「太たい陰いん剣けん」とは対になっている宝パオ貝ペイとのことだ。太陽刀が文字通り太陽の象徴であるなら、太陰剣は太陰──すなわち「月」の象徴。日月一対の宝パオ貝ペイは、武器としても「斬きる」ことに特化した太陽刀に対し、「突き刺す」ことに特化した太陰剣と、それぞれ違いがある。

　なぜそんな風にセットになっている宝パオ貝ペイを、二人で分けて持っているのかというと、燕青はすっかり記き憶おくを失っているが、ちゃんと理由があるらしい。

「太陰剣の使い方は、だいぶ思い出せたか？」

　陸謙に問われて、燕青はかぶりを振った。

「思い出す、と言うよりも、慣れてきたって感じだ。以前の自分がどんな風に扱ってたのかなんて、全くわからない」

「たしかに軍に戻ってきてからしばらくの間は、ひどいもんだったからな」

　クククと陸りく謙けんは笑う。

　記き憶おくを失う前、燕えん青せいは彼と親交があったらしい。だから、仙シエン姑クー出現の一年前に宝パオ貝ペイが発見された後、適性者であることが判明した燕青と陸謙は、自分達たちの宝パオ貝ペイを選ぶ際に、日月一対の宝パオ貝ペイをそれぞれ手に取ったとのことだ。

　だけど、そんな話も、全部陸謙や林りん冲ちゆうから聞かされて、やっと理解出来たものであり、いまだ燕青はピンと来ていない。まるで他人の話を聞いているかのようだ。

　全すべてのことが、初めて目にしたり、耳にしたりしているようなものだった。何もわからない状態で太たい陰いん剣けんを久々に使った時、素人しろうとのような失敗を犯し、周りから笑われた。

　太陰剣の効能は、影かげに対して剣を突き刺し、掛け声をかけることで、自らの体を影と化すことが出来るというものだ。発動させるのに必要な影は、剣の太さ以上のサイズが無いと、効果は発揮出来ない。だけど、影に入ってしまえば、どんなに細い影でも、繫つながっている限りはその影に沿って高速移動することが可能となる。

　が、コツがいる。影と化した後は、コンマ数秒でも一箇所に留とどまっていると、すぐに実体へと戻ってしまう。間かん髪はつを容いれず移動を開始しないといけないのだが、最初のうちはタイミングを取るのが難しく、失敗ばかり重ねてしまった。

「まあ、見てろよ。かなり上達したから」

　燕青は石柱群がある障害物エリアへと足を運び、手て頃ごろな影を見つけて、太陰剣を突き刺した。

「曳エイッ！」

　掛け声とともに、全身が分解されるような不思議な感覚が走り、肉体は影と化す。すかさず燕青は移動を開始した。頭で考えている余裕はない。直前に見ていた影のルートを刹せつ那なのうちに思い出しながら、五感をフルに活動させ、最適な道を弾はじき出す。そうすることで、長く、正確に、影の上を高速移動することが可能となる。

　しかし移動にも限度はある。ひとつは、宝パオ貝ペイを使う際は生命力を削るため、長時間移動していると次第に苦しくなってきて、ついには耐えきれず、自然と実体に戻ってしまうということ。

　そしてもうひとつは──

「挑戦させてもらうぞ、燕青！」

　林冲が駆け出した。全身から青いオーラを放っている。それは生命力が体外に放出されたものであり、仙姑の特徴のひとつでもある。

　瞬またたく間に障害物エリアに辿り着いた林冲は、石柱のひとつの上に跳び乗り、自身の宝パオ貝ペイ、蛇だ矛ぼうを構えた。

「そこだッ！」

　狙ねらいを定め、蛇だ矛ぼうを突き出す。波打った形状の穂ほ先さきがギュンッと伸び、石柱の影かげに向かって飛んでいく。そこは、ちょうど燕えん青せいが通過しようとしている場所だった。進路を妨害するように蛇矛の穂先が影に刺さった直後、そのポイントに突っ込んでいった燕青の影は、衝しよう突とつと同時に実体へと戻り、バンッと空中に弾はじき飛ばされた。

「うあ!?」

　燕青は受け身を取る間もなく、ドスンと地面に背中から落ちてしまった。いきなり移動を邪じや魔まされて、わけがわからなくなっていた。

　ふふふ……と、一部始終を見守っていた王おう倫りんが笑った。

「まだまだ、蕩とう寇こう隊たいにいた頃ころと同じように──とはいかないわね」

　蕩寇隊とは、討とう仙せん隊たいの前身に当たる特殊部隊だ。盗賊や反乱者等、国に害をなす不穏分子の討伐のため結成された部隊とのことで、燕青と陸りく謙けんはもともとそこに所属していたらしい。その頃の燕青は、太たい陰いん剣けんを自在に使いこなし、かなりの活かつ躍やくをしていたとのことだ。

「記き憶おくを失う前のあなたなら、途中で妨害を受けても、すぐに体勢を立て直していたわ。だいぶ勘が鈍っているようね」

「……いまは実戦と違うから」

　負け惜しみを言う燕青に対し、フンと林りん冲ちゆうは鼻を鳴らした。

「情けない。前はそんな言い訳はしなかったぞ。むしろ勝てるようになるまで、私に何度も挑戦してきたではないか。覇は気きまで無くしたか」

「じゃあ、今度はガチでやり合おうぜ」

　高い場所にいる林冲を睨にらみつけ、ふてくされた表情で燕青は声をかける。

「何を言う。もうすぐ作戦開始だ。こんなところで無駄に仙気を使うな」

　仙気、とは宝パオ貝ペイを使用するのに必要な、体内に宿る生命力のことだ。一度枯渇しても、しばらく宝パオ貝ペイを使わなければ自然と回復するが、完全に戻るには一時間くらいかかってしまう。

「わかってるよ。今日はこんぐらいにしておく」

　悔しさを隠すことなく、ガリガリと苛いら立だたしげに髪かみの毛を搔かきながら、燕青は石柱群の外へと出た。林冲も続けて出てくる。

「ところで、それは王先生に渡さないのか？　いつまでも持っていても仕方がないだろう」

　帰ってきた燕青の胸に向かって、陸謙はいきなり指差した。

　円えん盤ばん状じようのアクセサリ。十二支の名が刻まれている、用途が一切わからないアイテム。ただ、ひとつだけハッキリしていることがある。

　それは──これもまた宝パオ貝ペイである、ということ。

「宝パオ貝ペイは一人ひとつしか使えない。そうですよね」

　陸謙に尋ねられ、王倫は頷うなずいた。

「宝パオ貝ペイと使用者は紐ひも付づけられる──その理屈通りなら、燕青くんが持っていても、使うことは出来ないわね」

　およそ半年ほど前、偶然にも、燕えん青せいの持っているアクセサリが宝パオ貝ペイであると判明した。肌身離はなさず大事に持っており、燕青自身理由はわからないながらも決して他人に触らせようとしない、その円えん盤ばんに、興味を持った王おう倫りんは、何とか強引に燕青から半日だけ借り受けた。

　そして仙気を通す試験を行ったところ、反応は陽性、すなわちこの円盤が宝パオ貝ペイであるということがわかったのである。

　ところが、誰だれも、なぜ燕青がそんな宝パオ貝ペイを持っているのか、事情を知らない。肝心の燕青が記き憶おくを失っているから、お手上げだった。なんという名前の宝パオ貝ペイなのか、どういった使い方をするのか、わかる者はいなかった。

　誰か適性者に渡して使わせてみる、という手もあったが、それは燕青が拒絶した。何も憶おぼえていない状態でありながら、なぜか、誰にも渡してはならないという使命感のようなものが、胸の奥に残っている。それは生存本能のように、ごく自然に湧わき上がってくる感覚だった。

「まったく……ちょっと指を触れるのも断るんだから、相当なものだな」

　と言いつつ、陸りく謙けんはわざと手を出してきた。不意を突かれた燕青は、危うく円盤に触られそうになり、慌てて後ろへ下がった。

　さて──と、王倫は四人の隊長の顔を一人一人見た。

「観察したところ、みんな問題ないわ。安心して宝パオ貝ペイを使ってちょうだい。ただし、仙気の酷使には注意すること。削っているのは生命力。限界を超えて使用すれば、命にかかわるわ」

　王倫の忠告を受け、一同は表情を引き締しめ、頷うなずいた。

　ここから先は実験や訓練とは違う。場合によっては仮面の女──最初の仙シエン姑クー、魯ろ達たつと思われる強敵と、一戦交えることだって予想される。何が起きるか見当もつかない。

「頼たのんだぞ、燕青。僕はまだ、さっき話した懸け念ねんが払ふつ拭しよくされたわけではない」

　横に立った陸謙が小声で話しかけてきた。

「最大の問題は、林りん冲ちゆうだ。我々はいつ爆ばく発はつするかわからない爆弾を抱えた状態で、仮面の女という新たな爆弾の相手をしなければならない。君のほうでも、くれぐれも、過ちが起きないように注意していてくれ」

「わかってる。だから、あんまり林冲を変な目で見るな」

　あの性格は苦手ではあるものの、林冲は自分の好きな人、小しよう倩せんの姉である。悪く言われるのは面白いものではない。

「何かあってからでは遅いからな」

　陸謙は肩をすくめると、鄧とう元げん覚かくと一緒に、燕青達たちを残して先に実験場から出て行った。

　微かすかな緊張を感じ、燕青は太たい陰いん剣けんを握る手にグッと力を込めた。




　運河と城じよう壁へきのそばの、ジメジメと湿気た区域に、貧民街はある。

　空気が淀よどんでおり、忙しそうに動き回っている人々はともかく、道端でかがんでいる者などは、生気を失った目をしている。あまり気持ちのいい場所ではない。

「生き残った兵士によれば、このあたりで仮面の女を見かけた、とのことだが……」

　周囲を見回した陸りく謙けんは、やがて残念そうにかぶりを振った。

「手がかりらしいものはないな」

「さっきから聞き込みをしても、全然答えてくれないけど、そんなに俺おれ達たち嫌われてるのか？」

　記き憶おくを失ってからは、燕えん青せいは実質的にはまだ一年しか帝都に暮らしていないようなものだ。貧民街に足を運んだことがないため、よく状況を理解していない。

「僕達、というより国に対してだな。色々あって落ちぶれた者がこの場所にやって来る。怨うらみつらみがあるのだろう」

　裏路地に入った。得体の知れない物を鍋なべでぐつぐつと煮込んでいる女がいる。髪かみはボサボサで、身なりも汚い。ちょっと鍋の中身を覗のぞいてみたが、食欲を無くしそうな物が浮かんでいるのが見えたので、すぐに燕青は目を逸そらした。

「そら、さっそく現れた」

　陸謙に囁ささやかれ、何事かと道の先を見ると、屈強な男達が一定の距きよ離りを保って立っているのが見えた。

「国の狗いぬどもが何をコソコソ嗅かぎ回っている」

　貫かん禄ろくのある髭ひげ面づらの男が、野太い声を放ってきた。他ほかの男達の様子から察するに、このあたりの顔役のようだ。

「僕らは調査に来た。協力してもらいたい」

「何の調査だ」

「それは答えられない。機密事項だ」

「どうせ仙シエン姑クーだろう。お前ら討とう仙せん隊たいの仕事なんてそれ以外に考えられない」

「ふむ。僕らを見て、よく討仙隊とわかったな」

「当たり前だ。特にお前ら二人の面ツラは忘れられるか。蕩とう寇こう隊たいの凶刃、太たい陽よう刀とうの陸謙に、太たい陰いん剣けんの燕青。あの時は世話になったからな」

　髭面の男が語る内容は、燕青にとっては、失われた記憶に関わることだ。（またか）と感じている。この一年間、軍務に就いている最中、何度か罵ば声せいを浴びてきた。それは、主に社会的に虐げられている人々からのものだ。

『僕らは国に不満を持つ者を討伐してきた。恨みを持っている連中は探せばいくらでも出てくる。だが、気にしていても仕方がない。守るべきは、もっと大勢の人々なのだから』

　かつて陸謙はそういって諭さとしてくれたが、燕青の胸にはしこりが残っている。

　記憶を失う前の自分は、一体どんなことをしてきたのだろうか。この国のマイノリティから憎しみの目を向けられる存在として、何を思い、どんな風に剣を振るってきたのだろうか……。

「この都が危ないかもしれないんだ」

　燕えん青せいは正直に話し始めた。誠意を尽くすこと、それが何よりも肝要だと感じたからだ。

「おそらく最初の仙シエン姑クー、魯ろ達たつだ。そいつが現れた。放っておけば、延えん安あん府ふと同じように、この帝都も消滅してしまうかもしれない。そうなる前に捕まえたい。頼たのむ」

「よせ、燕青！　余計なことを言うな！」

　陸りく謙けんは制止に入る。重要な情報をためらいもなく開示する燕青に対し、驚おどろきの表情を浮かべている。まさかここでペラペラ喋しやべり出すとは思っていなかったようだ。

　同様に、髭ひげ面づらの男も、目を丸くしている。

「驚いた……軍人ってのは、もっと居丈高に振る舞まうもんだと思っていたが……」

　そう言いつつも、左右の男達たちが険しい顔でかぶりを振っているのを見て、髭面の男はため息をついた。

「状況はわかったが、頼みは聞けないな。この町に住む者達は、たとえ殺されても、お前ら禁軍には協力しない。それが総意だ。出てってもらおうか」

「それが最後の答え、ということでいいのか」

　陸謙は凄すごんだが、髭面の男は動じていない。

「構わない。あとは好きにしろ。俺おれ達も好き勝手にやらせてもらう」

「後悔するなよ」

　やり取りを終え、燕青と陸謙は、一度貧民街から出た。

　近くの運河の岸に討とう仙せん隊たいが集結している。といっても、隊長ばかりで、隊員クラスは一人もいない。任務の性質上、大人数は向いていないからだ。

「どうだった？」

　林りん冲ちゆうに聞かれ、燕青は首を横に振った。

「すると、次の作戦に移るしかない、ということか」

　貧民街の方向を見つめながら、少々困った表情で、林冲は誰だれともなしに言った。誰もが想定はしていたが、出来れば避さけたい作戦だった。

　しばらく、全員黙だまっていた。これからの流れを、それぞれ頭の中で再確認している。

　運河の水音、行き交う船体の軋きしむ音、対岸の喧けん噪そう……穏やかな昼下がりの情景。その様相も、数分後には一変する。

「──行くぞ」

　陸謙の号令で、全員動き出した。

　会議に出ていたメンバーは、総隊長以外みんな揃そろっている。指揮を執るのは総隊長付きの副官である陸謙。切り込むのは四人の隊長。少数ながら、盤ばん石じやくの布陣だ。

　ガチン！　鄧とう元げん覚かくが両手の手甲をぶつける。宝パオ貝ペイ、万ばん里り起き雲うん煙えんが作動し、煙幕が広がり始め、あっという間に、貧民街の一角を包み込んだ。煙の中から、悲鳴と怒号が聞こえてくる。

　燕えん青せい達たちは飛び込んだ。視界の悪い煙の中を、記き憶おく上じようの地図を頼たよりに進んでいく。建物の扉を蹴け破やぶり、内部を検あらためる。邪じや魔まする者達は突き飛ばし、時には多少の傷を負わせ、無力化させる。

　ある家では、抵抗してきた男を投げ倒した直後、小さな女の子が涙目で睨にらんできた。ボロボロの玩具おもちやを抱えて、恨めしげに。燕青は目を逸そらし、急いでその家から出た。

　また手甲をぶつける音が聞こえた。鄧とう元げん覚かくが新しい煙幕を張り始めたのだ。さらに先へと燕青達は突入していく。

「うああああ！」

　絶叫に近い声を上げながら、屈強な中年男性が、剣を振りかぶって襲おそいかかってきた。迎え撃うとうと燕青は身構えた。が、煙の向こうからニュッと腕が出てきて、男の首根っこを摑つかんだ。

「ひ──」

　男は、恐怖で目を見開いた。

「……邪魔」

　煙の奥から鄧元覚が姿を現し、壁かべに男の頭を叩たたきつけた。木の板が砕け、男の上体は壁の中へとめり込む。その一いち撃げきで気を失ったか、男は力なくグッタリとしたまま、動かなくなった。

「燕青……急いで」

　鄧元覚の言葉を受け、燕青は頷うなずいた。時間をかければかけるほど、貧民街の住人達の抵抗は激しくなる。死人が出れば、事態がややこしくなる。早期に決着をつけなければいけない。

　貧民街の中を駆け巡る。だが、なかなか手がかりは見つからない。

　八軒目──無人の小屋に入ったが、やはり何もない。外へ出ようとしたが、ふと感じるものがあり、留とどまった。

（見覚えがある……）

　この一年間、貧民街を訪ねたことなどないのに、なぜか中の様子に懐なつかしさを感じる。しばらく調べているうちに、床板の材質が一部違っていることに気が付いた。

　その床の部分に剣を突き刺して、わかった。下は空洞だ。

　床板を引き剝はがすと階段が現れた。地下室に繫つながっている。仲間を呼ぶべきかと考えたが、もしも仮面の女が隠れているなら、この場を離はなれるわけにはいかない。

　慎重に下へとおりていく。さほど広くない部屋がひとつあるだけ。暗くら闇やみに目を慣らして、よく見てみれば、奥には机があり、その上に仮面が置いてある。

　仮面を手にとって、観察してみた。これまで襲しゆう撃げきしてきた仮面の者達や、昨日の仮面の女とも、まるで異なるデザイン。だが、奇妙な懐かしさを感じる。

　試しにかぶってみた。

（これは──!?）

　自分の顔の形に合わせたかのように、しっくりと馴な染じむサイズ。さらに、こうして仮面を着けていることに違和感はない。

　まるで以前からこの仮面をよく装着しているかのように。

「誰だれかいるのか」

　階段の上から、林りん冲ちゆうの声が聞こえた。答えなければ攻こう撃げきされかねない。すぐに燕えん青せいは仮面を外して、「俺おれだ」と返事をした。

「何かあったか」

「仮面。だけど、仮面の女の物じゃなさそう」

「そうか……私のほうは収しゆう穫かく無しだ」

「わかった。ここはもういい」

　小屋を出て、陸りく謙けん達たちと合流する。余すところなく調べ回ったが、結局見つかったのは、燕青の持っている仮面だけだった。

　混乱の貧民街を離はなれて、また運河のほうへと戻った。全員渋い顔をしている。

　仮面を受け取った陸謙は、失望のため息をついた。

「敵がここを使っていたことは間違いないようだ。しかし、常にいる場所ではなさそうだな」

「そうしたら、仮面の女はどこに潜せん伏ぷくしているんだろう」

「貧民街が違うとなれば、後は思いつかない」

「もう都の外にいるのかも」

「その考えもあるな」

　すでに都を離れているのなら特に問題は無い。だけど、事態はそう甘くはないはずだ。これまで執しつ拗ように燕青を狙ねらってきた仮面の者達が、簡単に引き下がるとは思えない。

「うむ」

　ずっと黙だまっていた陳ちん希き真しんが、小さく唸うなった。何か考えがありそうだ。

「どうしたの、陳さん？」

「ちょっと気になる所があるのだが……」

「貧民街以外に、仮面の連中が隠れられそうな場所が、あると？」

「大人数は無理だろうが、仮面の女一人だけなら、潜伏可能な場所に心当たりがある」

「どこ!?」

　驚おどろいたのは燕青だけではない。林冲や鄧とう元げん覚かくも目を丸くしており、特に陸謙はあまりのことでか困惑の表情を浮かべている。組織のブレーンたる陸謙としては、自分が思い至らない場所に陳希真がいち早く気が付いたので、面白くないのかもしれない。

「大だい相しよう国こく寺じだ」

「なぜ、そう思うのです」

　やや詰問するような口調で、陸謙は尋ねた。

「仮面の女は僧衣を着ている。最も身を隠しやすい場所がどこかと考えれば、木を隠すなら森の中、やはり寺院ではないかと考えた」

「しかしあのように仮面を着けた者がいれば、さすがに騒さわぎとなります」

「寺の中へ入る前に外せばいい」

「いくらこの国最大の寺院とはいえ、部外者がいれば気が付くはずです」

「それはない。全国各地から毎日他ほかの寺院の僧そう侶りよが訪れている。僧衣を着ている者は別に不思議なものではなく、ごく当たり前のものだ」

「……最初から気が付いていたのですか」

「貧民街のほうが可能性としては高かったから、あえて言わなかった。しかしこうなると、大だい相しよう国こく寺じの線は濃のう厚こうになってきたかもしれん」

　陳ちん希き真しんの話を聞いているうちに、燕えん青せいも同じ考えになってきた。大相国寺は皇帝の菩ぼ提だい寺じゆえ、この宋そう国こくで最も大きな寺院であり、庭園や菜園も有している。全すべての施設を見て回るだけで半日がかりとなる場所だけに、身を隠すことも不可能ではない。

「わかりました。では、一旦軍営に戻り、作戦を練り直してから──」

「こうしている間にも逃げられるかもしれない。兵は拙速を尊ぶ。いまから行くべきだ」

「陳隊長、それは無茶です。大相国寺を調査するのは、貧民街を探索するのとは意味合いが異なります。高こう太尉の許可無くして、勝手な行動は出来ません」

「だったらひと言許可をもらえばいい。早馬でも出して連絡し、我々は大相国寺で待機して、総隊長の指令を待つ。それでいいのではないか」

「ですが」

　なおも食い下がろうとする陸りく謙けんの肩に、ポン、と鄧とう元げん覚かくが手を置いた。

「私は……賛成」

「なんだと」

　一いつ瞬しゆん、陸謙の面構えが凶悪なものになった。ここで鄧元覚が陳希真の案を後押ししてきたのが、非常に不愉快だったようだ。

「証拠隠滅されたら……それこそ、手がかりはひとつも無くなる……昨日の今日だから、まだ何か残っているかもしれない」

「わかっているのか？　大相国寺は陛下の宮城にも近い。そんな場所で何か起きれば」

「たぶん……後回しにしたら、この様子……陳隊長は一人でも行くと思う」

　そこで鄧元覚は言葉を切った。後は察しろ、ということなのだろう。

　迷い始めた陸謙に対し、駄目押しとばかり、林りん冲ちゆうも自分の意見を述べた。

「私も鄧隊長と同じ考えだ。陳隊長は単独で行動を取るはずだ。そこでもしも仮面の女と鉢合わせしたら、いくら陳隊長でも危うい。少しくらいは手順を簡略にしてもいいのでは？」

「……わかった。ここは柔軟に進めよう」

　ようやく陸謙は納得したようで、陳希真の意見を承しよう諾だくした。

　すぐに早馬を飛ばした。大相国寺内の調査だけでなく、周辺の封ふう鎖さに関する許可も申しん請せいしている。もしも仮面の女がいた場合、今度は逃げられないように、退路を断つ必要がある。

　一行は移動を開始した。貧民街から大だい相しよう国こく寺じまで歩いて一時間はかかるので、道端の業者に声をかけて、移動用の馬を借りた。

　道を進みながら、燕えん青せいは、先ほど見つけた仮面について考えている。

（俺おれは……あいつらの仲間だったのか……？）

　小屋の中の既視感。仮面の、馴な染じんだ着け心地ごこち。記き憶おくは無くても、目で見て、体で感じたことは、胸の奥に刻まれている。もしも自分が仮面の者の一味だったのだとすると、彼らが自分を襲おそうのは、一体どういう理由からだろうか。

　とにかくいまは何を考えても全すべてが憶測に過ぎない。仮面の女を捕まえれば、謎なぞは判明するはずだから、そのことだけに専念すべきだと、燕青は気持ちを改めた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　大相国寺に到着し、数分も経たたないうちに、高こう俅きゆうからの使者がやって来た。早くも調査の許可が下りた。兵士達たちも、間もなくやって来るとのことだ。

「探索場所を決めよう」

　陸りく謙けんは、使者から受け取った大相国寺の案内図を広げ、各人が調べる場所を指示する。

「先に建物内部を調べる。終わった者から順に本堂前に集合してくれ。全員集まってから、菜園を調べる。この菜園には人が隠れられる場所は無さそうだから、後回しで構わない」

　地図を見ても、菜園の中には、建物の類は無い。仮面の女が潜せん伏ぷくしている可能性は低い。たしかに最後に調べてもよさそうだ。

「僕はここで待機して、兵士達に指示を出す。みんな、くれぐれも気を付けてくれ」

　陸謙を残し、四人の隊長は寺院の中へと突入した。




　林りん冲ちゆうは、分かれ道で散開した後、自分が割り当てられた八はつ角かく瑠る璃り殿でんを目指した。騒さわぎを起こして相手に気取られるわけにもいかず、参拝客を刺激することなく、静かに移動する。

　八角瑠璃殿に到着したところで、林冲は眉まゆをひそめた。

　改修工事が行われている。大工達がせわしなく木材を運び、建物の隅から隅まで入り込んでは、作業をしている。壁かべの板が外され、中に納められている千手千眼仏像の姿が外から丸見えだ。とても誰だれかが隠れられる状態ではない。

　仕方なく、すぐ横の宝物殿の錠を壊こわし、中を覗のぞいてみたが、誰もいない。

　予想外に早く調査が終わった。本堂前に向かおうとして、ふと、菜園のほうを覗いてみようかと思った。本堂とは反対の方向であるが、八角瑠璃殿からは、林を抜ければすぐに菜園に出られる。大した寄り道ではない。

　それに、武人としての林りん冲ちゆうの勘が働いていた。

（陸りく謙けんは『後回しで構わない』と言っていたが……）

　敵はそんなこちらの思い込みを突いてくるかもしれない。何らかの形でこの探索に気が付いて、迎え撃うつか、逃げる準備をしていることだって考えられる。

　後でみんなで調べるにしても、一度下見をしておくに越したことはない。林冲自身、大だい相しよう国こく寺じは初めてではないが、菜園を見たことは一度もなかった。

　ほんのちょっとの寄り道。ひと目菜園を見るだけで十分。そうしたら指示通り本堂前に行って、みんなと合流すればいい。その程度のつもりでいた。

（これは……！）

　菜園に着いた林冲は、言葉を失った。

　だだっ広い敷しき地ちに畑が広がっている。だが、手を付けられた様子はない。明らかに寺は管理を放棄している。大相国寺の僧そう侶りよ達たちは金かね儲もうけのことしか頭に無く、仏僧としての務めを忘れているという噂うわさは聞いていたが、まさかここまでとは思っていなかった。

　とにかく人ひと影かげは見当たらない。不審者がいたとしても、誰だれも気が付かないだろう。

　おまけに、荒廃した畑の奥には、崩れかけの小屋が見える。地図に載のせるまでもない、簡素な小屋が。何も隠れられるような場所がない、と地図だけで判断したのは、早計だった。

（あの大きさなら、人ひとり隠れるには十分だ）

　どうすべきか。小屋へと近付いてみるか、それとも急ぎ本堂前に行って他ほかの隊長達に状況を報告するか。迷い始める。

　その時──小屋の中から、物音が聞こえた。

（……いる！）

　ゆっくりと、気配を感じ取られることがないように歩を進めていく。蛇だ矛ぼうで攻こう撃げき出来る距きよ離りまで近付いたところで、林冲は足を止めた。

「そこの者、動くな！　私は討とう仙せん隊たい第三隊の隊長、林冲だ！」

　反応はない。構わず、林冲は続けた。

「我々の敵でないならば、その場で名を名乗れ！　名乗らないのであれば、容赦はしない！」

　蛇矛を小屋のほうへと向け、五秒ほど待った。

　返事はない。

「いいだろう！　攻撃を開始する！」

　仙気を送り込む。蛇矛はギュンッと伸び、一いつ瞬しゆんのうちに小屋を貫いた。

　直後、爆ばく発はつが起き、小屋が吹き飛んだ。中から仮面の女が、黒衣を翻ひるがえして飛び出してきた。禅ぜん杖じようを構えたまま勢いよく突進してくる。

（やはりいたか！）

　ここならば人に見られる心配もない。林冲は一度蛇矛の長さを戻してから、間かん髪はつを容いれず、力を解放させた。身に宿す魔ま星せいの力だ。全身を青い光が包み、パワーが漲みなぎってくる。

　仮面の女は禅ぜん杖じようを振りかぶり、全身のバネを活いかして、林りん冲ちゆうの頭を吹き飛ばさんばかりに殴りかかった。

　が、林冲は片手で蛇だ矛ぼうを振ると、ガインッ！　と禅杖をあっさりと弾はじいた。

　後退した仮面の女の動きには、若干の動揺が見られる。体格的に劣っている林冲が、尋常ではない膂りよ力りよくを発揮したのだ。感覚が狂うのも当然だ。

「今度は私から行くぞ！」

　縦横無尽に繰くり出される林冲の攻こう撃げきを前に、何とか仮面の女は禅杖でさばき続けたが、徐々に押され始めた。だが、仮面の女は突如、捨て身の体当たりをかましてきた。林冲は回かい避ひが間に合わず、槍やりを構えて相手の突進をドンッと正面から受け止める。

「ぐ……！」

　仙シエン姑クーの力を解放しているから力比べでは勝っていても、足元の土が軟らかいため踏ふん張りが利かず、ズルズルと押し切られる。相手の体をさばき、なんとか脇わきへと退避した林冲は、風を巻き、怒ど涛とうの如き連続攻撃を繰り出す。

　仮面の女は全すべての攻撃をさばこうとするが、次第に、法衣のあちこちが切り裂かれ始めた。

　林冲の全身は仙気でボウッと青く輝かがやいているが、その光の濃こさは、先ほどよりもさらに増してきている。一度攻撃の手を休め、間合いを切ると、全神経を呼吸に集中させた。そうして自分の体全体にさらなる仙気をチャージさせていく。
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「仙シエン姑クーには、それぞれ固有の能力がある。身に宿している魔ま星せいの力だ。お前がもしも最初の仙姑、魯ろ達たつなら、よくわかっているだろう？　自分のことでもあるのだからな」

　いままでは小手調べ。ここからが本番。

「刮かつ目もくするがいい！　これが、私の力だ！」

　青い閃せん光こうが一直線に走る。林りん冲ちゆうの動きが、残像となって空間に描き出されたものだ。刹せつ那なの内に相手の懐ふところに飛び込み、グンッと腰を沈めた。

　仮面の女は、即座に構えて応戦しようとしたが、それよりも先に林冲が蛇だ矛ぼうを豪快に振り上げた。その強力な攻撃を、禅ぜん杖じようで真っ向から受け止める形になった仮面の女は、たちまち五メートルほど上空に吹き飛ばされた。

　何とかバランスを崩さずに着地し、すぐ禅杖を構えるも、すでに元の場所に林冲はいない。背後に回り込んでいる。仮面の女は素早く振り向いたが、防御が間に合わない。胴体に蛇矛を叩たたきつけられて、横に弾はじかれてしまう。受け身を取ることも出来ず、地面に転がり倒れた。

「『身体能力の強化』。それが私の能力」

　蛇矛の穂ほ先さきを仮面の女に突きつけ、林冲は鋭い眼光を放った。

「爆ばく破は能力を使わせる余裕なんて与えない。同じ女のよしみだ、おとなしくするのなら、悪いようにはしない。もう勝ち目はないのだから、投降したらどうだ？」

　仮面の女は、しばらく林冲を見つめていたが、ゆっくり立ち上がると、禅杖を持ち直した。

「無駄な抵抗はよせ！」

　林冲は怒鳴り、蛇矛の穂先を伸ばした。仮面の女は少しだけ動いたが、かわし切れず、腕を貫かれる。小さな呻うめき声を上げたが、それでも禅杖を離はなすことなくしっかりと握っている。

　ジャン！　と禅杖の金輪が鳴り──唐突に、林冲のすぐそばの地面が爆ばく発はつした。

「うあっ!?」

　爆風に巻き込まれた林冲は、蛇矛から手を離して吹っ飛んでしまう。

　地面に仰あお向むけに倒れたところへ、腕から蛇矛を引き抜いた仮面の女が接近してくる。

（どういうことだ……!?　奴やつの能力は、触れた物を爆弾化させるもの……だが、何かに触った様子はなかった！）

　起き上がろうと地面に手をついた時、ふと指先に違和感があった。枯れた畑の中に、妙に浮き出る形で、石が埋まっている。誰だれかの手で差し込まれたもののようだ。

　仮面の女は禅杖を構えた。金輪を鳴らそうとしている。

（まさか──！）

　急いで林冲は石を引き抜くと、空中に向かって投げた。それと同時に、ジャンッ！　と金属音が響ひびく。それほど離れていないところで、石は爆発した。頭部をかばうため、林冲は腕で爆風をガードしたが、またもや体は弾き飛ばされてしまう。

（そうか……！　設置した物を、任意で爆発させることも出来るのか……！）

　爆破のタイミングが自由自在ならば、菜園の各所には、まだ他ほかにもトラップが仕掛けられていると考えられる。この一帯で戦うのは不利だ。しかも、二度も至近距きよ離りで爆風を喰くらったせいで、肉体はボロボロだ。常人とは体の強度が異なる林りん冲ちゆうでも、さすがにすぐには動けない。

　歩み寄ってきた仮面の女は、高々と禅ぜん杖じようを振り上げた。直接攻こう撃げきでとどめを刺そうというのだ。二度の爆発を喰らって倒され、さらに武器を持っていない林冲は、窮きゆう地ちに立たされる。

　だが、まさに敵の刃やいばが叩たたき下ろされようとした瞬しゆん間かん、横から巨大な腕が伸びてきて、その手に持つ大剣で禅杖を弾いた。仮面の女は、攻撃が防がれたとなるや、素早く間合いを離した。

「よし、間に合ったようだ！」

　陳ちん希き真しんの声だ。しかし、林冲を救ったのは、彼本人ではない。

　黒い霧きりが空中に浮かんでおり、その中から牛頭人身の巨大な怪物が、上半身を突き出している。八本の腕が生えており、それぞれの手に斧おのや弩どといった武器を持っている。

「蚩し尤ゆうか──！」

　林冲は感嘆の吐息とともに、その怪物を見つめた。

　遙はるか古代、時の皇帝と覇は権けんを巡って争ったと言われる、伝説上の存在。凶悪な怪物として恐れられる一方、軍神として崇あがめる人々もいる。

　もちろん本物ではない。陳希真の宝パオ貝ペイ「桃とう木ぼく剣けん」によって創り出されたものである。

　桃木剣の特性は、イメージした霊れい獣じゆうをそのままの姿で召喚する、というもの。並の者であれば自分以上の強さの存在は生み出せない。だが、そこは、豊富な知識、強きよう靱じんな精神力、優れた想像力を併せ持つ陳希真だ。本物と呼んでも差し支えない強さの霊獣を召喚している。この宝パオ貝ペイを使いこなせるがゆえに、陳希真は、討とう仙せん隊たい最強の名を冠されているのだ。

「手間のかかる娘だ！　今後は単独行動は慎んでくれたまえ、林冲！」

　蚩尤の陰に隠れながら、陳希真は林冲を睨にらんできた。

「すみません、陳隊長。勝手なことを……」

「だが、よしとしよう──私も人のことは言えないからな」

「え？」

「私がいまここにいるのは、たぶん、お前と同じ理由だ」

　パチリ、と陳希真は片目でウィンクした。

　グオオオ！　咆ほう哮こうを上げ、蚩尤は八本の腕で、仮面の女に襲おそいかかる。破は壊かい力りよくを伴う、暴風のような攻撃を前にして、仮面の女は防御が追いつかず、体のあちこちに深手を負う。

「さすが陳隊長……！」

　林冲は立ち上がると、地面に落ちている蛇だ矛ぼうを拾い、仮面の女に狙ねらいを定めた。

　ガア！　大きな横振りで、蚩尤は斧で襲いかかる。まともに喰らえば体を両断される、強烈な一撃だ。普通の戦士ならかわそうとする。

　ところが、仮面の女は、禅ぜん杖じようで正面から受け止めた。そして、あえて斧おので弾はじかれるままに、後方へと吹き飛ばされた。その飛んでいく方向には、森がある。

「しまった!?」

　逃げる気だ。林りん冲ちゆうは走り出そうとしたが、急に足がもつれて、転んでしまった。

「くっ……仙気を使い過ぎたか……！」

　あまりにも長い時間、仙シエン姑クーの力を解放し続けた。体がいつもより重い。

　横で、陳ちん希き真しんも膝ひざをついた。桃とう木ぼく剣けんは、創り出すものによって多大な仙気を消耗する。軍神とも崇あがめられる蚩し尤ゆうであれば、かなりの仙気を消耗したことだろう。

　仮面の女が森へと逃げ込んでいった直後、中から、煙が溢あふれ出てきた。鄧とう元げん覚かくの万ばん里り起き雲うん煙えんだ。彼女もこの場にやって来たようだ。仮面の女と交戦しているようで、爆ばく発はつ音おんがひっきりなしに聞こえてくる。勝ってくれ、と林冲は祈るような思いで、森のほうを見つめた。




　指定の場所の探索が終わり、待ち合わせ場所の本堂前に待機していた燕えん青せいは、遠方から聞こえてきた爆発音に、目を吊つり上げた。

「現れたのか！」

　急いで音のするほうへと向かう。本堂の周りを囲む森の中へと入り、木々の間を縫ぬって進んでゆく。しばらくして、目の前に煙が立ち込め始めた。

（戦ってるのは鄧元覚か）

　視界が悪いので、慎重に進む。いつしか、爆発音は聞こえなくなっていた。もしかして倒したのか──と思ったが、油断することなく、太たい陰いん剣けんを構えてゆっくり森の奥に入っていく。

　地面に倒れている、黒い影かげが見えた。煙が晴れ、そこにいる人物が誰だれであるかわかった途端、燕青は固まった。

「な……!?」

　鄧元覚だった。爆発でやられたのか、体のあちこちの肉が抉えぐれており、血まみれで、息も絶え絶えの状態だ。仮面の女と一戦交えた末に、敗れ、傷を負ってしまったようだ。

「両脚に、右肩、左腕──かなり大きな傷だ。早く治ち療りようしないと！」

　怪け我がの度合いを見た燕青は、いまは鄧元覚を救うことが先決だと判断した。どちらにせよ仮面の女の姿は見えない。追いかけようにもどこへ逃げたのかわからない。

「くそっ……！」

　燕青は毒づいた。せっかく陳希真の読みが当たり、敵を追い詰められたかと思ったのに、またも逃げられてしまった。しかも、隊長の一人が負傷した。

　とはいえ、もう大だい相しよう国こく寺じの周囲は兵士達たちで囲まれている頃ころだ。蟻ありの子一匹洩もらさぬ厳戒態勢を敷しいているはず。これで袋の鼠ねずみだと思われた。




　　　　　　　　　　※　※　※




「『仮面の女を見なかった』とは、どういうことだ！」

　陸りく謙けんの胸倉を摑つかみ、林りん冲ちゆうは怒声を上げた。一度、大だい相しよう国こく寺じの本堂前、境内に隊長達たち全員が集まった。そこで各自が報告をし合っている最中のことだった。

「話した通りだ。兵士達は姿を見ていない」

「何のために寺院を包囲させた！　奴やつに逃げられないようにするためだろう！　少なくとも逃走経路の確認くらいは出来たはずだ！　それなのに──」

「僕に怒ってもしょうがない。事実は事実だ。むしろ僕のほうも、君が勝手な行動を取ったことを責めてもいいんだぞ」

「なに……？」

「本堂前に集まれ、という指示を無視して、単独で菜園を見に行ったことだ。もしも全員で足並み揃そろえて向かっていれば、このような事態にはならなかったはずだ。違うか」

「だがその時には逃げられていたかもしれない！」

「同じことだ。結局敵は逃げた上に、鄧とう隊長が深手を負ったのだから」

「ぐ……！」

　ギリ、と林冲は歯は嚙がみする。陸謙のほうに理はある。そこへ陳ちん希き真しんが助け船を出してきた。

「その件については、私も謝あやまろう。林冲と同じで、ちょっと寄り道をする程度の考えで菜園に向かってしまった。到着する順序が逆転していれば、私が叱しつ責せきを受けていたかもしれん」

「まったくですよ……陳隊長まで……」

　いつもは単独行動の多い隊長同士だ。急ごしらえのチームでは、上手に連携が取れないのは、全員が全員百も承知だった。それにしても、今回の作戦失敗は痛かった。総隊長の高こう俅きゆうは、皇帝に謝しや罪ざいしに行ったそうだ。皇帝の許可を得ることなく菩ぼ提だい寺じの調査を断行した上に、結局敵を取り逃がしたのだ。いくら重用されている身でも、それなりの筋は通さないといけない。

「ところで、いつまで僕の服を摑つかんでいるんだ？　林冲」

　陸謙に冷たい声を浴びせられ、やり場のない怒りをいまだ抱いている様子ながら、林冲は相手の襟えりから手を離はなした。

「本題に戻ろうぜ。どうやってあいつは、隙すき間まひとつない、軍の包囲網から脱出したんだよ」

　燕えん青せいの言葉に対し、しかしみんなすぐには口を開かなかった。見当もつかない。

「とにかく、大相国寺の敷しき地ち内ないを、改めて調べてみよう」

　これ以上考えてもしょうがない、とばかりに陳希真が提案してきた。

「逃げた方面さえわかればいい。敵は手負いだ。どこかに身を潜ひそめて傷を治しているはず。つまり、まだ遠くへは行っていない。追い込むならいまが好機だ」

　落ち着いた陳ちん希き真しんの発言に、全員が頷うなずいた。

「林りん隊長！」

　そこへちょうど、錦きん児じが飛び込んできた。何やら血相を変えている。

「どうした、錦児？」

　林冲ちゆうは首を傾かしげた。錦児は、小しよう倩せんのそばで護衛の任に当たっていたはずだ。

「隊長……小倩様が……！」

「!?　妹に、何かあったのか！」

「突然、血を吐いて倒れてしまわれました……！」

　林冲の表情が固まった。燕えん青せいもまた、にわかには錦児の言葉が受け入れられずにいた。昨日はあんなに元気だった。今朝も一緒に朝食を取っていた。それが、病気とはいえ、急すぎる。

（一五歳さいの時に、命を落とす……！）

　天命の巫女みこから下された託宣を思い出す。

「戻ろう、家に。ここで心配していても仕方ない」

「あ……ああ……」

「ほら、しっかりしろよ！　林冲らしくない！」

　燕青は、呆ぼう然ぜんとしている林冲の腕を引っ張り、強引に外へと連れ出そうとする。

　それを見み咎とがめた陸りく謙けんが、「まだ打ち合わせ中だ」と声をかけてきた。

「国家の一大事だぞ。任務に集中しろ」

「ちょっと林冲の家に行くくらい、いいだろ」

「なんだ、その物言いは。昔の君なら、口が裂けてもそんなことは言わなかった」

「は？」

「蕩とう寇こう隊たいにいた頃ころの君は、もっと任務に忠実だったじゃないか。他ほかのことなど目もくれず、ただひたすらに。それが、いまでは、女一人の命と天てん秤びんにかけるとは……嘆かわしい」

「うるさいな！　記き憶おくを失う前の俺おれは関係ない！　小しよう倩せんを守りたいのは、いまの俺だ！」

　最後に啖たん呵かを切り、林冲とともに、その場を飛び出した。




　林冲邸に到着すると、ちょうど医者が中から出てくるところだった。

「先生！　小倩は──小倩はどうなったのですか!?　まさか、もう」

　医者の両腕を荒々しく摑つかみ、林冲は激しく迫る。

「不吉なことを言いなさんな。いまは薬も効いて、スヤスヤ寝ておりますぞ」

「あ……あ……」

　まだ生きている、と知って、林冲はズルズルと崩れ落ちた。緊張の糸が解けたか、安あん堵どの涙をこぼし始める。が、部下の錦児がいる手前、せめて泣き声は出すまいと懸けん命めいに耐えているようだった。喉のどの奥からヒュウヒュウと音が漏もれてくる。

「ただし、これだけは正直に言わせてもらいますが、内臓がかなり傷んでおります。薬で多少は苦しみを和らげることは出来ても、根本的な治ち療りようには至りません」

「どうすれば……妹は……助かるのですか」

　もう何度も聞いているであろう問いを、林りん冲ちゆうは投げかけた。

「体内を流れる気の調和が崩れておりますが、原因がわからない以上、どうにもなりません。軽いものであれば、食事や薬でなんとか調整は出来るのですが、妹さんの場合は……」

　それは燕えん青せいも聞いたことのある答えだった。

　つまり、打つ手なし。

「私のせいだ」

　医者が去ってから、林冲は虚うつろな表情で呟つぶやいた。

「私が近くにいるから──ちょっと距きよ離りを置く程度では駄目だ。この都から去らないと」

「んなことしたら小しよう倩せんがどれだけ悲しむと思ってるんだよ！　しっかりしろ！」

　弱気になっている林冲を、燕青は強い口調で叱しかり飛ばす。以前より人々の間で広がっている、根拠のない、それでいていかにも事実のように思われる話。

「『仙シエン姑クーのそばにいると命を吸い取られる』なんて、根も葉もない噂うわさだ！」
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　容態の安定した小しよう倩せんは、医者の言葉通り、落ち着いて眠っていた。

　白い肌はさらに透き通り、触れれば砕けてしまいそうな脆もろさを感じさせる。

（一年前はあんなに元気だったのに……）

　寝台の横で、彼女の寝顔を見つめながら、燕えん青せいは振り返る。

　記き憶おくを失ってから一ヶ月ほどは、自分の住んでいた場所がわからず、林りん冲ちゆう邸に厄介になっていた。それだけの時間を家族同然に過ごしたのだ、記憶を失う前は全く親交のなかった小倩とも、一気に仲を深めることが出来た。

　むしろ、記憶を無くしたことで全すべての人間関係がリセットされたから、燕青にとっては小倩が唯一無二の存在だった。たった一人の友人であり、家族であり──想おもいを寄せる人であった。

　そんな小倩との思い出で、特に楽しかったのは、やはり一緒に街を歩いた時のことだ。

　あれは出会ってから一〇日ほど経たった頃のことだった。右も左もわからない燕青に色々と教えるからと、小倩が街に連れ出してくれたのだ。




　　　　　　　　　　※　※　※




　都の中心部に入った瞬しゆん間かんの感動は、格別なものがあった。

　笑い声、怒号、呼び込み。やかましいくらいに大音量の喧けん噪そうが、全身にぶつかってくる。人々の醸かもし出すドヤドヤとした熱気が、血を沸き立たせる。都の活気、というやつだ。

　煌きらびやかな飾りを軒先に施した商店が、いくつも並んでいる。ある店は早くも商売を始めており、ある店は慌ただしく開店準備に取りかかっている。

　そんな中で、早朝にもかかわらず、通りには人が溢あふれている。ぶつからないように注意しながら歩かないといけないほどだ。

「なんか、すごいな……見てるだけでワクワクする……！」

　燕青は目を輝かがやかせた。散策するだけでも充分なくらい、街の様子は心躍おどらせるものがある。

「これでもまだ朝だから少ない方なの。昼とか夜はもっと大変よ。足、踏ふまれないようにね」

　小倩に言われたそばから、人相の悪い男がドンッと肩からぶつかってきて、ギロリと睨にらんできた。だが、燕青が凄すごみを利かせて睨み返したら、あっさりと目をそらして去っていった。

　王おう楼ろう山さん洞どうという料理店の前で立ち止まった。中央通り沿いにあるお店で、都でも満まん福ふく楼ろうに並んで一、二を争う人気店とのことだ。

　小倩は、店の前で売られている小しよう籠ろん包ぽうを、さっそく二つ注文した。

「おいひ───！」

　口の中に小籠包を入れたまま、喜びの声を上げる小倩。

　その素直な反応に、売り子の少女も満面に笑みを浮かべている。

「ありがとう！　そっちのお兄さんは、どう？　美味おいしい？」

　どう？　と問われても、燕えん青せいはまだ手をつけていない。買うやいなや物もの凄すごい早さで口の中に小しよう籠ろん包ぽうを放り込んだ小しよう倩せんの姿に、呆あつ気けに取られてしまっていたのだ。

　気を取り直して、皿の上の小籠包を箸はしで摑つかみ、パクッ、とひと口で食べる。

「うまい……！」

　確かに、頰ほおが蕩とろけ落ちそうだ。濃のう厚こうでダシの利いたスープが胃の中に染み渡ってくる。

「でしょ！　どんどん食べてって！　作り立ての今が、一番最高に美味おいしいから！」

　この機にちゃっかり売り上げを伸ばそうとする売り子の少女。なかなかしたたかである。一連のやり取りを見ていた往来の人々が刺激されたのか、一人また一人と売り子に声をかけ始めた。それらの人々の相手をするため、売り子は大忙しとなった。その隙すきに、店から離はなれた。

「う……」

　吐き気を感じて、燕青は道端でうずくまった。記き憶おくを失った影えい響きようか、体の調子が悪い。

「大丈夫？　ちょっと休きゆう憩けいしよ。この近くでいい所があるの」

　差し伸べられた小倩の手を、やや戸惑いながらも、燕青は摑んだ。小さくて、柔らかい手だった。調子の悪い燕青に気を遣いながら、小倩は手を引き、ゆっくりと歩を進めてくれる。

　連れていかれた所は、酒楼だった。

「おじさん、入ってもいい？」

「んー？　ああ、誰だれかと思えば小倩ちゃんか。席は空いてるけど、三階になるぜ」

「大丈夫、ありがと！」

　元気よく返事して、小倩は燕青に肩を貸しながら、一緒に階段を上っていく。

　なんとか三階まで上り、席に着いたところで、店の女の子がお茶を机の上に置いてくれた。

「ここ、本当は旅の行商人のための休憩所でもあるの。だから、ほら」

　お茶に続いて、湯の張った桶おけを女の子が運んでくる。それを燕青の足元に置いてくれた。何をすればいいのかわからず困っていると、女の子はにっこりと笑って燕青の靴を脱がし始めた。そして裾すそを脛すねまで上げると、燕青の両脚を桶の中に入れてくれた。

　温かいお湯に浸ることで、クタクタになっていた脚が、どんどん回復していく。

「ね、気が利くでしょ」

「うん」

　チャプチャプと足でお湯を搔かき回しながら、燕青は頷うなずいた。

　酒楼の三階からは、通りが見える。昼飯時が近付くにつれて道行く人々の密集度合いが激しくなってきている。

「燕青くん、燕青くん。あそこ行かない？」

　小倩は窓の向こう、道の反対側に見える建物を指差した。

「あれは？」

「劇場よ。いまやってる演目は、ずっと昔の王様の悲恋話だって。どうかな」

「せっかくだから行ってみる。何か思い出すかもしれない」

　休きゆう憩けいを終えた後、さっそく劇場の中に入った。

　内部は、奥に舞ぶ台たいがあり、フロアには四人掛けのテーブル席がいくつも設置されている。すでにほぼ満員だったが、幸い入り口近くの席が空いていた。燕えん青せいと小しよう倩せんはそこに座り、出されたお茶とお菓子を堪たん能のうしながら、演目が始まるのを待った。

　やがて劇は始まった。いまより千年以上も昔の乱世の時代、覇は王おうと呼ばれた男とその妃きさきを巡る、悲恋の物語だ。ソワソワと落ち着かない気分で、燕青はその舞台を眺めている。演目が演目だ。女の子と一緒に観みていると、どうにも据わりが悪い。

　クライマックスは特にきつかった。周囲を敵に包囲された覇王と妃が、互いの想おもいをぶつけ合っている。悲劇的なシチュエーションも相まって、かなり熱のこもったセリフが飛び交う。それだけに、小倩が横にいる状況では、気恥ずかしくて見ているのが辛い。

　最後は本当に悲しい終わり方を迎えた。絶体絶命の状況で、足あし手で纏まといになることを恐れた妃は、自ら命を絶った。残された覇王は、悲しみを胸に、怒りを爆ばく発はつさせ、最後の戦いに挑む。だが、奮戦虚むなしく、非業の死を遂げるのである。

「あの人達たちの死も……天命だったのかな……」

　目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐいながら、小倩は呟つぶやいた。その言葉の意味を、この時の燕青は摑つかみかねていた。




　劇場を出て、宝飾店に入った。

　星形の木製飾りが天井から吊つるされている。燕青達が店内に入った時、風が吹き込んで、カランカランと飾りが鳴り響ひびいた。

「これ、綺き麗れい……！」

　棚に置いてある海かい棠どう花かの簪かんざしを指差し、小倩ははしゃいだ声を上げた。

「買えばいいじゃん」

「うーん……でも、いい宝石使ってるみたい。けっこう高いなあ」

「ほいほい、どうしましたかな」

　悩んでいる小倩の横に、宝飾店の老人が近寄ってきた。燕青と目が合った途端、よく知っているのか、ニヤリと楽しそうに笑った。

「ほう。まさか林りん師し範はんの妹と、お前さんが、うちの店に一緒に来るなんてな。林師範に怒られるのではないか？」

「どうしてだよ。今日のことは、ちゃんと林冲ちゆうに断ってきてるぞ」

　燕青は老人のことを憶おぼえているように装って、慣れ親しんだ感じの口調で返した。

「お前さん、それはまた大胆なことしたな。林師範はいつも──」

「姉様、私のこととなると、厳しいから。男の人と一緒に外を歩くなんて、本当だったら許してくれないもの」

　小しよう倩せんは老人の話を遮り、にっこり微笑ほほえみながら、代わりに説明してきた。老人はまだ何か言いたそうに口を開きかけたが、やめて、店の奥へと引っ込んでいった。

「……ちょっと、いい？」

　静かに囁ささやきかけ、小倩は燕えん青せいの手を引くと、店の外へと出た。近くに庭園があり、その池の畔ほとりにある茶楼へと立ち寄って、手近なテーブル席に腰掛けた。すぐに山さん査ざ子しのお菓子と、お茶が運ばれてきた。

「さっきはどうしたんだ？」

　燕青のほうから問いかける。

「うん？」

「あの爺じいさんの話を、途中で遮っただろ。まるで何かを言わせないようにしていたみたいだ」

「えっと……それはね……」

　小倩の目が泳ぐ。

「みんな知ってることだから、燕青くんにも、先に話しておいたほうがいいかも」

　表情と話し方から、燕青はすでに見抜いていた。

　いま、小倩は問いかけに答えるように見せかけて、別の話題でごまかそうとしている。さっき老人が言おうとしていたことは、彼女にとって何か不都合な内容なのかもしれない。

　燕青は追及しなかった。小倩が本当のことを言いたくないのなら、無理してまで聞くつもりはない。彼女が話題を逸そらすというのなら、あえてそれに乗ってやろうと思った。

「林りん冲ちゆうにかかわることか？」

「うん。正確には、姉様と、私に関わる話」

　池のほうを見ながら、なるべく燕青と目線を合わせないようにしつつ、ひとり言でも言うかのようにポツリポツリと語り出した。

「私ね、本当は──姉様と、血が繫つながってないの」

　突然の告白だった。

　もしかしたら以前にも林冲は自分に教えてくれていたのかもしれない。だけど、いまの燕青は初めて聞く事実だった。そのことを知って、何と返してやるべきか反応に困った。

「私のお父さんは、張ちよう叔しゆく夜やっていって、殿でん帥すい府ふの太尉だった人」

「それって……」

　すなわち軍における最高責任者だ。現在は、自分の上官である高こう俅きゆうという男が就いている、と燕青は教わっていた。

「でも、失脚させられた。去年、皇帝の庭に使われる岩を運河で運ぶ仕事の運搬責任者に、お父さんは任命されたんだけど──途中の停泊地で、船ごと岩が消えたの」

「軍の最高責任者だろ。なんでそんな仕事を」

「皇帝にとっては、役職は関係ないよ。自分より下の人間は、みんな同じだから」

　微かすかな怒気を含み、小しよう倩せんは呟つぶやくように言った。

「とにかく皇帝は激怒した。お父さんの失態で、庭園造りが計画通りに行かなくなったって。だけど、それだけでは終わらなかった。天命の巫女みこが、口出ししてきたの」

「……なんて？」

「『この男は必ずや謀反を起こし、国を滅亡へと導く』って。そのせいで、危うくお父さんは死罪になりかけた」

「何もしてないのに、かよ」

　すでに二日前、天命の巫女については陸りく謙けんより説明を受けていた。明日は謁えつ見けんの予定もある。国の中枢に随分と怪しい人間が居座っているものだ、と率直な感想を抱いていた。だけど、皇帝が強く信しん頼らいしている以上は、他ほかの誰だれかが口を挟む余地はないらしい。

「天命の巫女の託宣だから。でもね、色んな人が抗議したおかげで、命だけは救ってもらったんだ。それでも運搬失敗の罰を受けるのだけはどうしようもなくって、結局、お父さんは都を追い出された。今は辺境の地で重労働を押しつけられてるみたい」

　辛い過去を、一見何てことのない様子で小倩は語る。

「お母さんは私を産んですぐに死んじゃったから、家族はお父さんだけだった。ひとりぼっちになった私を、引き取ってくれる親しん戚せきもいなかった。当たり前だよね、私を助けたりしたら、自分達たちまで皇帝の覚えが悪くなるかもしれないんだから。でも──」

　そこで、初めて小倩は言葉を詰まらせた。

「──お父さんは、別だった」

　燕えん青せいにはわかった。今、小倩が言った「お父さん」とは、実の父親のことではない。

　彼女のことを引き取った男──林りん冲ちゆうの、父親。血の繫つながりは全くない男のことを、小倩は実の父親と区別することなく、「お父さん」と呼んだ。そこに、深い想おもいを感じる。

「お父さんは、私のお父さんを助けてくれた人達の一人だった。仲良くしていた人の娘だからって、私のことを引き取ってくれたの。姉様も、私のことを、本当の妹みたいに扱ってくれた。血の繫がりとか、そんなの関係なかった。それが、とても嬉うれしかった」

「大事に……してもらったんだな」

「でも、それは皇帝や天命の巫女にとっては気に入らないことだったみたい。まるでお父さんや姉様が、国に異を唱えているように思えたんだろうね。だから、ある日、私達家族を呼び出して──いきなり託宣を告げてきた」

　林冲の父と、林冲、小倩。三人の死期について、一切の慈悲なく。やがて来る死に怯おびえるがよい、とばかりに、天命の巫女は残酷な真実を告げてきたのだ。

　その託宣通りに、一ヶ月前──林冲の父は命を落とした。告げられた天命の年ねん齢れいに達した日の、わずか五日後のことだった。夜道を歩いているところに、何者かの襲しゆう撃げきを受けたそうだ。抵抗する間もなく、心臓をひと突きにされて、即死だったらしい。

「私は一五歳さいになったら。姉様は一八歳。あと一、二年くらいしか生きられない。天命の巫女みこの託宣は絶対だから、逃げられない。他ほかの人達たちは、そんな私達のことを憐あわれみの目で見てるけど、実際は腫はれ物でも触るみたいに遠巻きにしてる。怖いんだろうね。私達に関わったら、自分達まで天命の巫女に、よくない宣告を受けるかもしれない──って」

　ひと息で説明をし終わってから、ふう、と息をつき、小しよう倩せんはお茶を飲んだ。

　それから燕えん青せいのほうを向いて、寂しげに笑った。

「先日、星が落ちた時から、体調が悪いの。もしかしたら、私、病気かもしれない。このまま天命の日まで、どんどん悪化していって……最後には死ぬのかもね」

「ざけんなよッ」

　燕青は吐き捨てるように言った。小倩は目をパチパチと瞬かせる。

「急に……どうしたの？」

「俺おれは何も憶おぼえてないよ。憶えてない、けど、間違ってること、正しいことの区別くらいはつく。天命だか何だか知らないけど、そんなふざけた運命、認められるか」

「でも、それは天の意思だから……」

「姿も形もわからないものに、人生決められてたまるか！」

　それは、小倩にとっては新しん鮮せんな言葉だったようだ。ぽかんとした表情で、しばらく言葉を失っていたが、やがて熱を帯びた目で燕青のことを見つめてきた。

「私の人生は……私が決めても……いいのかな……？」

「当たり前だろ。他の誰だれが決めるんだよ」

「そんな風に言われたの……初めて」

　後で燕青は知ったのだが、人間や国家の行く末は全すべて天が定める──という天命思想は、ごく普通の物の考え方として人々の間に浸透している。この国のほとんどの民が、信じて疑っていない。天の意思には人は逆らえない、というのが常識だ。

　しかし燕青には記き憶おくが無い。これまでに培われてきたであろう思想信条は、全てが生まれ立てのゼロの状態へと戻っている。だから、ごく素直な考え──自分が心に決めた通りに生きる、ということが、いまの燕青の軸となっていた。

「君ってほんと面白いね」

　小倩は和やかに笑った。どこか気持ちが救われたかのような表情だ。

　そんな笑顔を前にして、燕青は強い感情が胸の奥から溢あふれてくるのを感じた。守りたい、という想おもい。小倩の愛くるしい笑顔を見られるなら、どんなことでも出来る。小倩の顔を曇くもらせるような敵が現れたなら、どんな奴やつとでも戦える。そう、思った。




　翌日、天命の巫女に謁えつ見けんした。

　陸りく謙けんに案内されるままに、皇帝の住む居城へと足を踏ふみ入れた。中庭の石畳には塵ちりひとつ落ちていない。木々は色の濃のう淡たんが強調されるよう効果的に剪せん定ていされており、建物の色合いは奥行きをより広く見せるためにグラデーションをかけている。

　この宮城全体が一個の美術作品のような印象だ。

　皇帝は芸術に造ぞう詣けいが深い、と聞いていた燕えん青せいは、さすがに常人とは違うと、宮城内の壮そう麗れいな景観を感心して眺めていた。

　だけど、昨日の小しよう倩せんの話を思い出して、ブンブンとかぶりを振った。この道楽の陰には、小倩の父親のような人間が悲惨な目に遭っている。そのことを思うと、感動する気持ちが失うせた。

　建物の中に入り、最上階へと上る。その最奥部にある部屋へと連れていかれた。

　扉が開くとともに、朱色を基調とする広い部屋が目の前に現れた。玉座の間だ。階段で上下に分かれており、下のスペースだけでも家臣団が数百人は入れそうな広さを誇っている。

　階段の上には玉座と、隣となりにもうひとつ豪ごう奢しやな椅い子す。そのもうひとつの椅子に、一人の女が座っている。侍女達たちに羽扇で扇あおがせて、ゆったりとくつろいだ様子で。

　憶おぼえていなくても、すぐにわかった。彼女こそが天命の巫女みこだ。

「難儀な目に遭ったな。いまだ記き憶おくは戻らぬか」

　謁えつ見けんの間の段上、高い所から、天命の巫女は声をかけてきた。
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「まだ、何も思い出せません」

　事前に、陸りく謙けんから言い含められていた通り、ぎこちないながらも、何とか敬語で返事をする。

「焦らず時間をかけて戻していくがよい。──ところで、仙シエン姑クーについて話は聞いておるか」

「一〇八の魔ま星せいを宿した女達、ですか」

「ならば、お前の仮宿である林りん家、その現当主である林冲ちゆうもまた仙姑と化してしまったと、教えられているだろう」

「はあ。それが？」

「殺せ」

「な!?」

　ずっと下を向いていた燕えん青せいは、つい我を忘れて、頭を上げてしまった。斜め後ろに控えている陸謙が慌てて「頭を下げろ！」と押し殺した声で怒ってきたが、聞く耳を持たなかった。

「いつか災いをなす存在だ。不幸中の幸いなのは、身近なところに一人いたこと。万が一の事態が起きる前に、殺せ。信用のあるお前ならば簡単に命を奪える」

　天命の巫女みこの言葉は、あまり頭に入ってこなかった。

　ただひたすら、小しよう倩せんの顔を思い浮かべていた。姉を失った彼女がどれだけ悲しむか。父親を二度も続けて失い、たった一人の家族を奪われたら、この先を幸せに生きていけるのだろうか。

「……いやだ」

　自然と、胸をついて出た言葉だった。

「何を言ってる、燕青！　取り消せ！　よりによって巫女様の命令に逆らうなんて──」

「巫女様だか誰だれ様だか知らないけど、従えるか！」

　燕青は立ち上がり、天命の巫女に向かって指を突きつける。陸謙は悲鳴に近い叫び声を上げた。やってはならない無礼な態度、であるのは百も承知で、燕青はまくし立てた。

「俺おれは軍に所属してるんだってな！　だったら、あんたの命令に従う義理は無い！　それに、もしも高こう太尉が同じことを命じてきたら、その時は軍を辞めてやる！」

「たかだか一人の女を殺すだけだぞ」

「違う。世界でたった一人しかいない女だ」

　そう言い残して、身を翻ひるがえすと、天命の巫女に断りを入れることもせずに謁えつ見けんの間から飛び出した。死罪を命じられる覚悟でやった行為だ、悔いはなかった。




　結局、天命の巫女の命令に逆らったという、一連の不敬な行為は、無かったものとされた。巫女の下した命令は公式なものではなく、また林冲が仙姑であるという事実はごく一部の人間のみが知る最重要機密事項なので、詳細を明かすわけにはいかなかった。

　こうして、運良く燕青は罰を受けずに済んだ。

　だが、確実に天命の巫女との関係は悪化していた。この一年間、一度も呼び出されていない。彼女の不興を買ったことが、この先とんでもないことを招くような予感はあった。

　それでも──小しよう倩せんを泣かせてしまうことと比べれば、何も怖くはなかった。




　　　　　　　　　　※　※　※




「……くん……燕えん青せい……くん……？」

　思い出に浸っていた燕青は、小倩が目を覚ましていることに、やや遅れて気が付いた。

「ごめん……寝てた……」

「いいって！　まだ寝てろよ！」

　身を起こそうとする小倩を、慌てて止める。

　小倩は弱々しく微笑ほほえみ、また横たわった。呼吸は落ち着いているが、息が細い。突然何もかも止まってしまうのではないかという不安がある。

「お仕事の……邪じや魔ま……してないかな……」

「大丈夫。ちょうどひと段落ついたところだ」

「ありがと……でも……無理しないで……」

　見抜かれている。仮面の女の騒そう動どうが、まだ解決していないことを。

　このままでは駄目だ、と燕青は思った。どちらも中途半端な対応になってしまう。小倩の看護に集中したいのだったら、まずは仮面の女の一件を何とかしなければいけない。

「小倩。時間だからそろそろ出かける。ゆっくり休んでて」

「うん……ちゃんと、寝てるね……」

　ゆっくりと柔らかな口調で答え、健けな気げにも笑みを浮かべて、小倩は頷うなずいた。

　胸が痛む。出来ることなら一秒でも長くそばにいたいのを抑え、燕青は寝室から出た。

　廊下には林りん冲ちゆうが立っている。彼女を待たせていたのだと知り、頭を下げるも、林冲はそのことはさほど気にしていない様子で、仮面の女の話をしてきた。

「早いところ倒さねばな」

　そういう彼女の顔は、どこか沈んでいる。

「どうしたんだよ。元気ないな」

「……燕青。頼たのみがある」

　林冲は深刻な様子で話し始めた。

「仮面の女との戦いが終わったら、私はこの家を離はなれようと思う」

　あまりにも突然のことに、燕青は息を吞のんだ。やがて、林冲の言っていることが飲み込めてくると、カッと頭に血を上らせた。

「なに馬鹿なこと言ってんだ！　残された小倩はどうすんだよ！」

「おそらく私の存在が妹を苦しめている。星の呪のろいが、妹にも伝でん播ぱしているんだ。だから、私さえいなくなれば、きっと良い方向へ向かうはずだ」

「小しよう倩せんのそばにいないと意味ないだろ！　なんでそんなこともわかんないんだよ！」

「それでも生きていればこそだ！　小倩が死んでしまったら全すべてが終わりだ！」

「俺おれだって、お前がいなくなるのは、いやなんだよ！」

　噓うそ偽いつわりのない気持ちをぶつけた。

　林りん冲ちゆうの目が泳いだ。奇妙なくらいに動揺している。いつもの彼女らしからぬしおらしい表情。少し照れの混じった顔が、年相応の少女らしく見える。

「私は……構わない。小倩さえ生きててくれれば、それでいい」

　燕えん青せいは歯は嚙がみした。林冲のこういうところが苦手なのだ。頑固で、融ゆう通ずうが利かず、結果として人の気持ちなんて知ったことではない行動を取る。だけど嫌いではない。一緒にいると面倒ではあるが、林冲は林冲で、小倩にはない魅み力りよくがある。だから、たまに放っておけなくなる。

「天命なんて、俺が覆くつがえしてやる」

「燕青……？」

「変な顔すんなよ。いつも言ってることだろ。得体の知れない、天、なんてもんに人生を決められてたまるか。だから──俺が救ってみせる。絶対に」

「……君は、強いな」

　林冲は眩まぶしそうに目を細めた。

「強いとか弱いとかの問題じゃねーだろ。行くぞ！」

　荒々しく歩き出した燕青に対して、林冲は首を傾かしげた。

「どこへ……？」

　もう日は落ちている。討とう仙せん隊たいの面々も、一旦は自分の住すみ処かへと帰っているはずだ。

「鄧とう元げん覚かくのところだ。最後に仮面の女と戦ったのはあいつだろ。何か知ってるかもしれない」




　軍営内の医務室に入ると、寝台の上の鄧元覚が、顔をこちらへと向けてきた。そのそばには陸りく謙けんが立っている。

　昼間にあれだけの啖たん呵かを切り、勝手に現場を離はなれたという気まずさはあるが、燕青は何食わぬ顔で近寄った。陸謙もいまさら説教する気はないようだ。

「こんな夜更けに何か用か？　燕青、林冲」

「お前こそどうしてここにいるんだよ」

「見み舞まいに来ただけだ」

「……ふうん」

「その反応はなんだ」

「前から、お前と鄧元覚が付き合ってる、って噂うわさがあるから。あれ、本当だったんだ、って」

「な、何を!?　僕はただ、仲間として、彼女を心配して──！」

　顔を真っ赤にして弁解する陸りく謙けんを無視して、燕えん青せいは寝台へと歩み寄った。

「体の調子は？」

「平気……少し、回復した」

　鄧とう元げん覚かくは腕を上げて、指を開いたり閉じたりする。動ける程度には治ったようだ。しかしまだ完全にとはいかないのだろう。少し手が震ふるえている。仮面の女と戦うには厳しそうだ。

「あの時は、すまなかった。私がしっかりしていれば」

　頭を下げた林りん冲ちゆうに対して、鄧元覚は首を横に振った。

「いい……私は、自分の務めを、果たしただけ……」

　相変わらず感情の読み取りづらい表情で、ポツリと呟つぶやくように返してきた。

「それより……どうして、二人はここに来たの……？」

「まだ報告を聞けていなかったから、仮面の女との一戦について、少し教えてもらえればと思ってな。奴やつがどうやって逃げたのか、手がかりが摑つかめるかもしれない」

「うん……ごめん……私……」

　申し訳なさそうに鄧元覚は眉まゆをひそめる。代わりに陸謙が口を開いた。

「その件ならすでに僕が聞いた。煙幕の中での戦いだったから、よくわかっていないようだ。ただ、逃げた方向については多少憶おぼえていると──どこへ向かって逃げたんだ？」

「本堂の……ほう……」

　寺院内の森を伝っていけば、本堂の裏手に出られる。そして他ほかの方向では、誰だれかしらに見つかっていた可能性が高い。あの時、一番手て薄うすになっていたのも本堂だ。

「では、大だい相しよう国こく寺じを脱出する際の逃走経路は、本堂にあるかもしれないのか」

「調べてみないことには、何とも言えない。が、調査する価値はある」

　これで方針は定まった。あとは明日、実際に現地を見てみるだけだ。

「燕青……やっぱり、行くの……？」

　大柄な体に似合わない柔らかな声音で、鄧元覚は燕青に話しかけてきた。

「そりゃそうだろ。ここで仮面の女を止めなかったら、どんどん被害が増えていく」

「……行かないで……ほしい」

「は？」

　何を言っているのかと、燕青は顔をしかめた。

「あいつは……危険……」

　もっとちゃんと燕青を見るために、体の向きを変えようとした鄧元覚だが、傷が痛んだのか「うっ」と呻うめいて身を縮こまらせた。それでも、話を続ける。

「敵は仙シエン姑クー……どんなきっかけで暴走するかわからない……もし、何かあれば……」

「そんなことはさせない。暴走する前に倒してやる。俺おれ達たちを信用しろよ」

「でも……」

　なおも言い募ろうとする鄧とう元げん覚かくを、燕えん青せいは睨にらみつけた。

　が、彼女の顔を見た途端、激情は鎮しずめられてしまった。覚悟が、滲にじんでいる。殴られようと蹴けられようと、構わず、どうにかして燕青を止めようという想おもいが。これまでに見たこともないような鄧元覚の切実な表情を前にして、つい戸惑ってしまう。

「鄧、ここまで来たんだ。いまさら危険だからといって、任務を中断するわけにはいかない。それは、燕青だって覚悟の上だ」

　黙だまってしまった燕青に代わり、陸りく謙けんが懇こん々こんと説き始める。が、鄧元覚は納得していないようだ。不満を露あらわにして、陸謙のことを睨んでいる。

「君は燕青のことを信用していないのか」

「陸謙……私は……」

「確かに記き憶おくを失ってから、燕青は変わった。こと戦いにおいては以前のような切れがない。だが、それは我々にとって悪いことばかりではない。助けになってる面だってある」

「わかってる……でも……」

「燕青。軍に復帰したばかりの君を、討とう仙せん隊たいに誘った時の、僕の言葉──憶おぼえているか」

「俺は貴重な存在……ってやつか」

　延えん安あん府ふの変の後、林りん冲ちゆうが一度捕ほ縛ばくされた時に、燕青は王おう倫りんの研究所に住ませてもらうようになった。住まいが軍営の中へと移ったからか、陸謙は頻ひん繁ぱんに訪ねてくるようになった。どこまで記憶が回復したのかを確認する目的もあったが、その真意は、新しく設立する討とう仙せん隊たいに入らないかと勧誘することにあった。

　その時、陸謙は話していた。燕青は軍の中でも特別に優秀で、貴重な存在だったのだと。

「なぜ周りのみんなが、君の物もの怖おじしない率直な言動に対して寛容なのか、わかるか？　それだけ君は優れた人材、ということだ。僕は君を信じている。きっと、仮面の女を倒せる」

「なんか……むずがゆいな」

　やけにべた褒ぼめだ。一年前、天命の巫女みこに逆らった時なんて、しばらく口をきかないくらいの勢いで怒っていたのに、それでも高く評価されているということに、悪い気はしない。

「選んで……燕青……陸謙の言うことは気にしないで……これは、あなたが、選ぶ道」

「どうしたんだ、鄧隊長。やけに食い下がるな」

　林冲は不思議そうに首を傾かしげた。

「今日の敗北がよほどこたえたようだ。無理もない。仮面の女を取り逃がしたのだから」

　陸謙に強引にまとめられて、まだ話を続けたい様子の鄧元覚は、頰ほおを膨ふくらませて、無言の抗議を示した。が、陸謙は一切気にしておらず、部屋の扉へと手をかけた。

「明日の朝、作戦会議を行う。これが最後の戦いとなるよう、祈ろう」

　そう言って、陸謙は部屋から出ていった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　翌朝、会議の後、大だい相しよう国こく寺じに改めて調査に入った。

　本堂を中心に調べ回ること一時間ほどで、床板を外すことで、地下へと通じる階段を発見した。その中を覗のぞいた時、陸りく謙けんは興奮気味に叫んだ。

「なるほど、宮城との秘密の通路か！」

　それは有事の際に皇帝が宮城から脱出するために使う、緊急避ひ難なん通路だ。一本道ではなく、帝都のあらゆる場所へ抜け出せるよう、内部はいくつもの分岐がある。

　幸い、泰平の世である現在、宮城側の出入り口は完全に封ふう鎖さされている。よからぬ者に悪用されるのを防ぐ理由もあるが、まるで必要がないから、というのが本当のところだ。

　とにかく各方面へと繫つながっている秘密の抜け道だ。範はん囲いは都の中心部に限られるが、それでも仮面の女にとっては充分だろう。

「帝都中に、監視の目を張り巡らせている。その中で発見報告が無い以上、まだ仮面の女は地下に潜ひそんでいるはずだ。いよいよ、追い詰めたぞ」

　階段を下りきってから、松明たいまつで中を照らして、陸謙はひとり言のように話した。一応は後ろについてきている燕えん青せいに向かっての言葉だった。

　だが、燕青は無反応でいた。

「燕青……？」

　様子がおかしいことに気が付き、陸謙は振り返った。

「──この、場所は」

　脳裏にフラッシュバックする光景。見覚えがある。かつて、この階段から、地下通路へと入った。何のために地下へ入ったのか憶おぼえていないが、間違いなく、そうだ。

「松明、貸して」

「構わないが、何をするつもりだ？」

「中に入ってみる」

「なに!?　いや、それは駄目だ！　まだ準備は出来ていないから──」

　陸謙の制止を無視して、燕青は地下通路の中へと入っていく。

（たしか、この曲がり角で、右に入って……）

　駆け足で最初の分岐点を越えてから、ふと、仮面の女と遭遇する危険性があることに考えが至った。我ながら無謀な振る舞まいだと思ったが、でも、いまはそれどころではない。

（記き憶おくを失う前、俺おれは、この地下通路を使っていた）

　頭の中に蘇よみがえってくる光景から推測するに、過去に地下通路を使っていたはずだ。それなのに解せないのは、誰だれも地下通路の存在に思い至らなかった、ということである。

　任務で使っていたのだとしたら、誰だれかしら憶おぼえていてもおかしくない。会議の場で、仮面の女の逃走経路として、真っ先に案が上がっていたはずだ。

　それが、誰にもわかっていなかった。どういうことか。

　燕えん青せいだけが秘密裏に地下通路を使っていた、ということになる。

（ここで……地上に上がって……）

　上に向かう階段があったので、頭上の石をずらして、外に出た。

　どこかの屋や敷しきの前だ。運河沿いの道、石畳が敷しき詰められている用途不明の区画があり、そこが地下通路の出入り口の一端となっている。

　うっすらと蘇よみがえる記憶に従い、塀に上って、目の前の屋敷の中を覗のぞく。

「廃はい墟きよ……？」

　誰も住んでいないようだ。庭は荒れ果てて雑草だらけになっており、建物は比較的綺き麗れいな状態を保っているものの、人の気配を感じない。

「おたくは何をしとるのかね」

　釣り竿ざおを持った老人が、塀の上の燕青を訝いぶかしんで、声をかけてきた。

「俺おれは軍の人間だ。事情があって、周辺一帯を調べてる。昔、ここで何かあったのか？」

「知らんのかね。二年前、一家全員惨殺された裁判官の屋敷じゃよ」

「一家全員……？」

　思い出してはいけないものが、記き憶おくの奥底から、せり上がろうとしてくる。

「いまの時代には珍しく清廉潔白な人じゃったからの。それだけに他ほかの官吏から疎まれておった。天命の巫女みこの託宣が下った時など、一部の者達たちは喝かつ采さいを上げたというからの」

「天命の巫女が、託宣を？」

「もっとも天命を告げられたのはその裁判官本人だけじゃったがな。かわいそうに、幼い子ども達も全員、同じ日に命を落とすことになるとは……結局、犯人はわからずじまいじゃよ」

「──ッ！」

　血が、見えた。

　無人の屋敷に、記憶の映像が重なる。血ち溜だまりと、死体と、そして庭の中央に、自分は太たい陰いん剣けんを持って立っている。

　仮面をかぶって。

「違う……」

　塀から下りた燕青は、震ふるえる声で呟つぶやいた。

「これは、俺の記憶じゃ……ない」

　記憶を失う前、自分が所属していたという蕩とう寇こう隊たい。それは国に仇あだなす存在を討伐するためにある特殊部隊だが、対象は明確な敵対者に限られていたという。

　だから、この廃墟を見て蘇ってきた記憶が、自分のものであるはずがない。老人の話通りなら、殺されたという裁判官は、国に対して刃向かったわけではないようだ。それなのに、当人ばかりか、罪もない子ども達たちまで手にかけたという。そんな残虐な行為をするはずがない。

「どうした、若いの？　顔色が悪いぞ」

「う、あ……」

　燕えん青せいは老人から距きよ離りを置いた。頭の中が、せり上がってくる記き憶おくに支配されそうになっている。それとともに、強い殺意が胸中に生まれてきたのを感じる。

《見られた。殺せ》

　誰だれかの囁ささやき声が聞こえる。

《何をやってる。その爺じいさんを殺せ》

　その声は──どういうわけか、自分自身の声だ。

「うわああああ！」

　絶叫を上げ、燕青は駆け出した。




　　　　　　　　　　※　※　※




　大だい相しよう国こく寺じに戻ってきた燕青を待っていたのは、陳ちん希き真しんの怒声だった。

「身勝手な行動は慎みたまえ！　これは君一人だけの問題ではないのだぞ！」

　滅多に怒らない陳希真の激怒ぶりに、一同、林りん冲ちゆうに至るまで目を丸くした。いつも泰然としており、仲間に対して感情を剝むき出しにすることのない彼が、珍しく激げつ昂こうしている。

「まあ、待ってください、陳隊長。彼にも何か理由が」

「情状酌量が許されるようなものではないぞ、我々の役目は」

　フォローに入ってきた陸りく謙けんを、陳希真は容赦なくはね除のけた。

「ただ、一応は聞いておこう。先ほどのお前の行動は、自分勝手な振る舞まいなのか？　それとも、仮面の女との戦いにおいて意味があると判断したから、行ったことなのか？」

　必ずしも自分本位で動いていたわけではない。もしも自分が仮面の襲しゆう撃げき者しや達と同じコミュニティにいたのだとしたら、失われた記憶を取り戻すことは、仮面の女との戦いにおいても重要な意味を持ってくる。

「……必要だと思い、やった」

　また怒られるのを覚悟で、答えた。

　陳希真は静かだった。じっと燕青の顔を見つめ、ただひと言、「そうか」とだけ発し、それ以上は何も言おうとしなかった。

「実は……俺おれ……」

　いっそ恐れず自分が抱えているもの──仮面の集団の仲間ではないか、という懸念──をぶちまけようかと、燕青は口を開きかけたが、陸謙に止められた。

「もうよせ。それ以上は無用な言い訳になる」

「だけど、やっぱりちゃんと全部話すのが、筋じゃ……」

「それは君の自己満足だ。この人が討とう仙せん隊たいに入った理由を知っているか？」

　燕えん青せいはかぶりを振った。陳ちん希き真しんは、討仙隊結成後間もなく自ら入隊を志願してきた、ということだけは聞いている。

「陳隊長は、奥さんを、延えん安あん府ふの変で亡くしているんだ」

「あの事件で……!?」

「ちょうど娘さんを連れて、旅に出ている途中だったらしい。死に目に遭うことなく、大切な人を失った。だから、仙シエン姑クーに対する憎しみは、本当は討仙隊の中でも一番大きいんだ」

　それで合点が行った。討仙隊の中でも、際立って最強の男でいられる理由が。自分達たちとは抱えている物の桁けたが違う。

「もういい。あまり昔のことを抉えぐらないでくれ」

　陸りく謙けんの話を止めるように、陳希真は口を開いた。

「燕青。いまの話は忘れてくれて構わない。だが、これだけは知っていてほしい。お前も記き憶おくを失ったりと、色々と大変な重荷を背負っている。しかし、それはお前だけの話ではない。そう思って戦ってくれ。くれぐれも軽率な行動は慎んでくれ」

「……気を付ける」

「わかってくれたのなら、良かった。では、そろそろ説教の時間をやめて、作戦会議に移ろうかな。いい加減建設的な話をしたいだろう？　陸謙」

「助かります」

　具体的にどうやって仮面の女を倒すか、その話をすべく、陸謙は屋外に設けられた机の上に、都中心部の地図を広げた。

　各所にあるだろう出入り口を探し出すには、時間がかかる。そのことに労力を費やすよりは、兵士達を満遍なく配備している現状をこのまま維持するのが望ましい。

　そして肝心なのは、仮面の女を倒すための方策だ。

「追うにしても、狭くて暗い地下空間だ。林りん冲ちゆうの話通りなら、相手は爆ばく弾だんを罠わなとして仕掛けることも出来るらしい。そうなると、迂う闊かつには中に入れない。……だが、影かげの多い地下だ。燕青、君の太たい陰いん剣けんが物を言う。頼たのんだぞ」

　地下、と聞いて、燕青は眉まゆをひそめた。

「どうした？　何か不安でもあるのか？」

　様子がおかしいことに気が付き、陸謙は尋ねてきた。

　正直に言うべきかどうか、燕青は迷う。討仙隊の隊長達は、万が一のことを考えて、自分達の使う宝パオ貝ペイの弱点までは明かしていない。もしも仙姑に知られてしまえば、戦いが不利になってしまうからだ。それは燕青も同じだ。

「別に……なんでもない」

　結局、黙だまっていることにした。

　太たい陰いん剣けんにとって、地下空間は弱点のひとつである、という事実を。

「それでは切り込みは燕えん青せいに任せた。危険とは思うが、よろしく頼たのむ。我々は少し遅れてから中に入る。安全の確保が出来てから奥へ進むことにする」

「決行はいつだ？」

　林りん冲ちゆうが質問してくる。

「日が落ちた後、戌いぬの刻だ。それまでこの場で待機する。今度こそ仮面の女を倒すぞ！」

　自然と、陸りく謙けんの言葉にも力が籠こもっていた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　日が沈み始めた。

　赤紫色の夕焼け空を眺めながら、燕青は心ここにあらずでいた。

　小しよう倩せんのことだ。一気に容態が悪化した彼女が、いまどんな状態であるのか、気になって仕方がない。もしも任務の最中に、最悪の事態になったら……そんなことばかり考えては、大だい相しよう国こく寺じを離はなれるわけにもいかないので、ひたすらため息をつくしかなかった。

「しょうがないやつだ……まだ彼女のことで頭がいっぱいなのか」

　見るに見かねたか、陸謙が声をかけてきた。

「もういい。そこまで心配なら、行ってこい」

「え？」

「だから、小倩に会いに行ってくるんだ」

「なんでだよ？　もうすぐ作戦開始の時間だぞ」

「このままだと、君は死ぬ」

　何か勘付かれている。燕青は黙って、陸謙の次の言葉を待った。

「そんな上の空の状態で作戦に臨のぞまれるくらいなら、少しくらい持ち場を離れることは、見逃してやる。どうせここの指揮を執っているのは僕だ。いくらでも融ゆう通ずうは利く。僕の気が変わらないうちに、早く会ってこい」

「でも、小倩に会ったところで……」

「惚ほれた女の微笑ほほえみや、言葉は、どんな薬よりも効く。いまの君に一番必要なものだ」

　妙だ、と思った。小倩が倒れたと聞いて、大相国寺を飛び出した時、陸謙は『女一人の命と天秤にかけるとは……嘆かわしい』と文句を言っていた。それなのに、どういう風の吹き回しなのか。

　もしかすると、鄧とう元げん覚かくの負傷が効いているのだろうか。噂うわさによると陸謙と彼女は浅からぬ関係のようだ。それで少し考えを改めたのかもしれない。

　陸りく謙けんの意図がなんであれ、彼の提案は渡りに船だった。

「……わかった。お前の言葉に甘える。ありがとう」

「礼は要らない。ただ、出来るだけ早く帰ってきてくれよ」

「ああ。すぐ戻る」

　燕えん青せいは頭を下げ、大だい相しよう国こく寺じから出ていった。

　去ってゆくその後ろ姿を見つめながら、陸謙はため息をつく。顔をしかめて、それから絞り出すような声を出した。

「……許せ、燕青」




　林りん冲ちゆう邸に着き、錦きん児じに来訪を告げると、真っ先に小しよう倩せんの部屋へと向かった。中は暗かった。今晩は空も曇くもっているため、月明かりも入ってこない。

　寝台に小倩の影かげが見えた。掛け布団をかけ、仰あお向むけに寝ている。

「小倩」

　声をかけると、暗い中でもわかるほどに、彼女の顔はパアッと輝かがやいた。

「来てくれたんだ……！」

「気分は悪くない？　なんか温かいお茶でももらってこようか」

「ううん。いまは咳せきも出ないし、平気」

　身を起こそうとする小倩を、慌てて燕青は止めた。

「いいって、無理すんな。寝たままでいろよ」

「ちょっとだけだから」

　小倩は掛け布団をはねのけると、床に足を下ろし、寝台に腰掛けた。空いているスペースをポンポンと叩たたき、燕青を誘う。

「邪じや魔まするぜ」

　横に座った燕青は、緊張で身を硬くした。暗い室内で、肩を寄せ合って、小倩と二人きりでいる。妙な気を起こすわけではないが、なんだか、落ち着かない。

　遠くからドーンと鮮あざやかな炸さく裂れつ音おんが聞こえてきた。花火の音だ。都の中心部で打ち上げられているのだろう。何か行事でもあったかと考えてみるが、まるで思い出せない。ここのところ忙しくて、遊興に関わることなど頭に入っていないのだ。

「あ……花火」

　小倩は音のした方角へと顔を向けた。

「いいなー……見たいなー……」

「絶対ダメだ。ここでジッとしてろ」

「うちの屋根の上からだったら、たぶん見えると思うよ」

「危ないからよせよ。落っこちて死ぬかもしれないんだぞ」

「そこをなんとか」

「ダメだっつーの」

「ちぇー、燕えん青せいくんのケチんぼ」

　唇を尖とがらせて拗すねたが、さすがに小しよう倩せんはそれ以上、駄々をこねることはしなかった。

　その代わりに、体を傾けて──コツンと、燕青の肩に頭をのっけた。

「な、なんだよ」

　密着されたことで、より一層緊張が高まり、燕青の体はカチンコチンに固まる。

　暗がりの中、小倩は微かすかに笑った。

「ごめんね。せめて、想像して楽しみたいの。燕青くんとこうやって並んで、花火を見ているところを。ほんの数分だけ……お願い……」

　ずっとこんな感じだ。自分とは違う感覚を小倩は持っている。だから一緒にいると、妙にペースを狂わされる。

　でも、それが何だか楽しい。

　肩を並べて座った。目を閉じて、都の夜景を想像する。不夜城。明かりがあちこちに点ともっており、楼閣の窓から顔を出した人々が、花火を見物している。立ち並ぶ楼閣群の奥のほうから、色とりどりの花火が、時に形を変え、時に連続で、空に打ち上げられる。ボン、ボボンと冬の夜空にこだまする音が、耳に心地ここち良い。

「くしゅん」

　小倩はくしゃみをした。

「この寒いのにそんな薄うす着ぎしてるからだ」

「部屋の中だもん」

「いまは外だろ。自分で空想を壊こわすなよ」

「あはは、ごめん。じゃ、こうしよ」

　小倩はさらに横に詰めて、ぴったりと燕青に体を寄せてきた。肩に頭をのせるのとはわけが違う。体温を感じるほどに密着している。確かにくっついているところは温かい。でも、燕青としては、我が身をどうすべきか困ってしまう。

「ずっとこうしていたいね」

　穏やかな時間が流れる。小倩の言う通り、二人だけで、いつまでもこうやって過ごしていたい。だけど、天命は、それを許さない。

「私……いつ、死ぬのかな」

「俺おれが何とかする」

　なんて無責任な発言だ、と思いつつも、燕青としてはそう言うしかなかった。黙だまっていたら、二度と小倩を救うことが出来なくなりそうで、怖かった。

「無理しなくていいよ──燕えん青せいくんに出会えたから、私、それでもう満足なんだ」

　ちょうど花火が終わったのか、いつの間にか音は聞こえなくなっていた。

「おい」

　燕青はつい目を開けて、横の小しよう倩せんの顔を見つめた。

　強がりか、それとも本気でそう思っているのか。小倩は明るい声で続ける。

「たった一年の短い時間だったけど、いっぱい幸せをもらえたよ。お父さんのこともあって、みんな私を避さけていたから……燕青くんだけが、私と一緒にいてくれた。私に、生きることって楽しいことなんだって、教えてくれた」

「変なこと言うなよ！　まだこれからだろ！　天命なんて関係ない、俺おれが──」

　クスッ、と小倩は小さく笑い──唐突に、優しく、燕青のことを抱き締しめてきた。

　燕青はドキッとしたが、素直に身を委ゆだねた。小倩の髪かみから甘い香りが漂ってくる。

　小倩は「大丈夫」と優しく囁ささやきかける。

「私は、ずっとそばにいるから」

　ツ、と頰ほおを伝う温かいものを感じながら、燕青は穏やかに目を閉じた。そして自分も、小倩の背に腕を回す。

「大好きだよ、燕青くん」

　小倩の言葉に、ただ燕青は黙だまって、腕に力を込めた。言葉ではなく態度で気持ちを示す。何千回生まれ変わろうとも、ただお前だけを想おもい続ける、という気持ちを込めて。

　彼女を失いたくなかった。小倩のいない世界なんて想像したくなかった。

（覆くつがえしてやる──どんな手を使ってでも、このふざけた天命を、ぶっ壊こわしてやる！）




　　　　　　　　　　※　※　※




　大だい相しよう国こく寺じに戻った燕青は、眉まゆをひそめた。

　隊長達たちは誰だれもいない。もうすぐ作戦開始の時間となるのに、自分がちょっと林りん冲ちゆう邸へと行っている間に、どこへ消えてしまったのか。

「あ、燕隊長！　お待ちしていました！」

　地下への階段前に待機している十数名の兵士達のうち、一人が駆け寄ってきた。

「他ほかの隊長はみんなどこに行ったんだ？」

「宮城のほうから爆ばく発はつ音おんが聞こえてきたのです！　仮面の女が封ふう鎖さされた通路を爆破して、城内へ侵入しようとしているに違いないと、みなさん急いで救援に向かったんです！」

　まさかの事態だ。地下で爆破能力を使えば生き埋めになる危険性もあるというのに、仮面の女は構わず強硬手段に出たのか。

「俺も行く！　お前達はここに残って、他に誰か来たら、現況を伝えてくれ！」

「はっ！　かしこまりました」

　敬礼する兵士達たちを残し、燕えん青せいは地下へと飛び込んだ。

（とはいえ、まずいな）

　太たい陰いん剣けんは地下では使えない。

　実は、燕青の太陰剣が効力を発揮するためには、「影かげ」であればなんでもいい、というわけではない。ただ単に光が当たらない場所という意味での「陰」には適用出来ない。何か光源があって、それによって地面や壁かべに映し出されるシルエットとしての「影」、それにのみ太陰剣は使えるのである。

　地下は、太陰剣にとって最も不利な場所だ。光が遮断されている空間だから、松明たいまつ等で何らかの物体を照らさない限りは、「影」は生まれない。

　だから高速移動も使えない。これだけ暗い空間であるのに、せいぜい効果があるのは松明で照らされた自分自身のシルエットだけ。もどかしいが、普通に走っていくしかない。

　地下を奥へと進んでいくうちに、ふと、壁や天井に違和感を覚え、立ち止まった。

　ところどころ、やけに膨らんで見える。

「これは……？」

　ただの藁わらを球状に固めた物だ。糊のりで接着しているのか、壁や天井に張りついたまま離はなれない。が、それがただの藁でないことはわかっている。

「まさか!?」

　自分の置かれている状況に気が付いた直後、球状の藁は光を放ち、連鎖的に爆ばく発はつを起こした。トラップだった。地下通路の中を爆ばく風ふうが走り抜け、石材が砕け、土が崩れ出す。

　シャンッ……シャンッ……禅ぜん杖じようを鳴らしながら、まだ崩れていない通路を、仮面の女がゆっくりと歩いてくる。

　崩れ落ちた土砂の前で立ち止まり、身動きひとつ取らずにしばらく眺め続ける。やがて、片手は禅杖を持ったまま、左手だけで合掌の形を作り、拝み始めた。

「勝手に殺すな」

「──!?」

　どこからか聞こえてきた声に、仮面の女は合掌をやめて、顔を上げた。

　たちまち土砂を吹き飛ばし、中から燕青が飛び出てきた。

　爆発の瞬間、燕青は太陰剣を、松明の明かりで出来た自分の影に刺していたのだ。当然、体が影化したことにより、自分のシルエットは消えてしまい、効果が発動したのはほんの一いつ瞬しゆんだった。だが、それでも間かん一いつ髪ぱつ、爆風の直ちよく撃げきだけは免れることが出来た。

　仮面の女の虚を衝ついた燕青は、相手の脇わき腹ばらを刃で貫いた。だが、急所を外してしまった。さすがに敵も並の戦士ではない。咄とつ嗟さに体を横へさばいて、致命傷を避さけたのだ。

　脇腹を刃が貫通している状態で、仮面の女は構うことなく、燕青の体を両腕で抱き止めて、強く締しめつけた。燕えん青せいの全身の、骨や肉がミシミシと軋きしみ始める。

「ぐ……あ！　離はなせ！」

　引き剝はがそうとするも、敵の力は半端ではない。

　このままでは締め殺される──というところで、どこからか鈍い音が聞こえてきた。崩れ落ちた土砂の向こうからのようだ。次第に音は大きくなってきている。

　ドガァッ！　土塊が爆散し、蛇だ矛ぼうを構えた林りん冲ちゆうが飛び出してきた。異変に気が付いて戻ってきてくれたのだ。体を青い仙気で覆おおっており、早くも仙シエン姑クーの力を解放している。

「燕青を離せッ！」

　瞬時に状況を見て取った林冲は、怒号とともに、蛇矛を振った。

　仮面の女は禅ぜん杖じようで防いだが、本気の林冲とでは、力比べにもならない。あっさりと吹っ飛ばされた。受け身を取り、素早く起き上がると、背を向けて逃げ出した。

　燕青と林冲は、その後を追いかける。

　やがて地上へと向かう階段に到達した。




　上へ出ると、そこは運河の岸辺だった。目の前には大きなアーチ状の橋が架かっている。夜間であるが多くの人々が行き交っており、橋の下は貨物用の船が走っている。

　その橋の上に、仮面の女が仁王立ちしている。迎え撃うつ気だ。

「逃げずに正面から戦うか！　意気込みだけは褒ほめてやる！」

　林冲は飛びかかった。ギンッ！　禅杖と蛇矛がぶつかり合い、強烈な金属音が夜の運河に響ひびき渡った。そこから両者は互いの武器で縦横無尽に攻こう撃げきを仕掛け、攻防一体の激げき突とつを繰くり広げる。周囲を歩く人々は、突然始まった戦せん闘とうを前にして、悲鳴を上げて逃げ惑い始めた。

　林冲は軽やかにステップを踏ふみ、弧を描くような運歩で、一気に相手の背中側へと躍おどり出た。すかさず蛇矛を繰り出し、仮面の女の背中にドスッと尖せん端たんを突き刺す。

「……！」

　仮面の女は苦く悶もんの呻うめき声を上げ、体から蛇矛を引き抜くと、再び禅杖を構える──と見せかけて、いつの間にか左手に握っていた石ころを放り投げた。

　ジャンッ！　と激はげしく禅杖の金輪が鳴り響ひびく。空中で爆ばく発はつが起きた。林冲は顔面を両腕でカバーしたが、爆風で吹き飛ばされ、地面に転がった。

　燕青も駆け出し、加勢に入る。運河の周囲は提灯で照らし出されており、影かげ自体はあるが、太たい陰いん剣けんを使うのに適した影が無い。あったとしても、橋の上では攻撃経路が読まれやすい。

　だから、普通に剣で攻めかかったが、身体能力は仮面の女のほうが上だ。燕青の太陰剣による刺突はあっさりとかわされ、正面からガッシリと組み付かれてしまった。

「く、そ！」

　相手の腕を振りほどこうとするも、かなりの怪力で、ビクともしない。

　体が宙に持ち上げられ、背中から橋に叩たたきつけられる。「かはっ」と呼吸が止まりそうになったが、仮面の女が禅ぜん杖じようを振り上げたのを見て、燕えん青せいはすぐに横転して相手から離はなれた。その直後、禅杖が振り下ろされた。橋が衝しよう撃げきでグラグラと揺れる。

　仮面の女は、橋のど真ん中で禅杖をドンッと突き立て、胸を張り、威圧的に構えている。いまなら燕青達たちの体勢は崩れているから、簡単に逃げられるというのに、そうしない。おそらく彼女も、ここで勝負を決めるつもりなのだ。

「大丈夫か、燕青！」

「平気だ。けど、やられたかもしれない」

　そう言って、燕青は上着を脱ぎ捨てた。仮面の女は、触った物を爆弾化させる。いま触られたこの服も起爆可能な状態になっている可能性が高い。

　それから、剣先を敵に向かって突きつけた。

「さあ、仕切り直しだ、仮面の女。それとも、本名の魯ろ達たつで呼んだほうがいいか？」

　仮面の女は無言のままだ。何も言わず、じっとこちらを見つめている。

　ジリ……と燕青と林りん冲ちゆうは、にじり寄るように足を滑らせ、少しずつ橋のほうへ近付いていく。

　その時、右方向から、船が進んできた。物資運送船だ。

「いけない！」

　間の悪い時に船がやってきたことに林冲は焦しよう燥そうの色を浮かべ、駆け出した。

　仮面の女は、禅杖を高々と振り上げた。そして、両腕の筋肉をメキメキと膨ふくらませると、力の限り橋を叩いた。轟ごう音おん粉砕、アーチ状の橋は、中ほどからバガンッと割れた。真下を通過していた船の上に、バラバラと破片が落ちていく。作業中の船員達は悲鳴を上げた。

　ズンッ。甲板の上に、仮面の女は着地した。禅杖を振り回し、邪じや魔まな船員達を次々と運河に叩き落とす。その間にも船はどんどん先へと進んでいく。

　林冲は軽く助走をつけた後、岸辺から船に飛び移った。だが、普通の身体能力の燕青には、そこまでの跳ちよう躍やく力りよくは出せない。地上からは影かげも繫つながっていないから、太たい陰いん剣けんで移動することも出来ない。運河を進む船と併走しながら、何とか甲板に移れる場所を探し求める。

　甲板上で爆ばく発はつが起きた。

　運河沿いの提ちよう灯ちんで照らされた甲板の上で、林冲と仮面の女は死し闘とうを繰くり広げている。さすがに真っ向勝負では不利だと判断したか、林冲は力比べにならないよう、巧みに相手の攻こう撃げきを回かい避ひしながら反撃を仕掛けている。

　少しずつ、仮面の女の僧衣に破れや乱れが目立ち始めた。

（あいつ……かなり弱っている！）

　仮面の女の動きは精彩を欠いている。以前戦闘した時はもっといい動きをしていた。パワーはあるが、スピードや切れはない。先の戦いでの負傷が効いているようだ。

　次の橋に辿たどり着いた。

　燕えん青せいは橋の上に駆け上がると、そこから甲板に飛び下りた。仮面の女を倒すなら、弱体化しているいまがチャンスだ。生け捕りにして聞き出したいことは山ほどある。だが、そんなことを気にしていたら、この難敵はまた逃げてしまう。逃げられるくらいなら、仕留める。

　船は橋の下に入った。甲板の大部分が、影かげで覆おおわれる。

「曳エイッ！」

　燕青は甲板に太たい陰いん剣けんを刺し、瞬しゆん時じに己が身を影と化した。ジャッ、と影は板の上を滑っていき、仮面の女の背後へと回り込んだ。そこから実体へと戻るやいなや、躊ちゆう躇ちよなく、仮面の女の胴体を剣で貫いた。ズグッ！　骨と肉の厚みが手に伝わってくる。

　ごぼ、と仮面の奥で血を吐く音がして、敵はよろめく。心臓の真芯を捉とらえていなかったのか、本当なら即死でもおかしくないのに、仮面の女はなおも仁王立ちを続け、禅ぜん杖じようを振り上げた。

「まだ──」

　初めて仮面の女の声を聞いた。

　たちまち、燕青と林りん冲ちゆうの顔に、驚きよう愕がくの色が浮かんだ。いまの声には聞き覚えがある。

「終わらせ──ない──」

　仮面の女は振り向きながら、燕青に向かって、禅杖を叩きつけようとする。だが、再び血を吐き、手から禅杖がこぼれ落ちて、ガランと甲板に転がった。

「死んだ……のか？」

　冬の夜であるにもかかわらず、額に滲にじんだ汗をぬぐい、林冲は尋ねてきた。

　敵はもう動かなくなっていた。立ったまま息絶えている。しぶとく戦い続けた末の、壮絶な最期だった。

　船も止まっている。すでに漕こぎ手は逃げ出したのだろう、さっきまでは惰性で運河を滑っていたが、ついに静止したようだ。次の橋の下をくぐり抜ける直前だった。

「仮面を、取ろう」

　燕青の言葉に、林冲は頷うなずいた。先ほど耳にした仮面の女の声──もしもその正体が、二人の予想通りなら、事態は急展開を迎える。

　燕青は、死んでいる相手の顔から、仮面を外した。




「なんだよ──これ──!?」




　血の気が引くほどの恐怖と絶望が、背筋を駆け巡った。




　仮面の下から現れたのは、鄧とう元げん覚かくだった。




「どうして!?　まさか、こいつも仙シエン姑クー……!?」

　服をめくり、仙シエン姑クーを表す文字が浮いていないかを確認しようとするが、林りん冲ちゆうに止められた。

「調べる必要はない。討とう仙せん隊たいの女性は、全員調べられている。鄧とう元げん覚かくは仙姑ではない」

「だったら、あの爆ばく発はつの能力は……!?」

「おそらく万ばん里り起き雲うん煙えんの隠された効能だ。煙幕を張ることよりも、本当は爆破能力が主だったんだ。きっと、鄧元覚自身も最初は知らなかったが、使っているうちに気が付いたんだろう」

　林冲は死体の右手を取り、そこに装着された手袋を外した。その下からは手甲が現れた。宝パオ貝ペイ、万里起雲煙だ。

「何ということはない、仮面の女は仙姑なんかではなく、本当は、鄧元覚が宝パオ貝ペイを使って暴れていただけ。それが、真実だったんだ」

「だけど、大だい相しよう国こく寺じでは、仮面の女と戦って怪け我がしてたじゃないか！」

「自分に向かって爆弾をぶつけただけだろう。行動不能にならない程度に。仮面や僧衣は、爆弾化して消し飛ばしてしまえば、証拠も残らない。全部、鄧元覚の自作自演だったんだ」

「何のためにそんなことする必要があったんだよ……！」

「私にもわからない」

　気味の悪いものを感じながら、甲板に転がる鄧元覚の死体を、二人は呆ぼう然ぜんと見つめている。なぜ仙姑と戦い、都を守るべき討仙隊の人間が、こんな真似まねをしたのか。

「……間に合わなかったか」

　不意に後ろから、ドサッと甲板に何かが降り立つ音と、声が聞こえてきた。

「陸りく謙けんか？」

　振り返った林冲は、信じがたい光景を前にして、目を見開いた。

　小しよう倩せんがいる。

　怯おびえた眼まな差ざしをこちらに向け、喉のど元もとに刃やいばを押し当てられて、陸謙に捕らえられている。

「小倩ッ!?」

　林冲は叫び、駆け寄ろうとしたが、「おっと動くな」と陸謙が太たい陽よう刀とうを持つ手に力を込めたので、足を止めた。

「見ればわかるだろ。君の妹は、人質として連れてきた。一歩でも近寄れば、首を刎はねる」

　陸謙の声は震ふるえている。暗いのでわかりづらいが、心なしか目も充血しているようだ。

「説明しろ、陸謙！　なぜ、こんなことを！」

「黙だまれ。いまは君に用はない。僕が話したいのは、燕えん青せいだ」

　混乱に次ぐ混乱。仮面の女の正体が鄧元覚であったという衝しよう撃げきから覚めないままに、陸謙が突如起こした暴挙。一体何が起きているのかと、燕青は必死で考えてみるが、頭が回らない。

「燕青──胸の宝パオ貝ペイを、渡してもらおうか」

「これ……を……？」

　胸の前にかかっている円えん盤ばんを握り、顔の高さに掲げた。

「そうだ。それは本来なら君のための持ち物ではない。一族共有の財産だ」

「一族……？　何のことだよ……？」

「いいか、この状況は『交渉』ではない。『命令』だ。君は素直に、その胸の宝パオ貝ペイを僕に渡せばいい。さもなければどうなるか、言わなくても、わかるだろう？」

　刃が、少しだけ、小しよう倩せんの首にグッと押し当てられた。

「だから質問に答えるつもりはない。さっさと終わらせよう。あとは今日見たことを君達たちが全すべて忘れるのであれば、僕達の関係は、また元に戻る」

「っざけんな！　一方的にグチャグチャ言いやがって！　そんな簡単に──！」

「次に無駄口を叩たたいたらこいつを殺すぞ」

　陸りく謙けんはさらに小倩の首に刃を食い込ませた。皮と肉が切れ、血が流れ出す。

「……！」

　気丈にも、小倩は耐えていた。涙はこぼしているが、決して声を上げない。

「う……く……」

　選択の余地はなかった。陸謙は本気だ。ためらうことなく小倩の首を搔かき切るだろう。

　燕えん青せいは首から鎖くさりを外し、円えん盤ばん型の小さな宝パオ貝ペイを、陸謙に投げて寄越した。

「賢けん明めいな判断だ」

　円盤をキャッチすると、陸謙はフッと笑い、小倩の首から刃を外した。

　──と思ったのも束つかの間、上段に太たい陽よう刀とうを振りかぶり、刃の先から炎を噴ふき出させた。人の体よりも大きな火球が生まれる。そこから陸謙は、刀を、虚空を斬きるようにして思いきり振り下ろした。放たれた火球は、まっすぐ林りん冲ちゆうに向かって飛んでいく。

「なに!?」

　小倩の無事にばかり気を取られていたせいか、林冲は対応出来なかった。火球が体に着弾するや、爆ばく発はつするような音とともに、甲板の外へ弾はじき飛ばされ、そのまま運河の中へと落ちた。

「お前──騙だましたなッ！」

　燕青は怒号を上げた。

「素直に従った君達が、愚かなだけだ」

　そして刃やいばを小倩に向けた。何をやるのか察した燕青は、顔から血の気が引くのを感じた。

「やめろ……もういい……今日のことは黙だまってる。全部忘れる。だから、お願いだから」

　燕青の哀願に対し、陸謙は冷たい目を向けてきた。

「駄目だ。一族の務めを忘れ、天命の巫女みこから受けた恩まで忘れてしまった──君の頼たのみなど聞く気はない」

「一族の務め……？」

「残念だよ、燕青。君はそんな大事なことも忘れてしまったのだね」

　まさか、失われた自分の記き憶おくについて何か知っているのか──と驚おどろく燕青の目の前で、陸謙は太たい陽よう刀とうを振り上げた。殺意の籠こもった目で、小しよう倩せんを睨にらみつけている。

「やめろおおおお！」

　小倩を守ろうと、燕えん青せいは駆け出した。

　そこへ、陸りく謙けんは顔の向きを変えた。狙ねらいをこちらに向かって定めている。

（しまった──！）

　虚を衝つかれた。小倩に斬きりかかろうとしたのはフェイクだったのだ。

　今度は燕青に向かって、陸謙は太陽刀を振り下ろそうとした。

「やぁああああ！」

　小倩が、大声を上げる。

　武人の父の血ゆえか──力の入ったステップで陸謙の懐ふところへと飛び込むと、自分の髪かみから海かい棠どう花かの簪かんざしを引き抜き、その尖せん端たんを相手の顔面に向かって突き出した。

　眼球のすぐ下、頰骨のあたりを、簪は切り裂いた。

「う、ぐぉ!?」

　陸謙は攻こう撃げきを中断し、傷ついた顔面を押さえて、少しばかりふらついた。

　その隙に、小倩は、燕青のもとへ避ひ難なんしようと走り出した。

「このッ──なめんな！」

　汚い言葉遣いで陸謙は激げつ昂こうし、甲板を蹴けった。一足で小倩の背に追いつき、怒りに任せて、太陽刀による斬ざん撃げきを放った。




　小倩の背が──袈け裟さ斬ぎりに、深く切り裂かれた。鮮せん血けつが宙に飛び散る。




「小倩ッッ!?」

　燕青は悲鳴を上げた。

「ふ……くく……くくく……」

　ヒステリックに笑いながら、陸謙は数歩下がった。

　小倩はグラリと倒れ始める。その体を、駆け寄った燕青は抱き止めた。

「おい！　しっかりしろ！」

　顔色が真っ青になっている小倩に対し、燕青は必死で声をかける。手を握ってやったが、冷たい。体温が抜けていくのを感じる。

「頑張れ……いま医者を呼ぶから……だから、死ぬな！」

　大声で呼びかけるも、小倩はもう何か喋しやべれるような状態ではない。それでも燕青の手を握り返し、唇を震ふるわせながら、幸せそうに笑った。

「ね……燕青くん……今度は……一緒に……」

「一緒に……なんだよ？」

「ほんとの……花火……見ようね……」

「……！」

　胸からこみ上げてくるものに耐え、燕えん青せいは歯を食い縛しばった。出来るだけ笑顔になるように頑張って、コクンと頷うなずく。

「見よう……！　空想じゃなくって、本物を、二人で……！」

「……あり……が……と……」

　小しよう倩せんは満面に笑みを浮かべて、眠るように目をつむった。目め尻じりから涙がこぼれ落ちる。

　直後、彼女の全身から、力が抜けた。その手から海かい棠どう花かの簪かんざしが転げ落ち、甲板の上でカランと音を立てた。

「あ……」

　燕青は放心した目つきで、魂の抜けた小倩の体を見つめている。軽く揺するが、人形のようにユラユラと頭や手が揺れるだけ。もう生きている人間の肉体ではない。

「あ──うああ、ああ──あああああ！」

　髪かみを搔かきむしるようにして頭を抱え、燕青は絶叫を上げた。喉のどの奥から声を絞り出し、号泣する。どれだけ泣いても弔うには足りない。数秒間、泣き叫び続けた。

　やがて泣き止んだ燕青は、甲板に落ちたままの海棠花の簪を拾い、懐ふところにしまった。大切な形見だ。そして、憎悪のこもった声音でポツリと呟つぶやいた。

「……陸りく……謙けん」

　顔を上げ、仇かたきの顔を見る。

「陸謙ッ！」

　完全に隙すきだらけだったにもかかわらず、陸謙は一切攻こう撃げきを仕掛けてこなかった。冷たい笑みを浮かべて、燕青のことを見つめている。

「よくも──小倩を！」

「怒るな。自業自得じゃないか。君だって彼女を殺した」

　陸謙が指差す方向には、鄧とう元げん覚かくの死体。

「君に殺されるということが、彼女にとって、僕にとって、どれだけ無念なことだったか、わかるか？　……だから、これでおあいこだ」

「何がだよ！　言ってる意味がわかんねーよ！」

「僕のほうこそ、君がそこまで怒る理由が、よくわからないな。小倩が死ぬのはどうせ天命じゃないか。天命の巫女みこの託宣通り、死ぬべき運命にあったんだから」

　そこで陸謙は運河の岸辺のほうを見た。野次馬達たちが集まってきている。ため息をつきながら、太たい陽よう刀とうを構えた。

「面倒なことになってきたな……仕方ない、全員焼き尽くすか」

　淡々と恐ろしいことを言い放つ。そこに狂気すら感じ、燕青はゾッとした。だが、小倩を殺された怒りのほうが強い。

（殺してやる……！）

　自分の剣を鞘さやから抜き、身構えた。




　ズンッッ。

　何者かが甲板に乗ってきて、船全体が揺れた。




「なんだ……？」

　頭を向けた陸りく謙けんは、ハッとした表情になり、身を強こわ張ばらせた。

「ウ……ウウ……ウウウ……」

　林りん冲ちゆうだ。火球を喰くらったせいで、衣服はあちこち焼け焦げている。が、そんな痛々しい見た目とは裏腹に、全身から力が溢あふれている。目を血走らせ、口からは獣けもののような声を漏もらして。

　そして、妹の亡なき骸がらを見た瞬しゆん間かん、さらに激はげしく変化を見せ始めた。

「小しよう……倩せん……ッ！」

　シュウウ、と口の端から蒸気のようなものが噴ふき出す。

「小倩！　小倩！　小倩！　アアアア──ァァアアア！」

　夜の帳とばりを引き裂く魔ま獣じゆうの咆ほう吼こう。

　目を真っ赤に輝かがやかせた林冲は、蛇だ矛ぼうをズンッと甲板に突き立て、ブツブツと何かを唱え始めた。この国の言葉はおろか、この世界の言語ですらないような、異様な耳障りを伴う呪じゆ語ごが運河に響ひびき渡る。

「ははは……ははははは！」

　陸謙は高笑いを上げた。

「まさか！　ここで暴走するか！　いいぞ、存分に暴れ回れ、林冲！」

　林冲を中心にして、甲板に紋様が走り始めている。奇怪な文字も混じり、辺りの様子は一変した。ボウッ、と船体が紫色に輝かがやき始め、板がせり上がりメキメキと変形していく。運河の水も黒く染まり始めた。

「林冲！　よせ、元に戻れ！　このまんまだと──！」

　燕えん青せいは必死で止めようとするも、その声は林冲には届いていないようだった。

　甲板の板は、形を変えて、三さん角かく錐すい状じようになった。まるで先端が槍やりのようになっている、木で出来た触手だ。しばらく有機的にウネウネと蠢うごめいていた触手は、突如、四方八方から燕青の体を串くし刺ざしにせんと襲おそいかかってきた。

　燕青は跳び下がり、攻こう撃げきを避よけつつ、船から水の中へと飛び込んだ。運河の黒い水はまるで沼のようだ。腕や脚を動かすと、絡みつくような重さを感じる。長く浸つかっているとよくないことになりそうだったので、急いで岸に上がった。

　船のほうを振り返ると、陸りく謙けんもどこかへ逃げたのか、いつの間にか姿を消していた。

　そこへ、騒さわぎを聞きつけたのか、すぐに陳ちん希き真しんがやって来た。

「大丈夫かね!?　何が起きている！」

「陳さん！」

　心強い味方の訪れに、燕えん青せいはホッとした。だが、依然状況は悪化し続けている。運河のど真ん中で船はどんどん形を変えていき、元の質量を超える勢いで増幅しつつある。

　手早く燕青はこれまでのことを説明した。

「なるほど……ふむ、これは討とう仙せん隊たい始まって以来の、一大事だな」

　おどけた調子で陳希真は言っているが、顔は真ま面じ目めだ。桃とう木ぼく剣けんを掲げて、呪じゆ文もんを唱え始める。黒いもやが四つ、彼の周りに現れた。

「一気に霊れい獣じゆうを四体も……!?　無茶だ！　相当な仙気を消耗するぞ！」

「この災厄を止めるためなら死ぬことも厭いとわぬ。延えん安あん府ふのような悲劇は二度と起こさせん！」

　額に脂汗を浮かべながらも、雄々しく叫び、陳希真は霊獣達たちを創り出した。

　翼つばさの生えた虎とら・窮きゆう奇きを始めとし、長毛の犬・渾こん沌とん、人面の牛・饕とう餮てつ、人面の獣けもの・檮とう杌こつといった、「四し凶きよう」と呼ばれる伝説上の霊獣達。いずれも四つ足の動物形態。その図体は人間の背丈よりも遙はるかに大きい。それら四体がズラリと横に並んでいる様は、圧巻としか言いようがない。

　これなら何とかなるのでは──そう思った燕青は、すぐに、自分の考えが甘いことを思い知らされた。

「キイィィァァァアアア！」

　甲高い叫び声を上げ、林りん冲ちゆうは両腕を振り上げた。

　気が付けば、岸辺の地面まで紫色に変色している。さらに、街路に生えている木々の一本一本が鋭い槍やりと化し、グニャリと柔軟に曲がって、燕青達に向かって襲おそいかかってきた。

　燕青は、間かん一いつ髪ぱつで、正面から迫ってきた槍を回かい避ひした。穂ほ先さきが地面にドスリと突き刺さる。

　後方へ退避した燕青に続き、陳希真も飛び退いて、槍やり衾ぶすまの攻こう撃げきをかわした。だが、どこからか現れた槍が、ドスッと腹部を貫いた。ぐふっ、と陳希真は呻うめく。

「地中から……だと……？」

　槍と化した木の一本は、地面に突き刺さっている。そのまま土の中を伸びていき、足元から飛び出して襲いかかってきたのだ。

　燕青は助けに入る。槍の柄を剣で叩たたき切り、陳希真の体を離はなしてやる。

　腹部に刺さった槍を、陳希真は抜こうとしない。医者がいないこの状況で、迂う闊かつに抜いてしまえば、失血死してしまう。だが、相当な激げき痛つうを伴っているはずだ。

「くそ！　どうすれば！」

　戦い方を考えているような余裕はない。

　何かのオブジェのようにグチャグチャに変形した、運河の船を中心として──周辺の地面から生えてきた無数の槍やりが、蔦つたの如ごとく有機的に絡み合っていく。果ては、頭上で寄り集まり、頭上で一本の大樹を形作った。槍の大樹はメキメキと音を立てながら天へと伸び、塔の如く、高くそびえ立っていく。

「聞いてくれ、燕えん青せい。私に策がある」

「策!?　この状況を、どうにか出来んのか!?」

　討とう仙せん隊たい最強の男、陳ちん希き真しんなら、何か有効な手があるのかもしれない。

「召喚したこの四体の霊れい獣じゆうは、凶事をもたらす存在だ。ゆえに四し凶きようと呼ばれる。一体一体でも強力だが、真価を発揮するのは、四方へと配置した時──すなわち、『陣』を張った時だ」

「陣って……？」

「いままさに目の前で林りん冲ちゆうが張っているものも、そうだ。かつて最初の仙シエン姑クー・魯ろ達たつが延えん安あん府ふで張ったのも、おそらく陣だったのだと、私は推測している」

「魯達と同じ!?　じゃあ、このまま林冲が暴走し続けると──」

　天空から凄すさまじい音が聞こえてきた。

　ザシャアアアと耳障りな擦さつ過か音おんが響ひびき、寄り集まっていた無数の槍が、都の各所に向かって放射状に伸びていく。まるで花が開くかのように、槍の大樹の先端がばらける様は、燕青の想像を遙はるかに凌りよう駕がする、末世的な光景だ。

　何千という槍の穂ほ先さきが、都中に襲いかかる。

　建物を貫通し、船を砕き、そこにいる人々を無差別に刺し殺していく。

　老いていようが幼かろうが関係ない。人間である限りは全すべてが対象となる。

　方々から悲鳴と絶叫が響いてきた。

　大量の人間の血を吸った槍は、グググと持ち上がり、また天に向かってまっすぐ立ち上がっていく。わけもわからずに命を落とした人々は、槍の穂先にダラリと亡なき骸がらを垂らしている。赤い血が雨のように降り注いだ。

「う……あ……」

　気が付けば、燕青はガチガチと歯を鳴らしていた。

　これまでに戦ってきた敵達たちとは、段違いの規模の殺さつ戮りくだ。どんなに強くても、宝パオ貝ペイを駆使すれば十分に渡り合えた。

　しかし、陣を張った林冲は、もはや人間が敵かなう相手ではない。

　神だ。

　破は壊かいと殺戮の女神だ。

「どうして──陸りく謙けん一人殺せばいいことだろ！　なんで無関係の人達まで！」

　こんな虐殺、自分の知っている林冲がするようなことではない。

「仕方があるまい。林冲はもう、本来の彼女ではなくなった。星の力が具現化した──破壊の化身となった。人間の理屈は通用しない。……それでも、まだ、僅わずかに意識はあるようだ」

　と、陳ちん希き真しんが指差した方向では、触手のように伸びた長大な槍やりが、何かを狙ねらって時たま襲おそいかかっている。おそらく、あの槍が襲っている先に、陸りく謙けんがいるのだろう。

　このまま林りん冲ちゆうを放っておけば、そう時間を置かずに、陸謙を仕留めるに違いない。だけど、目的を果たしたところで、無差別殺さつ戮りくをやめる保証はない。待っているわけにはいかない。

「教えてくれ、陳さん！　どうすればいい!?　また大勢死ぬ前に、止めないと！」

「陣を、陣で上書きする。林冲の陣の外から、私が『誅ちゆう仙せん陣じん』を張る。君には東西南北に四し凶きようを配置してほしい。くれぐれも、途中で一体でも倒されないよう、気を付けるんだ」

「東西南北って言っても、具体的に、どこへ連れていけば」

「細かい場所は安心したまえ。私が呪じゆ文もんを唱え始めた瞬しゆん間かんから、四凶は陣を張るように自然と動き出す。君はただ、四体全すべてを守るようにしてくれればいい」

「わかった──行ってくる！」

　燕えん青せいが頷うなずくのと同時に、陳希真は呪文を唱え始めた。すると、四凶は一斉に、同じ方向へ向かって走り始めた。一体ずつ配置につくまで、まとまって動こうというのだろう。さらに、燕青の足に合わせてか、比較的ゆっくりとしたスピードだ。

　これでは遅い。咄とつ嗟さに燕青は、翼つばさの生えた虎とら・窮きゆう奇きの上に飛び乗った。

　四体の走る速さが増した。誅仙陣を張るため、林冲の陣の外へとまずは飛び出す。離はなれたところから林冲の陣を見て、燕青はその有り様を表現する言葉が見当たらず、絶句した。

　街の中央に、無数の槍が絡み合って出来た、グロテスクな大樹がそびえ立っている。陣の範はん囲い内ないである地面は紫色に輝かがやき、空間全体がおぞましい色合いの光に包まれている。生きとし生けるものを拒絶するような妖よう艶えんなる結界。

　最初の仙シエン姑クー・魯ろ達たつが、たった一人で延えん安あん府ふを壊かい滅めつさせたのも、よくわかる。これは単なる妖術の類ではない。世界そのものを陵りよう辱じよくする、暴力的で、圧倒的な、女神の御み業わざだ。

　ブウウン──と空中を切り裂いて、何かが飛んでくる。

　槍だ。矢のように放たれた槍が、燕青や四凶を狙ねらって、次々と襲ってくる。

「ちっ！」

　窮奇の上にまたがりながら、燕青は剣を振り、槍を叩たたき落としていく。他の四凶も炎を噴ふいたり、足で弾はじいたりして、攻こう撃げきを防いでいく。

　一体が途中で離り脱だつした。だが、問題はないようだ。離れたポイントで立ち止まったところを見ると、そこが配置場所のようだ。

　霊れい獣じゆう達たちは、猛スピードで走っていることもあり、すぐに次のポイントへと到達する。その度に一体ずつ抜けていく。その数が少なくなるにつれて、大樹からの攻撃を防ぎきれなくなってきた。燕青は腕に、窮奇は背中に切り傷を負った。

　途中、宮城の前を通った。皇帝の居城であろうと例外ではなく、槍の大樹による攻撃を受けているようだ。建物の一部が吹き飛び、見るも無惨な有り様となっている。兵士達が駆け回っており、時おり大砲が火を噴ふいている。飛んでくる槍やりの雨や、槍の触手は、一部は砲弾を受けて破壊されているものの、全すべて防ぎきることは出来ず、数秒置きに被害は拡大している。

　なんとか最後のポイントに到着した。そこは、奇くしくも満まん福ふく楼ろうの前だった。

　いや──正しくは、満福楼があった所、というべきか。林りん冲ちゆうや小しよう倩せんとの楽しい思い出が残る場所は、跡形も無く消し飛んでいた。この破壊をもたらしたのが林冲であると思うと、皮肉を通り越して、あまりの残酷さに、やるせない気持ちになってくる。

「待ってろ……いま、止めてやる！」

　燕えん青せいの言葉に応じるかのように、自分の位置で仁王立ちした窮きゆう奇きは、「ゴウッ！」と吼ほえた。




　目を閉じて呪じゆ文もんを唱えていた陳ちん希き真しんは、ピリッとこめかみに伝わってきた刺し激げきから、全ての霊獣が配置されたことを知った。

「誅ちゆう仙せん、戮りく仙せん、陥かん仙せん、絶ぜつ仙せん、四四刻呪、地水火風──」

　右手の指で印を結びつつ、左手に持った桃とう木ぼく剣けんで、足元に太たい極きよく図ずを描いた。

　いよいよ陣張りの大詰め──というところで、槍の大樹が、ビクンビクンと蠢うごめいた。

　バグアッ、と幹が裂け、内部から槍やり衾ぶすまが飛び出してくる。

「う！」

　ドスドスドスと、陳希真の全身に、二〇本もの穂ほ先さきが一気に突き刺さった。宝パオ貝ペイの酷使で弱っていた体では、避よけることは出来なかった。並の者なら、その痛みだけで絶命している。

　だが、討とう仙せん隊たい最強の名は伊達だてではない。

「まだまだ……この国の……未来の……ため──」

　ブルブルと震ふるえる右手を上げ、指の形を幾通りにも変えながら、最後の印を結んだ。

「──ただでは……死なん……！」

　付着した血をビッと弾はじきつつ、人差し指を立てた。

　地面に描いた太極図が、白く輝かがやき始める。純白の清らかな光が、林冲の陣を内側から食い破り始める。

　陳希真は無数の槍で体中を貫かれたまま、ガクリとうなだれた。

　もう息はしていなかった。




　陣が書き換えられ始めた。内側と外側から白い光が広がっていき、陣はどんどん無効化されていく。中央にある槍の大樹もまた、しぼみ始めた。

「やった……成功した」

　誅ちゆう仙せん陣じんが発動したことを確認し、燕えん青せいはホッと息をついた。これで陣は消滅する。あとは林冲を確保すれば──

「ん？」

　周りから足音が聞こえる。

　民家の建物の陰から、兵士達たちが飛び出してきた。みんな瞳ひとみに恐怖の色を浮かべているが、妙なのは、燕えん青せいを見ているということだ。

「なんだよ、何が──」

「捕まえに来たんだよ、君を」

　背後から、憎き仇かたきの声が聞こえた。

　振り返れば、燕青から奪った円えん盤ばんを首にかけ、酷こく薄はくな笑みを浮かべた陸りく謙けんが立っている。その全身に血がべっとりとついているが、自身の傷から流れ出たものではなさそうだ。

「生きてたのか……!?」

「貴い犠ぎ牲せいの果てに、ね」

　陸謙の言葉に呼応するかのように、兵士達の殺気が増した。そこで燕青は理解した。槍やりの大樹からの攻こう撃げき──何度か、明らかに陸謙を狙っていると思われる攻撃が放たれていたというのに、なぜ彼は生き延びることが出来たのか。

　軍営だ。昼夜を問わず、大勢の兵士達が詰めている。陸謙はそこへ逃げ込んだ後、兵士達を盾代わりにして、なんとか林りん冲ちゆうの攻撃を耐え抜いていたのだ。もちろん、完かん璧ぺきに無事でいられたわけではないようで、多少の怪け我がは負ったのか、脇わき腹ばらを手で押さえており、苦しそうに息をしている。髪かみや衣服も乱れている。やはり追い詰められてはいたのだろう。

　だけど、死ぬことはなかった。この許しがたい男は、あろうことか生き延びてしまった。これだけ多くの人々を巻き添えにしながら、林冲は、仇きゆう敵てきを倒すことが出来なかったのだ。

（こんなの、酷ひどすぎる……！）

　悔しさで涙が滲にじみ出そうになる。

「さあ、燕青。観念して縛ばくにつくんだ」

　陸謙が手を振り上げて合図するのと同時に、兵士達は棒や槍を構えて、ジリジリと間合いを詰め始める。

「どうして俺おれが逮捕されないといけないんだよ！」

「僕は見ていた。小しよう倩せんを背後から太たい陰いん剣けんで貫き、林冲の暴走を誘発したところを。なぜあんな所行に及んだのかは知らないが、理由は法廷で聞こう」

「なんだって……!?」

　一連の変事を、全すべて自分一人に押しつけられている。しかも兵士達はそんな陸謙の偽ぎ言げんを、信じて疑っていない様子だ。

（こんな形で、捕まってたまるか！）

　松明たいまつを掲げている兵士達の足元には、彼らの体を映した影かげが出来ている。一番近くにある影に、燕青は太陰剣を刺し、その身を影と化す。兵士達の足元をくぐり抜け、まっすぐ陸謙のほうへと突っ込んでいく。

「月が太陽に勝てるものか！」

　陸りく謙けんは太たい陽よう刀とうを掲げた。刀身から強烈な光が発せられる。目をやられた兵士達たちが悲鳴を上げた。光源が発生したことで、これまでの影が搔かき消え、別の形になってしまう。光のもとにさらされた燕えん青せいは、陸謙に到達する直前で強制的に実体化させられ、空中に投げ出された。

「あああああ！」

　それでも執念で、陸謙に向かって太たい陰いん剣けんを伸ばした。

　運命の悪戯か──かわされた刃やいばは、陸謙にこそ当たらなかったものの、しかし円えん盤ばん型がた宝パオ貝ペイを繫つなぎ止めている鎖くさりを捉とらえた。

　ブツン、と鎖はちぎれ、円盤が宙に舞まった。

　燕青と陸謙は同時に息を吞のみ、同時に手を伸ばした。だが、僅わずかに燕青のほうが早く、円盤を摑つかみ取ることが出来た。

　奪われた──となるやいなや、陸謙は間合いを離はなした。あえて争奪戦を捨て、有利な位置取りを優先したのだろう。それは正解だ。陸謙には太陽刀がある。発光で影を消せる上に、火炎による遠えん距きよ離り攻撃がある。太陰剣の効力を封じ込められた燕青に、勝ち目は無い。

「くっ──！」

　仇かたきに対して何も出来ないことを呪のろいながら、燕青は身を翻ひるがえして、逃げ出した。

　陸謙の狙ねらいはこの円盤型宝パオ貝ペイのようだ。ならば、おとなしく渡してやるつもりはない。




　途中、追手の妨害に遭いながらも、なんとか研究所に辿たどり着いた。帝都内に仙シエン姑クーが出現したことで所内が騒そう然ぜんとしている。その中を走り抜け、王おう倫りんの部屋へと飛び込んだ。

「燕青!?　無事だったのね！」

「話は後だ！　これを！」

　円盤を手の中に押し込むようにして、王倫に渡した。

「どうしたの？　一体、何が──」

「絶対に陸謙に渡さないでくれ！　あいつは、俺おれ達たちの敵だ！　仮面の女も鄧とう元げん覚かくだった！　いままで戦ってきた奴やつらは、仙姑でも、反乱分子でもない！　あいつらなんだ！」

「な、何を言ってるの？　ちゃんと事情を説明して。どうして彼らが」

「……来たみたいだ！」

　研究所の外から大勢の兵士達が押し寄せる声が聞こえてきた。

　ついに終わりの時が来た。だけど、すぐに捕まる気はない。小しよう倩せんを殺した陸謙に復ふく讐しゆうを果たすまでは、力尽きてなんていられない。

「さよなら、王倫。いままで家族みたいに接してくれて、ありがとう」

　別れの挨あい拶さつを述べ、悲しげに笑うと、燕青は部屋を飛び出した。後ろから何か声をかけられたが、振り返るようなことはしなかった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　この日、帝都に住む人々は、仙シエン姑クーがいかに恐ろしい存在であるかを教えられた。

　一時間にも満たない短い間に、命を落とした人間は一万人を超える。討とう仙せん隊たいの隊長も二名が亡くなった。




　林りん冲ちゆうは、仙姑の陣を強制的に解除させられた後、暴走による仙気の酷使で意識を失い、倒れているところを、軍によって捕ほ縛ばくされた。




　そして燕えん青せいは、仇きゆう敵てき陸りく謙けんを見つけることすら出来ないまま、軍との長時間にわたる激げき闘とうの末、ついに捕まり、林冲を暴走させた下手人として、投獄され──

　翌朝、一方的な裁きの場で、死罪を言い渡された。
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　判決は死刑。

　明日、大勢の民衆の前で斬ざん首しゆとすることで、燕えん青せいの処遇は決まった。全すべては、仙シエン姑クーであることを隠していた林りん冲ちゆうと、それを利用して国家転てん覆ぷくを謀った燕青によって引き起こされた惨劇であると、帝都中に告示が出された。

　真実は依然闇やみのまま、あらゆることが終わりへと向かおうとしていた。




　一方で、林冲は死罪とはならなかった。その代わり、今後の仙姑の暴走に備えるため、生きたまま実験材料とされることが決まった。彼女にとって、それは死ぬよりも辛い未来だろう。

　帝都の研究所では宮城に近いので危険──ということで、別の地へ送られることとなった。

　その話をどこからか聞きつけた民衆達たちは、我を忘れて、軍営前に押し寄せてきた。暴動寸前の状態だ。殺せ！　殺せ！　と喚わめいている。

　門が開かれ、林冲の護送馬車が出てきた瞬しゆん間かん、人々の怒りはピークに達した。

　罵ば声せいが飛び交い、馬車に向かって石が投げつけられる。兵士達は武器でもって牽けん制せいするが、白刃をまるで恐れないほどに、誰だれもが激げき情じように駆られている。

　護送馬車の檻おりの中、林冲は首輪を嵌はめられており、さらに両手足に枷かせもつけられている。だが、そこまでしなくても、彼女にはもう動く力はない。目の焦点が合っていない。うなだれたまま、指一本動かさず、檻の床板をぼーっと眺めているだけ。生ける屍しかばねと化している。

　返せ！　という声も聞こえる。林冲の陣に巻き込まれて、命を落とした人々の遺族だろう。やがて泣き叫ぶ声は増えてきて、いつしか罵声よりも悲痛な声のほうが大きくなっていた。

「仙姑は、やっぱり、危険だ」

　若い大工が呟つぶやいた。隣となりに立っている酒屋の息子も、初対面の大工の肩をポンッと叩たたき、「俺おれもそう思う」と頷うなずいた。通りに面している楼閣や商店の建物群は、槍やり衾ぶすまの被害で屋根や壁へき面めんがズタズタに引き裂かれている。遠くに見える皇帝の居城も、ところどころ穴が空いている。帝都の中心部は、どこを見渡しても、竜巻か地じ震しんの後のように、凄すさまじい傷跡だらけだ。

　陣が解けるまで、三〇分にも満たない時間。そんな短い間でも、たった一人の少女が、都を壊かい滅めつ寸前まで追い込んだのだ。恐怖を覚えずにはいられない。

「このままじゃ、この国は滅んじまう！　俺達が何とかしないと！」

「仙姑に理屈は通用しねえ！　戦わなければ！」

　たった二人から始まった声は、そのうち周りへと広がっていった。

「平和ボケしていたんだ……俺達は……これはそのツケなんだ」

「何かあってからじゃ遅い！　こっちから攻め滅ぼさない限り、同じことの繰くり返しだ！」

「二度とこんな悲しいことを、起こしてはいけない！　皆殺しだ！　仙姑を皆殺しにしろ！」

　怒号に、号泣に、若者達の決起。

　都の外へと去っていく馬車を憎しみの目で見送りながら、集まった人々は、それぞれの激情をさらけ出していた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　深夜の研究室。王おう倫りんはテーブルの上に置いた円えん盤ばん型がた宝パオ貝ペイを見つめたまま、身じろぎひとつしない。真剣な表情で、ずっと固まっている。

「失礼します、王先生」

　部屋の中に陸りく謙けんが入ってきた。やや興奮気味で、楽しくて仕方がなさそうな顔をしている。そんな陸謙を、王倫は無表情のまま横目で見た。

「こんな夜更けに何か用？」

「先生こそ、まだ研究室にいるとは思いませんでした」

「その言い方だと、いてほしくなかったみたいね」

「正直なところ、その通りです」

　陸謙の目線は、王倫の頭頂部にある宝パオ貝ペイへと向けられている。全身を透明にして姿を見えなくすることが出来る、王倫専用の宝パオ貝ペイ、金きん霞か冠かん。その発動を警戒してか、慎重に構えている。

「あなたはどちら側か、が問題ですからね」

「……はい？」

「今日の裁判、あなたも見ていましたよね。例えば、林りん冲ちゆうの部下の、錦きん児じだ。大した証拠もないのに、自分の隊長をかばおうと必死になっていた。実に愚かだ。あのような行動を取れば、いずれ禁軍の中にはいられなくなる。思し慮りよが浅いとしか言いようがない」

「話が長いわ。結論を先に言ってちょうだい」

「僕は感心してるんですよ、王先生。ここまでおとなしくしているあなたに」

「何が言いたいのかしら」

「異国から来たあなたは、正直、この宋そう国こくに大して忠誠心なんて感じていないでしょう？　それよりは、あなたは、燕えん青せいのことが大好きなはずだ。彼は、家族のような存在だから」

「研究対象よ」

「と装っているだけ。ふだんの接し方を見ていれば、わかります。彼に対しては態度が違う」

「それで？　頭のいい討とう仙せん隊たいのナンバー２さんは、こんな時間に私の研究室を訪ねて、探ってほしくもない人の気持ちを勝手にペラペラと喋しやべって、一体何がしたいのかしら」

「要は、そのテーブルの上の宝パオ貝ペイを、僕に渡してくれるかどうか……ですよ」

　陸謙は円盤を指差した。

「どうせあなたには使えない物よ」

「それはわかっている──使うのは、僕ではない」

「……誰だれが、欲しがっているの？」

「お答え出来ませんね」

「当ててみせるわ。天命の巫女みこでしょ」

　陸りく謙けんは露ろ骨こつに反応を示した。無言となり、王おう倫りんの顔を見つめてくる。彼女がどこまで知っているのかを探ろうとしている表情だ。

「やっぱりそうだったのね」

　実際には何も知らないが、王倫はどうとでも取れるような言葉をぶつけた。天命の巫女が裏で関係している、というのはあくまでも推測でしかない。

　だが陸謙はそんな王倫のブラフに引っかかった。あるいは、あえて乗っかったのか。

「あなたを相手に余計な問答は危険なようだ。とにかく、その宝パオ貝ペイを渡してください」

　陸謙は、言葉こそ丁寧だが、有無を言わせぬ気迫を一語一語に込めている。逆らえばこの場で刃にん傷じよう沙ざ汰たもやむなし、と言わんばかりの勢いだ。

　緊迫した空気が流れた。

　やがて王倫はゆっくりと手をテーブルの上に伸ばし、円えん盤ばんを摑つかむと、陸謙に向かって差し出すような動きを見せた。

　陸謙は喜びの笑みを浮かべると、受け取るため、王倫に近寄ろうとした。

「私の研究室って、どんなやつが来るかわからないでしょ」

「……？」

「急に仙シエン姑クーに襲おそわれてもいいように──ちゃんと、対策は打ってるの」

　トンッ、と王倫は、床を強めに足で叩たたく。

　床板が外れ、下からスイッチが飛び出してくる。それを見た陸謙は目を見開いた。

「何を──!?」

　止める間もない。王倫は足先でスイッチを押した。

　ギョンッ、と異様な音が響ひびき、建物全体が振動する。「がっ」と陸謙は呻うめき、指一本動かせなくなった。

「これも私の宝パオ貝ペイよ。拘束型宝パオ貝ペイ、玲れい瓏ろう塔とうをこの建物の屋上に組み込んでいるの。一度発動させれば、研究所内にいる人間は数分の間動けなくなる。発動者の、私以外は」

「──!?」

　陸謙は言葉を発することも出来ない。が、何を言いたいのか、王倫はわかっている。

「あら、『宝パオ貝ペイは一人ひとつしか所持出来ないはずだ』って？　『お前の宝パオ貝ペイは体を透明にする金きん霞か冠かんだけじゃないのか!?』って？　うふふ、そういう固定観念は危険ね。誰だれがそのルール付けをしたと思ってるの？　──私よ」

　王倫はテーブル上の円盤を懐ふところにしまうと、部屋から飛び出した。本当はここで陸謙を始末したいところだが、武器を室内に置いていなかったし、余計なことをしているうちに外を囲まれてしまっては元も子もない。軍に気が付かれる前に目的の場所へと向かいたかった。

　途中、宝パオ貝ペイの保管庫に寄り、押収されていた太たい陰いん剣けんも回収した。林りん冲ちゆうの蛇だ矛ぼうも見つけたが、これ以上は荷物になる。迷っている余裕も無いので、持っていくのは諦あきらめることにした。

「……私も馬鹿ね」

　外に出た彼女は、夜や闇あんでぼんやりとしか見えない研究所を、しばしの間見つめていた。名残なごり惜しい思いはあったが、もっと優先すべきことがあると自身を奮い立たせる。

　そして、牢ろう獄ごくへ向かって走り出した。




　　　　　　　　　　※　※　※




　牢屋の中に月明かりが差してくる。もうすぐ死ぬという晩には、申し分のない夜空だ、と燕えん青せいはしみじみ感じている。

　思い出すのは、小しよう倩せんとの楽しい思い出ばかりだ。裁判が終わってからずっと、現実から目を逸そらすように、彼女と過ごした日々のことを振り返っている。この一年分の記き憶おくしかない燕青には、それしか思い返せるものはない。

　一年前、記憶を失っていた燕青は、当初は誰だれを信じていいのかわからず、常に警戒心剝むき出しの状態であった。元来の性格もあるのだろうが、誰が何をしても、それは親切心ではなく、何か裏のあることだと思い、つっけんどんな反応をしていた。

　そんな荒れた性格を、徐々に氷解させていったのも、小倩だ。

　目覚めた時に食べさせてもらったお粥かゆの味が忘れられず、何度も彼女にせがんだ。

『あはは、またあれが食べたいの？』

　その度に彼女は嬉うれしそうに笑い、お粥を作ってくれた。

　ご飯を食べさせてもらうだけ──それが、次第に、彼女への信しん頼らいへと変わっていった。会話も増えていった。小倩と触れ合っているうちに、彼女のことがどんどん好きになっていった。

　だから天命の巫女みこの命令を拒絶した。

　林冲を殺せ、という天命の巫女の言葉に、燕青は従いたくなかった。小倩が悲しむ顔を見たくなかった。

『変わったな……燕青』

　それが、あの時、去り際の燕青の背に向かって、天命の巫女が投げかけた言葉だった。

　確かに変わったのかもしれなかった。記憶を失う前の自分がどんな人間だったのか知らないが、周りの人々の話を聞くには、任務を最優先とする、かなり殺伐とした性格をしていたらしい。かつての自分だったら、もしかしたら林冲を殺しに行ったのかもしれない。

　でも、関係なかった。大事なのは小倩と出会ってからの自分。記憶が戻らない中、何よりも確実なのは、小倩と一緒に作り上げていった、この性格だ。

　小倩がいたからこそ、いまの自分がある。それくらい彼女はかけがえのない存在だった。

　だけど──もう、いなくなってしまった。この世から永遠に。

　燕えん青せいは、ここで死んでも未練はない。小しよう倩せんがそばにいてくれないのなら、生きていても意味はない。ただ、心残りがあるとしたら、失われた記き憶おくについて何も判明していないことだ。

（とうとう、俺おれ自身が何者なのか、わからずじまいだったな……）

　鍵かぎを握っているのは陸りく謙けんのようだが、彼はもう何も教えてはくれないだろう。すでに目的を達成したのか、裁判の時も、燕青に対してまるで興味を示していなかった。

（俺、何がしたかったんだろ）

　記憶を取り戻したかったのか、小倩と幸せになりたかったのか。

　どちらかに集中していれば、こんな悲しい思いをせずに済んだのかもしれない。だけど、両方とも果たそうと選んでしまった結果が、これだ。

「天命の、巫女みこ」

　その名を呟つぶやく。

　陸謙は言っていた。燕青は、あの女への恩義を忘れた、と。だとすると、自分はかつて、あの女と何か関わりがあったのだろう。それが、何らかの要因で──一〇八番目の仙シエン姑クーとの出会いが原因なのかはわからないが──記憶を失って倒れていた。

　鍵を握っているのは、あの円えん盤ばん型がたの宝パオ貝ペイのようだ。思い返せば、なぜか陸謙はあの宝パオ貝ペイに執着していた。ことあるごとに燕青から回収しようとしていた。その理由はまるでわからない。

（まあ……どうでもいいか）

　冷たい石の床に横たわる。あとは死を待つだけだった。




　石畳を歩く音が聞こえる。

　何者かが自分の牢ろうに近付いてくる。

（こんな時間に、誰だれだ……？）

　通路のほうを見れば、番兵も怪け訝げんそうな表情で、足音のほうを向いている。

「いない……？」

　謎なぞの呟きを漏らした直後、突然、番兵の体は宙に浮いた。透明な何かに投げ飛ばされたかのように、クルンと回転し、後頭部から床に叩たたきつけられた。悲鳴を上げる間もなく昏こん倒とうする。

　バチバチと電光が走り、何も無かった空間から、王おう倫りんの姿が現れた。

「王倫!?　どうして、ここへ──!?」

「助けに来たに決まってるでしょ」

　口早にそう言い、鉄格子の隙すき間まから、太たい陰いん剣けんを投げ入れた。

　目の前にガランと転がった自分の宝パオ貝ペイを見て、諦あきらめの境地にいた燕青の胸に、微かすかな火がともった。

「俺、は」

「あなたの愚痴も諦てい念ねんも思い出話も聞いている暇はない。二つにひとつ。選びなさい。逃げるのか、このまま無駄に死んでいくのか。どっち？」

　かつてないほど厳しい口調で、王おう倫りんは選択を迫ってきた。

　答えるまでもない。この太たい陰いん剣けんさえあれば、容易に脱出は出来る。それなのに座して死を待つ理由はどこにもない。生きる意味を見失っているとはいっても、人間としての生存本能に、燕えん青せいの体は突き動かされた。

　太陰剣を手に取り、鞘さやから抜き出すと、牢ろう屋やの中の影かげに突き刺した。




　王倫が燕青を助け出し、都の外へと逃げていった──その報告が軍の最高司令官である高こう俅きゆうの耳に入ったのは、夜明け前になってのことだった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　がむしゃらに逃げているうちに──いつしか燕青は意識を失っており、気が付けば、どこかの漁師小屋の中にいた。湿った土の上にボロ布が敷しかれ、そこに横たわっている。壁かべの隙すき間まから月明かりが差し込んでおり、小屋の中は微かすかに明るい。

「おはよう」

　壁にもたれて座っている王倫が、声をかけてきた。

「……ん」

　眠いのを堪こらえて、体を起こし、王倫と向き合う。都を脱出する際に宝パオ貝ペイを酷使したせいか、体がだるい。すぐには次の言葉が出てこない。

「……どこまで、逃げてきたんだ？」

「黄こう河がを渡ったところ。船頭に見られてるから、あまりここにも長居は出来ないわ」

　身を休めるにしても、このボロ小屋では不十分だ。網や竿さおといった漁師道具があちこちに置かれており、落ち着かない。第一、漁師は朝が早い。夜明け前にはやって来て、燕青達たちを見つけてしまうだろう。

　手配書はまだ出ていないだろうが、燕青はお尋ね者だ。林りん冲ちゆうを暴走させ、都を壊かい滅めつの危機に追いやった重罪を科せられており、さらには脱走の罪もある。

　その燕青を救出した王倫もまた同じ。

「王倫、お前は──」

「私がどうしてあなたを救おうと思ったのか、なんていう野暮な質問はしないでちょうだい。そんなことよりも、大事なのは、燕青──あなたの考えよ」

「俺おれの……？」

「本来ならあなたの命は今日には潰ついえているはずだった。でも、こうして生き延びている。チャンスが与えられたの。それをどう活いかすかは、あなた次第。決めるのは誰だれでもない」

　燕えん青せいは頭を抱えた。急にそんなことを言われても困る。すでに処刑される覚悟でいた。記き憶おくが無く、未来への希望も無くした自分は、生きている意味を見失った。ここから何をすべきか、何が出来るのか、まるで考えが浮かんでこない。

「まったくもう……そういうところは子どもね」

　自分だって言うほど大人ではないのに、王おう倫りんは呆あきれたように息を吐き、肩をすくめた。

「いいわ。お姉さんがわかりやすい道を示してあげる」

　そう言ってから、両手を上げて、指を三本立てた。まず最初に右手の中指を折る。

「ひとつ。このまま追手に捕まって、当初の予定通り処刑される」

　続けて、右手の人差し指を折る。

「ふたつ。私と一緒に行動する。東に心当たりのある場所があるから、私はそこへ身を寄せるつもり。そして、みっつ──」

　残った左手の人差し指を折った。

「滄そう州しゆうへ連れていかれた林りん冲ちゆうを、救出する」

　燕青は顔を上げた。

「林冲は、滄州に……？」

「前に教えたことがあるでしょ。あそこには宝パオ貝ペイの研究施設がある。まだ仙シエン姑クーが運ばれたという実績は無いところ、林冲が初の実験体として連れていかれたそうよ」

「まだ、生きてる……？」

　そう呟つぶやくも、瞳ひとみにはまだ活力が戻らない。

　小しよう倩せんを失った心の傷は、そう簡単には癒いえない。そもそも、愛する人すら救えなかった自分が、その姉を助けられるとは、到底思えない。

「王倫は──」

　林冲を助けるのに協力してくれないのか、と尋ねようとしたが、やめた。

　この上彼女に何を求めるというのか。身の危険を顧かえりみず、築き上げてきた地位を捨てまでして、自分を助けてくれたのだ。おまけに、異国から来た彼女には、この国に身寄りもない。彼女は彼女で切迫した状況だ。

「そろそろ外に出ましょう。夜が明ける」

　漁師小屋から出ると、目の前にはゆったりと流れる黄こう河がが広がっている。海のようにも見える大河だが、自分達たちのいる場所は川幅が他ほかより狭いのか、対岸が見える。都の方面だ。

　下流の方角、東の空が、うっすらと明るくなっている。

　水辺の音が静かに耳を撫なでてくる。冬の早朝の空気を吸い込み、頭の中をスッキリさせる。それでもまだ、自分の取るべき行動を見定めることが出来ない。

「私は東へ向かう。あなたは、どうする？」

　王おう倫りんに問われて、少しの間、燕えん青せいは黙だまっていた。

　彼女のことは好きだ。まるで母親か姉のような愛情をもって接してくれているのがわかっていた。このまま一緒に行動を取るのも悪くはない。

　だけど──燕青の足は、自然と北へと向いた。林りん冲ちゆうが囚とらわれている、滄そう州しゆうの方角へと。

「その道を選ぶと、思ってた」

　フッ、と王倫はほほ笑む。どこか寂しげな目つき。

「餞せん別べつよ。大事に持っててね」

　革袋を、燕青に向かって放ほうり投げてきた。

　キャッチした燕青は中身を確認する。まず円えん盤ばんの宝パオ貝ペイ。それが入っていただけでも驚おどろきなのに、さらに中から取り出された物を見て、目を丸くした。

　かつて小しよう倩せんに贈った、海かい棠どう花かの簪かんざし。彼女が死んだ時に一度拾ったが、逮捕の際に没収されてしまった。それを、わざわざ王倫は回収してくれたのだ。

「ありがとう……王倫」

　涙がこぼれ落ちそうになるのを我慢して、燕青はうつむいた。この簪は、自分と小倩との思い出を象徴する物だ。二つの宝パオ貝ペイよりも、これを取り返せたことのほうが、遙はるかに嬉うれしい。

「別れる前にひとつ忠告しておくわ。陸りく謙けんの背後には、天命の巫女みこがいる。はっきりと聞いたわけではないけれど、彼の話を聞いていて、なんとなく予測はついたわ」

「俺おれも、そんな気がしていた」

　陸謙の「天命の巫女への恩義」という発言。二人の間には強い繫つながりがある。

「天命の巫女は、この国で最も権力を持っている人間。皇帝よりも恐ろしい存在よ。これからどんな刺客を送ってくるかわからない。くれぐれも、用心して」

「わかった、気を付ける」

　二人はしばらく互いを見つめ合っていた。もしかしたら、顔を見るのは、これが最後になるかもしれない。そう思うと燕青は離はなれがたかった。

「また、会いましょう」

「うん……また」

　果たせるかわからない約束を交わして、それぞれ自分の目指す方向へと向き直った。

　あとは振り返らなかった。




　北へ、北へ。

　森の中をひたすらに歩いていく。取り憑つかれたように、ただ前だけを見て。次第にあたりは雪ゆき景げ色しきへと変わってきた。一面銀世界とはいかないが、残雪があちこちに点在している。見るからに寒々しい光景だが、ずっと足を動かしているおかげで、体は温まっている。

　ただ、心はすっかり冷えてしまっていた。

（滄そう州しゆうへ行って、何になるんだろう……）

　まだ気持ちは固まっていない。

　自分一人で林りん冲ちゆうを助けられるのだろうか。滄州城は北方の重要拠点でもあり、難攻不落の要よう塞さいと言われている。勝ち目はほとんどない。

　それでも、どうせ一度は死を覚悟した身だ。いまさら惜しむつもりはない。

（せめて林冲を救い出したい）

　ただその想おもいを胸に、歩を進めていた。




　夕暮れ時になって、村に辿たどり着いた。

　休きゆう憩けいもせず、飲まず食わずで歩き続けていた燕えん青せいは、さすがにもう限界を迎えていた。

　表に酒の甕かめが置いてある建物を発見し、酒場だと判断して中に入った。

「水と、食べ物を」

　さっそく注文する。王おう倫りんからもらった袋の中より、銅貨を出して、テーブルの上に置いた。

「……ない」

　店の隅の椅い子すに腰掛けている男は、どんよりとした目を向けてきて、ボソリと呟つぶやく。

「ない、ってことないだろ。水くらい井戸から汲くんできたら──」

「井戸は干上がってる。食べ物は全部持っていかれた。俺おれらは飢え死にを待つばかりだ」

「は？」

「信じられないのなら、もう一度外へ出て、よく見てみるといい」

　言われた通りに、酒場から出た燕青は、村の中を見渡してみた。

　路上には老人が打ち倒れており、幼い子が木の根をかじっている。乾いた空気の中、目に映る村人達たちからはまるで生気が感じられない。ただ死が訪れるのを待っているような状況だ。

　店内に戻った燕青は、店主に尋ねた。

「何があったんだ？」

「城主だよ」

「城主って、ここの近くの？」

「滄州城だ。そこの城主が、際限なく略奪するもんだから、村にはもう何も残されていない。水も食しよく糧りようも、金も。若い男は兵士として徴集され、若い女は城主の玩具おもちやにされて……」

（そうか。もう滄州に入ってたんだ）

　案外早くに辿り着いた。辺境にあるイメージだったが、都からはけっこう近いようだ。

「で、どうして訴え出ないんだよ？　地方の領主にそこまでの権限はないだろ。法律で決められた税率もある。都に直訴すれば、そんな横暴──」

「兄ちゃんはどこから来た」

「都……東とう京けい開かい封ほう府ふから、だけど」

「ハッ、それじゃあわかるわけないな」

　店主は嘲あざ笑わらう。

「あんた、都の外がどれだけ酷ひどい有り様か、知らないんだ」

「知ってるよ。仕事で外に出ることはある。中央から離はなれている分、みんな好き放題やろうとしてるってことくらいはわかってる。だけど、その度に──」

「その度に、親切なあんたは、都へ情報を伝えてくれているんだろうな。なるほど、だが、その後どうなったかまでは追っていたか？　人々の生活が改善されたかどうか、最後まで気にかけたことはあったか？　慈善を施してそれで終わりじゃないのか？」

　言われてみれば、中央へ報告を上げただけで、あとの確認まではしていなかった。

「どこも同じだよ。役人がやって来て、譴けん責せきで終わり。また略取の再開だ」

「だけど、そんなことしたら、村が滅んで──」

「あいつらは気にしちゃいないんだよ、そんなの！　俺おれらが死んだら、別のところから奪えばいい！　その程度にしか感じてないんだ！」

　衝しよう撃げきを受けた。地方の政治は酷いとは聞いていたが、まさか都から近いこんな場所ですら、凄せい惨さんな状況であるとは。

（俺はいままで、何を見てたんだ）

　帝都での生活が心地ここち良よく、それが当たり前のものだと思っていた。だから都の外に出て、そこで何かを見ても、それは特別な光景であり、普通ではないのだと決めつけていた。

　違った。為政者達たちは私腹を肥やすために、人々を苦しめている。それが、いまのこの国における当たり前の光景。特別だったのは、都の中だったのだ。

「──来たぞ。役人どもだ」

　店主はそう言うと、奥へと引っ込んでいった。

　外が騒さわがしい。表へ出ると、役人が兵士達を連れて、道を進んできている。道端に転がる人々を眺めては、汚物でも見たかのように顔をしかめた。

　一人の老人が役人に駆け寄ってきた。

「も、もうご容赦を！　何も残ってません！」

「城主の命令である。女を出せ」

「す、全すべて、さらっていったではないですか！」

「知るか。これは城主の命令だ。出せないというのなら、村長、お前の首が飛ぶぞ」

「お許しください！　もうこの野や猪ちよ林りんの村には、何も──」

　ズバンッ、と首が刎はね飛ばされた。頭を失った村長の体は、力を失い、崩れ落ちる。噴ふき出た血が土の上に振りまかれた。

　剣を振り抜いた体勢のまま、役人は「フン」と鼻を鳴らした。

「だから言っただろ。首が飛ぶ、と」

　それから役人は兵士達たちを振り返った。

「もういい。この村は本当に何も無いようだ。価値など無い。燃やせ」

「はっ！」

　これから好き放題虐殺が出来ると思ってか、兵士達は目を爛らん々らんと輝かがやかせている。鞘さやから剣を抜いて、村人達へと迫っていく。

　人々は命いのち乞ごいを始めた。方々から哀願の声が聞こえる中、役人はまるで動じていない。

「揃そろいも揃って阿呆ばかりだな。お前達の命には銅銭一枚ほどの価値も無い。黙だまって死ね」

　燕えん青せいの胸に、怒りの炎がともった。無惨に殺された小しよう倩せんのことを思い出す。同じ悲劇が、村人の数だけ、繰くり返されようとしている。そんなことを許すわけにはいかない。

「やめろ！　それ以上やるなら、容赦しないぞ！」

　燕青は前へ進み出た。

「なんだ、お前は？　旅人か？　引っ込んでいろ」

　役人は不愉快そうに眉まゆをひそめた。

「誰だれが引っ込むかよ！」

　ダンッ、と地面を蹴けり、役人に急接近する。ギョッとした相手は顔の前に手をかざしたが、そんなので燕青の攻こう撃げきを防げるはずもない。

　役人の襟えりを摑つかんだ燕青は、相手の重心を崩しつつ、足を払う。投げ飛ばされた役人は、後頭部を地面に強打し、「あぎっ!?」と一撃で昏こん倒とうした。

　兵士達は怒号を上げ、襲おそいかかってくる。だが、太たい陰いん剣けんを使うまでもない。燕青は敵兵を一人ずつ潰つぶしていき、あっという間に一〇人の兵士達を気絶させてしまった。

「これで、終わり……？」

　周りを見た。もう残敵はいないかと思っていたが、その耳に、幼い声が飛び込んできた。

「あいつ、すごいね」

「うん、すごいね」

「宝パオ貝ペイ使わなくてもあれだけの数を倒しちゃったよ」

「でも僕らのほうが強いよね」

「うんうん、僕らのほうが強い」

　子どもの声だ。

　近くの建物の屋根を見上げると、その上に、燕青よりも下の年ねん齢れいと思われる少年が二人立っている。だが正確なところはわからない。二人とも仮面を被っている。不安定な足場で苦もなく立っているその佇たたずまいは、明らかにただ者ではない。

（まさか……仮面の連中か！）

　すぐに剣を抜いた燕青の前で、二人の少年は名乗りを上げた。

「僕は董とう超ちよう」

「僕は薛せつ覇ぱ」

「陸りく謙けん様の命令で、お前を殺しに来た」

「抵抗してもいいよ。楽に死なせてあげる」

　トンッ、と屋根から飛び降りた二人は、燕えん青せいを挟み込むようにして、道の前後に立った。その身のこなしの軽さから、彼らが、殺しを生なり業わいとしている者達たちであると判断出来た。燕青は太たい陰いん剣けんを使おうと手近な影かげに狙ねらいを定めた。──が、腕に、空中を滑ってきた鎖くさりが絡みついた。

「な!?」

　鎖は、董とう超ちようと名乗った少年の袖そでの中から飛び出している。さらにもう一方の薛覇も腕を振り上げ、燕青の体に鎖を絡みつかせた。

「暗器使いか！」

「ガッカリ。元討とう仙せん隊たい隊長っていうから、どれだけ強いのかと思ったら、動きが鈍いなあ」

「しょうがないよ、董超。楽しむのは諦あきらめて、さっさと任務を終わらせよ」

「うん、そうだね」

　鎖で身動き取れない燕青に向かって、少年達は空いているもう片方の腕を伸ばした。ゆったりとした作りの袖。あの中にも何かが仕込んである。おそらくは、飛び道具の類。

（まずい！）

　なんとかこの拘束を解かねば、と燕青は体に力を込めた。

　不意に──花びらがヒラヒラと舞まってきた。

　冬の寒村に、舞っているはずもない花びらが、二枚。これは何かと燕青が凝ぎよう視ししていると、花びらはスッと左右に分かれて飛んでいき、鎖の上へと向かっていく。

「なに？」

　首を傾かしげる少年達。

　二枚の花びらはそれぞれ、燕青と少年達とを結ぶ鎖の、ちょうど中間点あたりに到達したところでピタリと止まり──




　突然、大だい爆ばく発はつを起こした。




　鎖が破は壊かいされ、燕青は解放された。

「え!?　なに!?　なに!?」

　もう一人の少年、薛覇はパニックを起こしている。

　その隙すきに燕青は太陰剣を抜き出し、地面に映った家屋の影へと突き刺した。影となり、敵の一人薛覇の真横まで一気に移動する。そこから姿を現しながら、相手の足の腱けんを切断した。薛覇は「ぎゃあ！」と叫び、地面に倒れた。

「薛覇!?　このぉ！」

　怒りの声を上げた董とう超ちようが、隠し武器を使おうとしてか、左腕の袖そで口ぐちを燕えん青せいに向けて、狙ねらいを定めてくる。

　ガンッ！　鈍い音がした。

　董超の体はグラリと傾き、前のめりに昏こん倒とうした。

　その後ろには──一人の女が立っていた。

　首のあたりまで伸びた髪かみ。男並みの背丈。大きな胸を誇示するかのように胸元の開いた衣服は、全体的に露ろ出しゆつが多く、艶あでやか。

　だが、何よりも特徴的なのは、彼女が持っている武器だった。

　禅ぜん杖じようを肩に担いだ女は、ニッと笑い、自ら名乗ってきた。




「あたしは魯ろ智ち深しん──昔の名は、魯達たつ。ご存知の通り仙シエン姑クーさ。ようこそ滄そう州しゆうへ」




　延えん安あん府ふの変を引き起こした、最初の仙姑魯達。

　その本物が、いま、目の前に立っていた。




　　　　　　　　　　※　※　※
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「王おう倫りんめ、わらわに刃向かうとは」

　天てん蓋がいのついた豪ごう奢しやな寝台に身を横たえ、漂ってきた香の薫かおりをスンと吸い込みながら、天命の巫女みこは忌々しげに呟つぶやいた。

　寝台前の床に陸りく謙けんはひざまずいている。決して顔を上げようとはしない。

「世界は天命によって動かされている。わらわはその仕組みを知っているからこそ、この国のために動いておる。お前ならわかるだろう、陸謙。我が役目がどれほど重要かを」

「はっ」

「特に仙シエン姑クーだ。あれらはこの世界にあってはならない凶星。滅ぼさねば、いつか宋そう国こくを滅亡に追いやる。わらわは、この国を救うために、邪じや魔まなものを排除しているに過ぎない。それなのに、なぜ逆らう者が絶えぬのか。なぜ誰だれもわらわの考えを理解出来ぬのか」

「『公』よりも、『個』を優先するがゆえ……誰もがそれぞれの望みを持っております。だからそれが天命だと言われても、納得出来ず、抵抗する者が出てくるのでしょう」

　天命の巫女は、そこで黙だまり込んだ。陸謙の額からポタリと汗がしたたり落ちる。顔を伏せている状態でもわかる。頭の上から感じる圧倒的な威圧感。迂う闊かつなことを言えば、死ぬ。

「……陸謙。此こ度たびの失態は不問に処す。だが、次はない。わかっているな。何も成果を挙げずに滄そう州しゆうから戻ることなど、わらわは許さぬぞ。必ずやあの宝パオ貝ペイを奪い返してくるのだ」

　陸謙はすでに予想していた。燕青は、滄州に向かったと。林りん冲ちゆうを見捨てて他ほかのところへ逃走するはずがないと。だから陸謙はその読みに従い、すでに刺客を送った。裏の部下を。だが、それだけでは不十分だ。自らあの地へ赴き、引導を渡してくる必要がある。

「御意」

　下げていた頭をさらに深く落とし、陸謙は拝命した。




（ついに独りか……）

　夕暮れの街道、滄州城に向けて馬を走らせながら、声を立てずに苦笑した。

　仲間や部下を連れていくことは許されなかった。名も無き仮面の集団は、まだ他にも構成員が残っている。しかし、軍営において、表面上は陸謙とは指揮命令関係にない者達たちばかりだ。共に行動するわけにはいかなかった。

　もしも鄧とう元げん覚かくが生きていれば、並んで馬を走らせていたかもしれない。

（どこで、間違えたか）

　燕えん青せいの持つ宝パオ貝ペイ──太たい陰いん剣けんではなく、円えん盤ばんのアクセサリのほう──あれを狙ねらっているのが自分達だけであれば、ここまで事を急ぐ必要はなかった。

　だけど、確実に他の勢力はいる。それがどれだけの数か、すでに活動を開始しているのか、何ひとつわかっていないが、間違いなく第三勢力は存在する。宋そう国こくの中枢ですら、派閥争いで分裂しているのだから、諸外国まで含めればどんな敵がいるのかわかったものではない。

　天命の巫女みこが求める宝パオ貝ペイを、ずっと燕えん青せいが首から下げていたとは思わなかった。単なる装飾品だと陸りく謙けんは認識していた。その分、他ほかの勢力よりも出遅れている。だから、焦った。

　その結果、鄧とう元げん覚かくを失ってしまった。

　満まん福ふく楼ろう襲しゆう撃げきはもともと撤てつ退たいを頭に入れていたから、あの時に奪えなかったのは、特に問題はない。いくつか裏で得ていた情報をもとに、なるべく「仮面の女＝魯ろ達たつ」と誤認させるようにしたのも、上手く事が運んだといえよう。しかし、その後がよくなかった。

　予想以上に、陳ちん希き真しんは優秀な男だった。おかげで、鄧元覚が仮面の女に扮ふんするためのアジトとして使っていた、大だい相しよう国こく寺じの小屋を、見事に突き止められてしまった。それでもなんとか証拠隠滅を図り、さり気なく人員を配置しつつ、鄧元覚を小屋へと向かわせたのだが、まさかの林りん冲ちゆうの命令を無視した行動により、ちょうど僧衣や禅ぜん杖じようを処分しようとしているところに、菜園に乗り込まれることとなってしまった。

　仕方なく、鄧元覚は第二の計画を実行した。それは、煙幕を張れる宝パオ貝ペイの特性を活かして、仮面の女との戦せん闘とうを演出し、惜しくも取り逃がしてしまった──と見せかけるもの。一歩間違えれば全すべてが明るみに出てしまう、危険な方法だったが、なんとか乗り切ることが出来た。

　だが、鄧元覚は満身創そう痍いとなった。彼女自身、燕青と戦うのは難しいと感じてか──それとも、元来の優しい性格が災いし、かつての友人とこれ以上干かん戈かを交えるのがいやになったか、最後まで難色を示していたが、天命の巫女の命令もあり、仕方なく最後の戦いに挑んだ。

　陸謙も天命の巫女には逆らえず、出来る限りのサポートに徹てつした。燕青を他の隊長達たちから引き離はなすように仕向けた後は、林冲邸に行き、小しよう倩せんを人質として拉ら致ちした。

　なりふり構っていられなかった。もう鄧元覚の肉体は戦える状態ではなく、命令さえなければ、一ヶ月は安静に寝ているべき状態だった。本来なら直接戦せん闘とう力りよくでは劣っているはずの燕青と戦っても、勝ち目はないと思われた。ましてや陳ちん希き真しんや林冲が加勢に来たら、どうなるか。

　小倩を馬の背に縛しばりつけ、陸謙は急いで都の中心部に戻ったが──間に合わなかった。ちょうど、船の甲板上で、鄧元覚が燕青の太たい陰いん剣けんに胸を貫かれたところだった。

（僕は、彼女を、救えなかった……）

　涙は出ない。天命の巫女に仕えているうちに、どんな汚れ仕事も出来るようになり、反動で人としての優しい心はどこかへ消えてしまった。

　代わりに、胸の奥に、黒く淀よどんだ澱おりのような感情が渦巻いている。

（燕青……）

　旧友の名を心の中で呟つぶやき、次第に暗くなりつつある北方の空を睨にらんで、陸謙はさらに馬のスピードを上げた。




　陸謙が滄そう州しゆう城じように到着したのは、日が落ちてからだった。

　着いて早々に面白くない報告を受けた。野や猪ちよ林りんの村で、刺客として送り込んだ部下、董とう超ちようと薛せつ覇ぱの二人が、燕えん青せいをもう少しで倒せるところだったが、謎なぞの女の介入で失敗してしまったとのことだ。報告を聞く限りでは、謎の女は、最初の仙シエン姑クー・魯ろ達たつであると思われた。

（とうとう本物が現れた、か。……仕方がない）

　それならそれで、別の計画がある。魯達の存在は厄介だが、あまり問題ではない。

　とにかく最重要課題は、燕青の持っている円えん盤ばん型がたの宝パオ貝ペイを取り戻すことだ。あれを燕青に奪われてしまったのは、大失態だ。早く奪い返し、天命の巫女みこに渡す必要がある。

「陸りく謙けん様、そろそろ部屋の外へ」

「わかりました。見させてもらいましょうか」

　いまは、城内にある仙姑の研究所に来ている。そこの所長である富ふ安あんに声をかけられ、陸謙は部屋から出た。中の様子は隣となりの部屋のガラス窓から窺うかがうことが出来る。

　年老いた研究者である富安は、キヒヒと楽しげに笑いながら、ガラスの向こうを指差した。

「実験は、基本的にはまず耐久力を試すところから始めようと思います」

「……無惨なものだな」

　陸謙は、拘束台に乗のせられた林りん冲ちゆうを見て、顔をしかめた。

　実験室内にバチバチと電流が走り、林冲を襲おそう。「がっ！」と彼女は叫び、ビクンビクンと体を痙けい攣れんさせる。それを見ながら富安は何も感じることなく、淡々と実験を進めていく。

　いくら心が壊こわれているとはいっても、肉体は反応してしまう。常人なら心臓が止まりかねない電流を流されることで、「あ！　あ！　あ！」と苦く悶もんの声を上げた。

「ちなみにあの電流はわしの宝パオ貝ペイによるものです。雷らい喚かん砲ほうといいましてな、実際は大筒型なのですが、いまは一時的に設備に組み込んで雷電のみを発するようにしております」

　若干、陸謙は顔をしかめている。女性を拷問する趣しゆ味みはないので、いざ林冲が目の前で苦しんでいるのを見ると、気分が悪くなってきた。

「引き続き、実験をよろしく頼みます」

「かしこまりました」

　うやうやしく頭を下げる富安を置いて、陸謙は実験室から出た。

　外は雪が舞まっている。天も地も、白い雪で覆おおわれており、夜でもうっすらと明るい。

（さすが北方だな。しかしこの分だと都も同じか）

　陸謙はブルッと体を震ふるわせて、雪の広場を小走りで進んでいく。奥のほうでは、こんな夜にもかかわらず、兵士達たちが積雪の上をザッザッと駆足行進しているのが見える。魯達が現れた、という報告を受けて、滄そう州しゆう城じよう全体が厳戒態勢に入っている。

（あの時も、こんな風に寒かった）

　天命の巫女と初めて出会ったのは、ちょうど今日のような雪の日のことだった。

　寒さに震えながら、森の中をさまよっていた。莵うさぎを狩ったりして飢えを凌しのいでいたが、そのうち限界を迎えつつあった。ついに歩き続けるのが困難になり、雪の上に倒れた。

　そこへ、突然、天命の巫女みこが現れたのだ。

『わらわはお前達たちの味方だ』

　差し伸べられた手を、迷わず陸りく謙けんは摑つかんだ。

　その数日前、何者かによって村は滅ぼされた。帰る場所を失った時から、もう自分達には存在価値が無くなったのだと思っていた。だけど、もう一度チャンスを与えられた。この世界を根幹から司つかさどるという大義ある仕事を、天命の巫女から命じられ、陸謙は実に幸せだった。

　──燕えん青せいが記き憶おくを失うまでは。

　全すべてはあの時から狂っていた。一〇八番目の魔ま星せいが落ち、近くにいた燕青は何もかも忘れてしまった。本来の務めを忘れ、仮の姿であったはずの軍の人間として、異なる人生を歩み始めた。

　しかもあろうことか、天命の巫女に刃向かった。

『燕青は鍵かぎとなる。奴やつが会ったであろう一〇八番目の魔星。他ほかの星々とは異なる日に落ちてきた特殊な星だ。その謎なぞを突き止めるまでは、多少のことは捨て置け』

　全て天命の巫女の思惑通りに事を運ばせるため、陸謙は力の限りを尽くしてきた。それなのに、思い通りにならない燕青を、天命の巫女は決して罰することなく、いつまでも禁軍に置き続けた。それは、陸謙にとっては、あまり愉快なことではなかった。

　だから半年前──燕青の持つ円えん盤ばん型がたのアクセサリが、自分達の求めている宝パオ貝ペイだと知った時、「殺してでも奪え」と天命の巫女が命じてきた瞬しゆん間かんは、喜びのあまり笑みが止まらなかった。

　それなのに、いま陸謙は迷っている。燕青を殺すことを。

「まだ、僕は……あいつを必要としているのか……」

　鄧とう元げん覚かくを殺した憎い男。いまだ気持ちは収まらない。だけど、躊ちゆう躇ちよしてしまう。これから先を生き抜いていくには、燕青の力が必要だ。殺すべきか、耐えるべきか。

　雪がしんしんと降り積もる広場を進みながら、腰の太たい陽よう刀とうの柄つかを、グッと強く握り締しめた。




「失礼します。……うっ」

　城郭に足を踏ふみ入れ、城主の部屋に入った陸謙は、つい顔をしかめた。

　床の上に、ぽっちゃりと太った少年が、布一枚腰の上に載せただけでグウグウ寝ている。あまりのだらしなさに、潔けつ癖ぺき症しよう気味な陸謙は、早くも部屋の外へと出たい気分だった。

「んあー、よく寝たあ……あれ？　ぼくちんに何か用？」

　以前にも何度か会ったことがあるので、陸謙は城主のことをよく知っている。

　この少年は、軍の最高責任者である高こう俅きゆうの、養子だ。名前はあるのだけれど、誰だれもその名を呼びたがらない。あんまりにも評判悪く、その名を口にするだけで気分が悪くなるからだ。それゆえに、「高こう衙が内ない（高のぼっちゃん）」と周りからは呼ばれている。

　もともと高衙内は都に住んでいたが、気に入った女性がいると部下に命じて拉ら致ちさせ、無理やり手て籠ごめにするなどの乱暴を働いていたことで、さすがの高俅もかばいきれなくなった。そうして、この滄そう州しゆうの城主に任命されたのだ。それなりの地位を持たせて満足させつつ、実際の政務は他ほかの者達たちに任せることで何とか調整を取るという、高こう俅きゆうなりの苦肉の策だった。

　ただ、その判断は誤っていたとしか言いようがない。むしろ都にいた時と違ってまるで歯止めがきかないから、高こう衙が内ないの悪名はますます広まっている。

（まあ、こいつが民衆からどう思われようと、僕には関係ないが）

　というより、関わり合いになりたくない。さっさと用件を済ませることにした。

「城主。報告があり、お伺いしました」

「短くしてね。ぼくちん、新しい女の子で遊びたいんだ」

　城主はのそのそと起き上がり、腰に布を巻き付ける。ぽっこりと突き出た腹に、ちょうど布が引っかかった。

「元討とう仙せん隊たいの隊長、燕えん青せいをご存知ですか？」

「うん。あの、都を混乱に陥れたっていう超極悪人でしょ。それが？」

「どうやらこの城の近きん隣りんに潜ひそんでいるようです」

「え!?　そうなの!?」

「さらに、仙シエン姑クーの魯ろ達たつも一緒にいるようです」

「うそ、うそ！　まずいよ、それ！　まずいってば！」

　見苦しくあたふたと右往左往する城主。

　もうすでに兵士達にすら広まっている情報なのに、この滄州城のトップは何も知らないでいる。どれだけ城内でも嫌われているかがわかる。なんで外から来た自分がこんな報告をしないといけないのか──陸りく謙けんはため息をついてから、「ご安心を」と声をかけてやった。

「僕の宝パオ貝ペイ・太たい陽よう刀とうは、燕青の宝パオ貝ペイ・太たい陰いん剣けんを完全に無効化出来る。魯達にしても、負ける気はしません。必ずや守り切ってみせます」

「うわあ、さすが陸謙！　頼たのもしい！」

「では、僕はこれで」

　振り返り、足早に城主の部屋から出た。

「……なんて愚図だ」

　誰だれにも聞かれないところで、チッと舌打ちし、小さな声で吐き捨てるように言った。




　　　　　　　　　　※　※　※




　燕青と魯智ち深しんは、野や猪ちよ林りんの村を離はなれた後、滄州城の外にある町へと移動した。

　城じよう壁へき外がいではあるが、活気に溢あふれている。すっかり辺りは暗く、雪も降り続けているが、町中は人々の喧けん噪そうで賑にぎやか、そこに生活している人々の生命力に満ち溢あふれていて、実に楽しそうだ。

　酒場に入った魯智深は、さっそく甕かめで酒を頼んだ。

「これこれ。こいつがないと始まんないよ」

　嬉うれしそうに言いながら、魯ろ智ち深しんは甕かめを両手でガッと摑つかむと、そのまま大口開けて、滝のように喉のどへと酒を流し込み始めた。

　背の高さを除けば、妓ぎ楼ろうでもトップの人気を取るであろうほどの器量なのに、男がやってもどん引きするようなことを、平然とやってのける。最初は呆あつ気けにとられていた燕えん青せいだが、そのうち感心し始めた。この規格外っぷりは、見ていて痛快なほどだ。

「んんん！　酒、最っ高！」

　魯智深は早くも空になった甕をドンッと床に置き、もうひとつ甕を注文した。次の酒が運ばれてきたところで、「さて」と話を始めた。

「もう一度自己紹介しようか。あたしは魯智深。以前は魯達たつ、って名乗ってたけど、放浪中に一応出家してるから、魯智深って名前に変わってるんだ」

「出家……？」

「五ご台だい山さんってところに隠れてたんだよ。あれ？　あたしの偽者が禅ぜん杖じよう持って、僧衣着て都で暴れてた、って話を聞いてたけど、あんたはあたしが出家したこと知らないの？」

「そういう噂うわさがあるのは聞いてたけど、本当に出家していたっていうのは、初耳だ」

「ふうん……ってことは、やっぱりあの時襲おそってきた連中は……」

　何やら魯智深はひとりで納得し、ウンウンと頷うなずいている。

　そこで燕青は、まだ自分が自己紹介していないことに気が付き、喋しやべり始めた。

「俺おれは燕青。元討とう仙せん隊たい第二隊の隊長。その、どこから説明したらいいかわからないけど……」

「いらないよ。ここ一ヶ月ほど滄そう州しゆうに留とどまってるんだけど、都での事件の報しらせが届いてから、あんたのことを調べてたからさ。昨日一日である程度のことは把握出来てる。それより──」

　テーブルに身を乗り出し、じっと燕青のことを見つめてくる。

「あたしの話、先に聞いてくれない？」

　興味はある。最初の仙シエン姑クー魯智深。幾度となく話題に上ってきた存在。なかば伝説ともなっている彼女が、いまになって、何食わぬ体で、元討仙隊隊長であった自分の前に姿を現した。聞きたいことは山ほどある。だから、燕青としても、まずは彼女の話を聞きたかった。

「いいよ。で、何を話そうっていうんだよ」

「もしも誤解があるんだとしたら、それを解いておきたいからさ。ほら、そんな風に拳こぶしを握り締しめられてたら、話もしにくい」

　指摘されて、燕青はハッと気が付いた。いつの間にか拳を強く握り、緊張していた。窮きゆう地ちを救ってくれたとはいえ、相手は、これまで敵として認識していた仙姑本人だ。いまだに討仙隊としての感覚が残っているからか、つい剝むき出しの敵意をぶつけてしまっていた。

「誤解、ってなんだよ」

「あんたらが『延えん安あん府ふの変』って呼んでる事件のことさ」

「何か違うとでも？　あの事件を起こしたのは、お前じゃない、と？」

「半分正解。やっちまったのはあたしさ。だけどきっかけを作ったのは、他ほかの人間だ」

「他の人間……？」

「状況は同じだったんだよ、あんた達たちと」

　それから魯ろ智ち深しんは当時何が起きたのかを語り始めた。

　延えん安あん府ふの軍で、部隊長を務めていた魯智深は、ある日魔ま星せいを身に宿した。自然とそれが凶兆であると見抜いていた彼女は、誰だれにも相談することなく、隠し続けていた。

　だが、彼女の家に星が落ちるところは、何人かに目もく撃げきされていた。

　そして、星が落ちてからしばらく経たったある日──部屋にいた魯智深の前に、何の前触れもなく仮面を着けた男が現れた。気が付いた時には、剣で斬きられた。怒り狂った魯智深は、刺客を相手に大立ち回りを繰くり広げたのだという。

「その仮面の男は何者だったんだ？」

　一度、燕えん青せいは話を遮った。最も気になるところだ。半年前からしつこく自分を襲しゆう撃げきしてきた仮面の者達。おそらく魯智深を襲おそったのも、同じ。彼らはどんな集団だというのだろうか。

「正体は知らないさ。だけど、推測はしている」

　顔を近づけ、魯智深は燕青にだけ聞こえるように話した。

「天命の巫女みこだよ。仮面の男の背後にいたのは、きっとあの女だ。あたしが仙シエン姑クーであると知って、刺客を送り込んだんだ」

「根拠はあんのか」

　本当のところ、仮面の女の正体が鄧とう元げん覚かくだったり、陸りく謙けんが天命の巫女を敬っていたり、といったことを目もく撃げきしているから、いまさら仮面の集団の裏で糸を引いていたのが天命の巫女だと聞かされても、さほど驚おどろきはしない。だけど、あえて魯智深の見解を聞いてみたかった。

「知ってた？　天命の巫女が、『何歳さいになったら死ぬ』って託宣を告げる相手って、時の権力者にとって不都合な人間が多いんだ。奇妙なことに、統計を取ってみると、天命を告げられて死んでいった連中の一割は、何者かに暗殺されている。あんたも心当たりはないか？」

「天命……暗殺……」

　すぐに一人いたことを思い出した。

　林りん冲ちゆうの父だ。彼は、天命の巫女に死期を告げられていた。その死に方は、夜道を歩いている時に刺客に殺される、というものだった。

「そこからあたしが導き出した結論は、ひとつ」

　魯智深の声に自然と力が入った。

「天命の巫女は、自分の託宣をより確実なものとするため──自分専用の暗殺部隊を抱えている、ってこと」

「宣言した死期の通りに、その相手が命を落とすように？　そんな面倒なことするか？」

「為政者ってのはどこか壊こわれてるもんなんだよ。普通の人間なら出来ないようなことでも、膨ぼう大だいな資産を抱えているから出来ることもある」

「だけど、天命の巫女みこが裏にいる、っていうのは……どうしてそう思うんだ？」

「考えてみろ。仙シエン姑クーの名が国中に知れ渡ったのって、何が原因だ？」

「そりゃあ……延えん安あん府ふの変が、一番のきっかけだろ」

「うん、あたしの暴走が引き起こした事件だ。じゃあ聞くけど、まだ仙姑のこともよくわかっていない時期にあたしを殺そうとしたのは、一体誰だれなんだ？」

「──！」

　言われてみれば、奇妙な話だ。魯ろ智ち深しんの暴走を契機として、仙姑の恐ろしさは真実味を伴って語られるようになり、それによって林りん冲ちゆうが捕まったりしたのだ。だけど、肝心の魯智深自身は、どうだろうか。彼女の話が本当なら、誰が刺客を送ったというのか。

「天命の巫女だけが理解していた。仙姑のことを。だから殺そうとしたんだ」

「でも、それが引き金となって、魯智深は暴走した……」

　まだ最後まで聞いてはいなかったが、流れから、燕えん青せいは話の先を推測していた。仮面の男に襲おそわれた魯智深は、激はげしく戦っているうちに暴走を引き起こしてしまったのだ。

「あるいは、わざとそうしたのかもな」

「わざと……だって？」

「ほら、あたしが暴走したから仙姑のことは世に知られるようになったけど、裏を返せばああいう事件が起きなければ、一〇八の魔ま星せいが落ちたなんていう話、すっかり忘れ去られてたかもしれないだろ？　だから」

「あえてお前を攻こう撃げきして、あの騒そう動どうを起こした──っていうことか！」

「憶おく測そくだけどさ、案外いい線行ってると思わない？　たまたま、の可能性もあるけど」

　燕青は水の入ったコップを強く握った。ありえる。討とう仙せん隊たいにいた頃ころの自分なら、戯ざれ言ごとだと一笑に付しただろう。でも、濡ぬれ衣を着せられて、一度は処刑されかかった身だ。国のことなど信用していない。どんな陰謀を張り巡らせているか知れたものではない。

「さて、本題だ」

　周りがやかましいので、二人の会話が聞かれる心配は少ない。とはいえ、慎重を期すためか、魯智深は燕青の隣となりの席へと移り、耳元へと囁ささやくように話をしてきた。

「明日の早朝、あたしは滄そう州しゆう城じようを襲しゆう撃げきする」

「一人で……!?」

「それも面白そうだけど、さすがに一人だけで行くつもりはない。言いたいこと、わかる？　あんただって、大事な人が捕まってるんだろ？」

「……！」

　燕青は返答に困った。林冲を助け出そうとすれば、必然的に戦せん闘とうは避さけられない。どちらにせよ国から追われている身とはいえ、まだ覚悟は出来ていなかった。自分を陥れた連中に対する怒りと、これまで仕えてきた国に反旗を翻ひるがえすことは、別の問題だ。

「俺おれは──」

「何を迷ってんだよ。こんだけ酷ひどい目に遭わされて、泣き寝入りするつもりか」

「もちろん腹は立つよ！　だけど──！」

　思わず声を荒らげる。その途端に、涙が滲にじんできた。

　あの晩のことを思い出す。一緒に本物の花火を見に行こうと約束して、そのまま小しよう倩せんは死んでいった。もう二度と、自分と彼女の望みが、叶かなうことはない。

「──戦うことに、意味なんてあるのかよ」

「甘えてるんじゃねーよ」

　魯ろ智ち深しんは燕えん青せいの襟えりを摑つかみ、グイ、と顔を引き寄せた。

「意味がなかったらあんたは何もしないのか？　違うだろ。そうしたいからするんだろ。自分の胸に手を当てて考えてみろ。いままであんたが道を選ぶ時は、理屈で選んだか、魂で選んだか、どっちだ？　いま、あんたは何がしたい？　どうしたい？　──答えろ燕青ッ！」

　最後の大喝は、店内全体を揺るがすほどの大音声だった。あまりのボリュームに、ビリビリと壁かべや床が振動する。びっくりした客達たちは、騒さわぐのをやめて、シンと静まり返る。

　緊張が流れる。睨にらみ合う燕青と魯智深。

「……っるせーな」

「あん？」

「わかるか!?　俺おれは大好きな人を守ろうとした！　必死になって戦った！　だけど無駄だった！　あいつは、小倩は、天命通りに命を落とした！　何もかも敵の思い通りじゃないか！」

　魯智深の腕を振り払い、店の外に飛び出した。




　雪が降る中、夕ゆう餉げの蒸気や煙が充満する細い路地を、急ぎ足で駆けていく。何か目的があって進んでいるわけではないが、とにかく体を動かしたかった。

　城じよう壁へきの前に出た。要よう塞さい都市として知られている滄そう州しゆう城じようの城壁は、造りこそ粗いが、その高さは見上げんばかり。自分一人なら登れなくはないが、それにしても攻め込むには厳しそうだ。

「俺だって……戦いたいけど……」

　積雪の上に腰を下ろす。肩に雪が重なってくるが、構わず、しばらく天を仰ぎ続けた。黒い空からハラハラと雪の結晶が舞まい降りてくる。

　白い息を吐いた。

（勝てる気がしない）

　今日、村で戦った少年暗殺者の二人。あの程度の敵でも苦戦するような自分が、この要塞に囚とらわれた林りん冲ちゆうを救い出せるのだろうか。

　胸にかかっている円えん盤ばん型がたの宝パオ貝ペイを手に取る。いまだ使い方も、効能もわからない宝パオ貝ペイ。どちらにせよ詳細がわかったところで、宝パオ貝ペイは一人一個しか使えない。太たい陰いん剣けんがある以上、この宝パオ貝ペイは使えない。

　それでも夢想する。陸りく謙けんはなぜか躍やつ起きになって、この宝パオ貝ペイを求めていた。もしもこれが、何か強力な効能を持っているのだとしたら、林りん冲ちゆうを救い出すのなんてわけないかもしれない。

（虫がいいか）

　苦笑する。弱気になっている時の妄想ほど、情けないものはない。

「風邪引くから、戻ってきな」

　魯ろ智ち深しんがやって来た。片手には酒が入っているであろう瓢ひよう簞たんを持っている。

「いいよ。しばらく頭を冷やしてる」

「なら、付き合わせてもらおうかな」

　そう言って横に座ると、しばらく無言で、酒を飲み続けた。

「……あたしにも、かけがえのない人がいた」

　やがて、魯智深は自分のことを話し始めた。

「名前は金きん翠すい蓮れん。歌が上手だけど、線が細くて、いつも儚はかなげなやつだった。幼い頃ころから一緒に暮らしてて、早くに家族を亡くしたあたしにとっては、唯一無二の存在だった。優しくて、すぐ人に騙だまされそうになる素直な子で──いつまでも守り続けたいと思ってた」

　黙だまって燕えん青せいは話を聞いている。何かが心に引っかかっていた。

「だけど、死んだ」

　それは魯智深が襲しゆう撃げきを受けた日のこと。

　仮面の男に襲おそわれ、傷を負いながらも、魯智深は反撃の糸口を探っていた。あとちょっと耐え抜けば、敵の攻撃のクセを見抜けそうだと思っていた。

　ところが間の悪いことに、騒さわぎを聞きつけた翠蓮が、部屋の中に入ってきた。

　魯智深は「逃げろ！」と叫んだ。しかし間に合わなかった。仮面の男は翠蓮に飛びかかり、一刀のもと、彼女の首を刎はね飛ばした。

　真っ赤な血が噴ふき出すのを目の当たりにした瞬しゆん間かん、魯智深は理性を失い、仮面の男に正面から飛びかかった。が、あえなく刀による袈け裟さ斬ぎりを受け、深手を負った。自分の命が失われていくのを感じながら、翠蓮の亡なき骸がらを見て──正気を失った。

　そこから先のことは憶おぼえていない。

　目を覚ました時には、どこかの山中にいた。不思議と傷も治っていた。

　魯智深が自分のしでかしたこと──いわゆる「延えん安あん府ふの変」と呼ばれる惨劇を引き起こしたと知ったのは、五日も経たってからのことだった。

「それが暴走の原因？　まるで……林冲の時と、同じだ」

　どちらも自身が満身創そう痍いとなり、大切な人を目の前で殺されたことで、暴走を起こしている。流れは全く同じだ。

「あたしが弱かったから、翠すい蓮れんを守れなかった。弱かったから、敵に勝てなかった。その果ての暴走で、多くの人々を殺してしまった。一生かけても償つぐないきれない罪を背負っているのは、重々承知してる。──だけど、悪いのは、誰だれ？」

「それは……」

「各地を逃げ回った末に、あたしは五ご台だい山さんって山に潜せん伏ぷくした。そこの寺の坊さん達たちは、みんないい人達だった。だけど、そこへまたやって来たんだ──仮面の連中が」

「天命の巫女みこの、差し金……!?」

「どうやって居場所を摑つかんだのか、わからない。でも、とにかく戦うしかなかった。二度と翠蓮のような犠ぎ牲せいを出さないためにも。何かを考えている余裕なんてなかった」

「それで、どうなった？」

「なんとか坊さん達に巻き添えは出さずに済んだよ。その代わり、仮面の連中を殺しまくったから、師匠に破門にされたけどね」

「犠牲者が出なかったんなら、何よりだな……」

「でも、このままあいつらを放っておけば、あたしだけじゃない、他ほかの仙シエン姑クーも同じ目に遭う。他の人々が巻き込まれる。そんなことを、許せるか？　自分だけ生き延びればいいのか？」

　魯ろ智ち深しんの言葉を受けて、燕えん青せいの胸中に炎がともり始めた。悲惨な思いをしているのは、自分や林りん冲ちゆうだけではない。魯智深もまた同じだ。そして、このまま天命の巫女を放ほうっておけば、仙姑の数だけ、同様の悲劇は起こる。

　燕青は立ち上がり、魯智深とともに、また酒場へと戻った。

「やっぱり、俺おれは、戦いたい」

　中に入り、席につくやいなや、燕青は震ふるえる声を吐き出した。一度言い出したら止まらない。

「あいつらの思い通りにさせてたまるか。林冲を助け出してみせる。国と戦うことになったって構わない。天命なんかくそくらえだ！　俺は──」

　そこで我に返り、周りを見た。

　客が全員、こちらを注目している。燕青の発言は全すべて聞かれてしまっていた。

（まずい）

　この場を離はなれるため、外に出ようと立ち上がったら、魯智深に襟えりを引っ張られた。

「せわしない奴やつだな。落ち着け。座れって」

「だけど、いま、こいつらに」

「あんたがどっちに転ぶかわかんなかったからさ、教えなかったんだ。実はここにいる客も、酒場の主人も、店員も、みんなあたしの味方。正確には、あたしのことを仙姑と知った上で、『滄そう州しゆう城じよう攻めに協力してくれ』って依い頼らいしてきた連中。滄州城主に恨みのある連中ばかりさ」

　無関係だと思っていた客達は、訳知り顔でニヤニヤと笑っている。店員も同じだ。

「ここにいるやつらはみんな、娘や恋人を滄そう州しゆう城じよう主しゆにさらわれたんだ」

「なんだよ……早く言えよ」

　全員味方と知り、燕えん青せいは胸を撫なで下ろした。最初に教えてほしかったが、自分は元討とう仙せん隊たいの隊長だ。魯ろ智ち深しんからしてみれば、軽々には信用出来なかったのだろう。

「あたしらは明日の朝には滄州城へ攻め込む。で、もう一度聞く。燕青はどうする？」

　問われて、また考え込んだ。しかし今度は迷うがゆえの待ちではない。これから自分がしようとしていることに対しての、最後の確認のための、思考時間であった。

　胸の奥底にある想おもいをぶちまけたおかげで、もう心は固まっていた。

「俺おれは一人で行く」

「おいおい、それは危ないって。あたしらと一緒のほうが」

「決めたんだ。これは俺の戦いだ。だから俺自身の手でケリをつけたい。でも、攻め込むのは同じ時だ。一緒に動くより、そのほうが敵の注意を分散出来るし、好都合だろ」

「それじゃあ、まるであんたを囮おとりにするみたいだ」

「構わない。俺の宝パオ貝ペイの効能からいっても、単独で動いたほうが効率いい」

　我ながら勝手な振る舞いかと思ったが、意外にも、他ほかの人々は喜びの反応を示した。誰だれかが「こりゃ心強い！」と声を上げた。何をそんなに嬉うれしがっているのか、と燕青は首を傾かしげたが、しばらくしてから、自分が協力するだけでも重大な意味があるということに気が付いた。

　燕青は、「元」とはいえ、討仙隊の隊長だ。そんな自分が、仙シエン姑クーと、まさかの共同戦線を張ったのだ。一緒に行動するわけではないが、彼らとしてはこれ以上ないほど心強いに違いない。

「わかった。明日はお互い頑張ろうな！」

　バシンッ、と魯智深は燕青の背中を叩たたいた。あまりの力の強さに、ゴフッとむせる。その様子を見ていた他の男達たちは、ワハハと朗らかに笑った。
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　燕青が、林りん冲ちゆうを救出しようと決意を固めた頃ころ──




　当の林冲自身は、自分がいまどこにいるのか、あまり理解出来ていなかった。

　考えるのも億おつ劫くうだった。楽しかった思い出だけを頭の中で反復して再生している。

　それは、小しよう倩せんにまつわる記き憶おく──




　林冲には妹が生まれてくるはずだった。

　七歳さいの時のことだ。母のお腹なかの中でスクスクと育っている赤ちゃんの姿を想像しては、自分が姉になる瞬しゆん間かんを夢見て、毎日が楽しくて楽しくて仕方がなかった。

　だが──妹が誕生することはなかった。

　母も命を落とした。流行はやり病にかかった直後で、体力が弱っていたせいもあった。

　大好きな母と、待ち望んでいた妹、両方とも失った林りん冲ちゆうは、しばらくの間塞ふさぎ込んでいた。ただ息をしているだけで憂ゆう鬱うつだった。

　そのような日々を過ごしていたから、父から武術を習い始めたのも、当然の成り行きであった。体を動かしている間は嫌なことを忘れられる。それに、自分が強くなるのを実感する度に、この世界から悲しみを消し去ることが出来るような気になり、生きる自信にも繫つながっていった。

　そして自分が一五歳の時、小しよう倩せんが家にやって来た。

　最初は慣れなかった。所しよ詮せんは義理の妹、という思いの方が強かった。

　だけど、ある武術大会で、男達を相手に圧倒的な強さで勝ち進んでいる自分の姿を見て、小倩が無邪気に手を叩いて喜んでいたのを見た時から、気持ちは変化していった。大会で優勝を果たした後など、小倩は興奮気味に色々と質問を浴びせかけてきたものだ。

　新しん鮮せんな驚おどろきと感動がそこにはあった。周りから「女のくせに生意気だ」とか「もっと女らしく生きればいいのに」とか言われている中で、小倩は全面的に自分のことを肯定してくれた。

　何て可愛かわいい妹なのだろう、と思った。

　──いつしか、こう考えるようになっていた。

　小倩は、かつて生まれることのなかった妹が、ちょっと遅れてこの世に現れた存在なのだ、と。自分の本当の妹であることに変わりはないのだ、と。

　それが、妹にも話していなかった、林冲の秘めたる想おもい。

　だからこそ林冲は小倩を溺でき愛あいしていた。どんなことがあっても、たとえ自分が命を落とすことになろうとも、守り抜いてみせよう、そう胸に誓っていた。

　でも、守れなかった。小倩は死んでしまった。

　心が崩ほう壊かいした林冲は、生ける屍しかばね同然となり、ただ虚うつろな目を宙に向けるのみ──
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　明け方。辺りはうっすらと明るくなっているが、昨晩からの雪に、風も加わってきており、視界は悪い。舞まい上がった雪の粉が行く手を遮り、時に目に入り、歩みを遅くさせる。

　燕えん青せいは雪の中を進んでいる。

　これは厄介だな──と気を引き締しめる。せっかく、最も影かげが伸びる時間を選んで行動を起こしたのに、空は雲で覆おおわれているから、太たい陰いん剣けんを使うにはかなり状況は不利だ。

（もうちょっとしたら吹雪ふぶきになりそうだな……最悪の天候だ）

　滄そう州しゆう城じようの城じよう壁へきは造りが粗く、石と石の間に隙すき間まがある。この程度なら、太陰剣を使わなくても、登るのはわけない。隙間に指をかけ、体幹の力を活いかしながら、着実に上へと進んでいく。

　あと少しで城じよう壁へきの上に出る、というところで、縁へりに指をかけたまま、様子を窺うかがった。

　雪を、サクッ、サクッ、と踏ふむ足音が聞こえる。近くには一人だけのようだ。

　一気に城壁上へ躍おどり出る。兵士はこちらに背を向けて歩いている。その後ろに接近し、うなじへ手刀を当てた。急所を叩たたかれた兵士は声も立てずに気絶した。

　燕えん青せいはすぐに兵士の体を引きずり倒しつつ、自分もしゃがみ込む。

　城壁の上には、他ほかにも見張りの兵士達たちがいる。それぞれの配置は間隔が空いており、風雪のせいで視界が悪く、また燕青の奇き襲しゆうも一いつ瞬しゆんだったから、どうやら見つかっていないようだ。

　障害物に身を隠しながら進んでいく。途中、城壁の上から、滄そう州しゆう城じよう内ないの様子を眺めてみた。居住区もあることにはあるが、工こう廠しようや兵舎が数多く並んでおり、中には発掘現場も見える。工廠の煙突から灰色の煙が濛もう々もうと立ち上っている。

　実に殺風景な眺めだが、別の観点で、燕青はホッと落ち着いていた。城内は、提ちよう灯ちんや工廠の窓から洩もれる明かりで、各所に光源がある。おかげで、太たい陰いん剣けんを使えそうな影があちこちに出来ている。これなら探索はかなりやりやすい。

（林りん冲ちゆうはどこだ……？）

　城壁の上を進んでいるうちに、異様な施設が滄州城の外に建っているのを発見した。

　石造りの塔だ。城壁上からは渡れない。滄州城と塔の間には川も流れているから、地上を進んでいくのも難しそうだ。もしかしたら林冲はあそこにいるのかもしれない。

　城郭から橋が伸びている。城じよう壁へきの遙はるか上を十字に交差するようにして、塔の最上階へと繫つながっている。つまり、あの塔に入るには、一度城郭へ入らなければいけない、ということだ。おそらく城主が住んでいるであろう、あの場所へ。

　燕青は城内に降り立った。兵士達に見つからないよう注意しながら、慎重に進んでいく。

「ん？」

　肥え太った少年が、大勢の護衛を引き連れて歩いている。身なりだけは立派だ。この城内でも相当偉い立場にいる人物なのだろうと読んだ。あるいは彼こそが城主かもしれない。

　後をつけてみる。白塗りの建物の中へと、少年は消えていった。その建物は、都で自分が住んでいた、王おう倫りんの研究所と似た外観をしている。

（ここも研究所か）

　さすがに警戒は厳しい。等間隔に配備された兵士達が、目を光らせている。

　離はなれたところから侵入経路を確認する。窓へと続く影かげを見つけ、そこから逆戻りする形で、どこを起点にして入り込めばいいのかを検証する。

　ルートを定めた燕青は、兵士達からは見えない場所にある、狭い道へと移動した。

　影に太陰剣を突き刺す。体を影と化した燕青は、頭の中に叩たたき込んだ道順通りに影を伝う。現在位置がわからないほどの高速移動だ、考えている余裕などない。ただ感覚だけで進む。

　建物内部に入った瞬間、実体へと戻った。床の上に転がり出る。侵入に成功したところで、慌てず、周囲の様子を窺うかがった。影かげから実体へと戻るところで、部屋の中の箱にぶつかって物音を立ててしまっていた。物置部屋のようだが、ちょうど壁かべの松明たいまつに明かりがつけられている。室内に人がいるかもしれない。様子を窺う。が、気配は無い。

　燕えん青せいは部屋から出た。廊下を歩いていると、笑い声が聞こえてきた。幼い、無邪気な声。そちらのほうへと歩を進めていく。

　該当の場所に辿たどり着いたが、入り口はひとつしかない。辺りを見回すと、天井に通風口があったので、その中に入った。狭い管の中を、音を立てないようにしながら進んでいく。やがて、部屋の中が見える場所に辿り着き、通風管に空いた穴から、部屋の中を覗のぞき込んだ。

　途端に、怒りで頭の中がカッと熱くなった。

　林りん冲ちゆうが拘束台に縛しばりつけられている。衣服はボロボロになり、見るも無惨な様子だ。目は焦点が定まらず、口は半開き。それでも胸が上下しているので、辛うじて生きているとわかる。

　先ほど外で見かけた太った少年が、奇声を上げながら、熱した棒を林冲の肌に押し当てた。焼け焦げる音。林冲は短く小さな悲鳴を発した。少年は小こ躍おどりして喜んでいる。

「わー！　すごい、すごい！　もう火傷やけどが治り始めてる！　仙シエン姑クーって頑丈なんだね！」

「城主……そろそろ中断を。これ以上痛めつければ、本当に壊こわれてしまいかねません」

　白衣の老人が引きつった表情で、少年を止めようとした。予想通り、あの太った少年は滄そう州しゆう城じようの城主だったようだ。

　少年は頰ほおを膨ふくらませ、「ずるいぞ！」と怒鳴る。

「ぼくちんだって遊びたいんだ！　もうちょっと楽しいことさせろよ！」

「しかし……」

「うふふ。それに、この子、すんごい綺き麗れいだし。うふふ」

　おぞましいものを見せられて、嫌悪感を催すのと同時に、燕青の胸中に激はげしい怒りがこみ上げてきた。いますぐ部屋の中に飛び込んで、あの城主とかいうガキを殺して、林冲を救おうかと本気で考え始めた。

　そこへ、あの男が姿を現した。

「研究所では所長の言葉に従うのが筋ですよ、高こう衙が内ない様」

　陸りく謙けんだ。その姿を見て、燕青は息を吞のんだ。なぜ奴やつがここにいるのか。とにかく部屋の中に飛び込むのをやめた。太たい陽よう刀とうと真っ向から戦うことになるのだけは、避さけたい。

「うるさいなあ！　この城はぼくちんのものだ！　何をしようと自由だろ！」

「この国に存在する全すべての物は、皇帝陛下の所有物です。あなたの物ではない。そのあたりをはき違えられては困ります」

「……なんだよ、陸謙。ぼくちんに逆らうのか！」

　城主はヒステリックに叫んだ後、陸謙に殴りかかった。しかし、拳こぶしは空を切った。簡単にかわされてしまったのだ。たたらを踏ふんだ城主は、自分から勝手に転び、鼻を床に打った。

　ぎゃあー！　と泣き叫ぶ城主を尻目に、所長と呼ばれた老人は安あん堵どの表情で、林りん冲ちゆうの拘束を解き始めた。

「助かりましたぞ、陸りく謙けん殿」

「そろそろ林冲を牢ろう屋やに戻すのでしょう？」

「うむ。ほどほどにしませんと。貴重な実験素材を死なせるわけにはいきませんからな」

　林冲は兵士達たちの手で担架に乗のせられて、どこかへと運ばれていった。城主を残して、陸謙と所長も続いて部屋から出る。

　牢屋の場所を知るためにも、後を追いたいところだが、陸謙がいる。あの所長の実力も未知数だ。尾行に気付かれて、戦せん闘とうになってしまえば、最悪林冲を巻き添えにしてしまう。密ひそかに事を進める必要がある。とはいえ、間もなく魯ろ智ち深しん達が城内に突入してくる。そうなれば林冲を助けるどころではなくなる。慎重かつ迅速に、牢屋へと辿たどり着かなければいけない。

（となると、この手しかないか）

　燕えん青せいの目は、部屋の中でいまだ泣いている城主へと向けられた。




「なんだよ、陸謙のやつ！　ぼくちんを誰だと思ってるんだ！　パパに言いつけてやる！」

　高こう衙が内ないは怒りながら自分の部屋へと戻ってきた。

　寝台の上に座り、侍従に女を連れてこさせようと、手を叩たたくために腕を上げた。

　その腕を、何の前触れもなく現れた燕青に、ガシッと摑つかまれた。

「ひ──!?」

　恐怖で高衙内は眼を見開いた。どうやってこの部屋へ入ったのか。どこに隠れていたのか。明かりが灯ともっている室内、せいぜい柱の影かげが伸びているくらいで、身を潜ひそめる場所はない。

　腕をねじり上げられた──と思った次の時には、投げ飛ばされて、床の上にドガンッと叩きつけられた。ギャッ、と悲鳴を上げる。

「やだ、やだ！　やめて！　殺さないで！　ひえええ！」

　高衙内は床の上をジタバタと虫のように這はいずり回り、何とか逃げようとする。が、燕青に背中を踏ふみつけられ、「ぎゅっ！」と呻うめいて動けなくなった。

　燕青はかがみ込み、城主の横顔を上から睨にらみつけた。

「よく聞け。ここに囚とらわれている仙シエン姑クーがいるだろ。林冲だ。そいつの場所まで案内しろ」

「き、君は、どちら様で」

　その反応にイラッときた燕青は、バチンッと城主の頰ほおを引っぱたいた。頰を赤く腫はらした城主は、少しの間パチパチとまばたきをしていたが、やがて大声で泣き出した。

「びえええええ！　なにするんだよー！　ぼくちんのパパは、殿でん帥すい府ふの太尉だぞ！　軍隊で一番偉い人なんだぞ！　ぼくちんに何かあったら、お前なんて、お前なんて──」

　もう一度城主の頰に張り手を喰くらわせた。さらに激はげしく城主は泣き出す。それでも強がった発言をやめようとしない。見上げた根性なのか、それとも単にガキなのか。

「黙だまれ。無駄口叩くな。お前は、俺おれの命令だけ聞けばいい」

　太たい陰いん剣けんの切っ先を、相手の眼前に突きつけた。死の恐怖を前にしてはさすがに生意気な口はきけないようで、高こう衙が内ないは青ざめた表情で、小さく頷うなずいた。

　外へ出ると、横殴りの風雪が肌を痛めつけてきた。高衙内は「寒い、寒い」としきりに泣き言を言いながら、城郭から伸びている橋を渡り始めた。やはり、彼方に霞かすんで見える高い塔、あそこが牢ろう屋やのようだ。燕えん青せいは逸はやる気持ちを抑えて、もたもたと歩く高衙内の後をついていく。滄そう州しゆう城じようの城じよう壁へきと、川をまたぐ形なので、橋は非常に長い。なかなか塔まで辿たどり着かない。

（無事ならいいんだけど……）

　先ほど実験室で見た痛ましい光景を振り返り、唇を嚙かむ。普通の女の子なら死んでいてもおかしくない。

「も、もうすぐで、塔です。こ、ここまでで、よ、よろしいでしょうか」

　すっかり体が凍えたか、高衙内はガチガチと歯を鳴らし、縋すがるような目で燕青を見てきた。

「馬鹿言うな。お前は人質だ。最後まで俺と一緒に来い」

「ふ、ふええ……パパああ」

　高衙内はまた泣き出した。この極寒の中、だいぶ体に堪こたえているみたいで、顔色は真っ青になっているが、そんなのは燕青の知ったことではない。

　やっとのことで塔に辿たどり着き、屋内に入った。風と雪が無いだけで、暖かく感じられる。

　階段を下りていき、三階層ほど移動したところで、高衙内は廊下の奥へと進み始めた。一番奥の牢ろう屋やの前へ行き、そこで燕青のほうへと怯おびえた眼まな差ざしを向けた。

「こ、ここです」

　牢屋は、壁かべでしっかりと囲まれている。扉は頑丈な鉄製で、覗のぞき窓しかついていない。

「よし、鍵かぎを開けろ」

　言われるままに高衙内は鍵を出し、牢屋の扉を開けた。すぐに燕青は中に入る。

「林りん冲ちゆう……！」

　窓のある壁に寄りかかって、林冲は床に座っている。目の焦点が合っていない。

「助けに来たぞ！　おい、林冲ってば！」

　いくら呼びかけても反応は無い。

「なんだよ、これは！」

　燕青に怒鳴られ、高衙内はビクンと体を震ふるわせると、泣きそうな顔で首を横に振った。

「ぼ、ぼくちんは何も──」

「噓うそつくな！　この目で見てたぞ。林冲のことを弄もてあそんでたじゃないか！」

「この城へ来た時から、こんな感じだったんだよぉ。悪気はなかったんだよぉ」

　回答を誤れば殺される、という恐怖感からか、高こう衙が内ないは必死で弁明する。その情けない有様に、怒りを通り越して、呆あきれの感情が生まれてきた。

「……もういい」

　燕えん青せいはため息をつくと、林りん冲ちゆうを背負った。

　塔を出て、来た道を戻る。雪の勢いは衰えていない。高衙内は、燕青の前を進みながら、ヒイヒイと叫んでいる。

（これであとは脱出するだけ）

　他ほかの人間を影かげ化かすることは出来ないので、地道に出口を目指すしかない。とりあえず、高衙内を人質として取っている限りは、なんとか滄そう州しゆう城じようから脱出出来るだろう、と思っていた。

「……やっぱ読まれてたか」

　橋の向こう側、城郭のほうより歩いてくる人影を見て、燕青は忌々しげに呟つぶやいた。雪のカーテンの奥から近付くにつれ、徐々に相手の姿がはっきりしてくる。

　陸りく謙けんだ。すでに太たい陽よう刀とうを鞘さやから抜き、いつでも戦えるようにしている。

「助けて、陸謙！」

　突然、高衙内は走り出した。止める間もなく、陸謙のほうへと向かっていく。

（しくじった……！）

　あの臆おく病びような男がこんな行動に出るとは思っておらず、燕青は反応が遅れた。林冲を背負っている現状、いまからでは走っても間に合わない。

「ひい、はあ……危なかった」

　無事逃げ切り、高衙内は額の汗を拭ぬぐった。

　陸謙は冷ややかな目を向けている。

「ん？　陸謙？」

　ややあって、陸謙の様子がおかしいことに気が付いた高衙内は、首を傾かしげた。

「なんとも、醜みにくい男だ……」

「ほえ？　いま、なんて──」

　肉が切り裂かれる音。

「えぶ！」

　ゴボッと血を吐き、高衙内はよろめいた。方向感覚を失っているのか、その場でクルクルとコマのように回る。脂肪だらけの胴体に、斜めに走る深い切り傷が刻まれている。血がどんどん溢あふれ出してくる。対する陸謙は、太陽刀を振り下ろした状態で、動きを止めている。

「ど……どぼじて……!?　りぐげ──」

　そのこめかみに、陸謙の高廻まわし蹴げりが叩たたきこまれた。脳のう味み噌そを揺さぶられ、さらによろめいた高衙内は、橋から足を踏ふみ外した。吹雪ふぶきの音に混じって、絶叫がこだました。目もくらむほどの高さだ。落ちたら助からない。

（あいつ、何考えてんだ!?）

　城主を容赦なく斬きり捨てた陸りく謙けんに対し、燕えん青せいは啞あ然ぜんとした。なぜこんなことをしでかしたのか、理由を問いただしたかった。もしも都のお偉方に知られたら、ただでは済まない。

　だが、それよりも先に、陸謙のほうから尋ねてきた。

「ひとつ教えてほしいことがある、燕青」

「……なんだよ」

「ここで林りん冲ちゆうを助けても、何も変わりはしない。彼女は都の人間を虐殺した仙シエン姑クーであり、君だってお尋ね者。どうせ元の生活に戻ることは不可能だ。それなのに、なぜ、ここへ来た」

「わけなんているかよ。林冲は俺おれにとって特別な人間だ。仲間であり、友人であり、家族のような存在であり──小しよう倩せんの姉だ。そんな大切な人間が、酷ひどい目に遭ってんだぞ」

　そこで沈ちん黙もくが訪れた。風雪の音だけが聞こえてくる。

　くっくっくっ……忍び笑いの声。

　陸謙だ。口に手を当て、笑いをこらえている。

「君は、本当におめでたいやつだ。まさか林冲を、家族と思い込んでいるなんて」

「そんなの俺の勝手だろ。お前にどうこう言われる筋合いは──」

「あああ、違う違う違う！　仕方がないやつだな、君は！　まだ思い出せていないのか！」

　苛いら立だった陸謙は髪かみをかき上げると、見下すような目つきで、燕青を睨にらんできた。

「忘れてしまったのか！　村を滅ぼされた、あの無念を！」

「村……？」

「スーミン族の村だ！　世界の秩序を保つため、人々の命を司つかさどり、時には死すべき者をこの世から排除する──僕らはそのために存在する一族だったじゃないか！」

「僕ら……!?」

　陸謙は、何を言っている？

「この世界の秩序を保っているのはなんだ!?　死だ！　命の終しゆう焉えんだ！　僕らスーミン族は、その信念に従い、活動してきた！　人々は僕らのことをこう呼んでいた──鬼クイ人レンと！」

「鬼……人……？」

「哀れだよ、燕青。実に哀れだ。あんなにも優秀だったのに、全部忘れてしまうとは」

「待てよ！　順を追って説明しろ！　お前は俺の何を知ってるんだ！　俺は──何者だ!?」

「僕らが住んでいたスーミン族の村は、この世界を滅ぼしうる人間を抹殺する役目を担っていた。神々の代行者として、世界にとって毒となる人間を粛清する……僕達たちは神々に認められた一族だった。それなのに、僕達の村は何者かに攻められ──そして滅ぼされた」

　そこで一度陸謙は言葉を切った。興奮状態なのか、息が荒い。

「結局敵が何者かはよくわからなかった。とにかく、村は滅んでしまったが、僕と君、そして鄧とう元げん覚かく……三人は何とか生き延びることに成功した。だけど、森の中を逃げているうちに、食しよく糧りようも底を突いた。このまま餓うえ死にしてしまうか、というところに──天命の巫女みこが現れたんだ」

　天命の巫女は、陸りく謙けん達たちを匿かくまった。そして、代々皇帝に仕えて天命を占い、国家を導いてきたという彼女は、神々の代行者たるスーミン族の三人に、ひとつの取引を持ちかけてきた。

　それは、『一族としての務めを果たさせる代わりに、自分のために働け』というもの。

　陸謙は拒絶した。自分達が人を殺すのは、神々の意志のもとであって、誰だれか特定の個人のためではない、と。鄧元覚も同じ意見だった。天命の巫女のために働く──それはすなわち、ある個人の意志のために働く、ということだ。

「しかし、君だけは賛同した」

「俺おれが……？」

「まだしっくりと来ていないようだな。ちゃんとはっきり言ってやるから、よく思い出せ。いいか。君も我々と同じスーミン族の村の出身者だ。そして村が滅んだ後は天命の巫女に仕えた。巫女の意志を現実のものとするため、邪じや魔まな存在を排除するのを務めとして──」

　太たい陽よう刀とうを突きつけ、陸謙は感情を剝むき出しにして、燕えん青せいにぶつけてきた。

「君は、天命の巫女のために働く忠実な殺し屋だったんだよ」
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　ちょうど燕えん青せいが陸りく謙けんと橋の上で対たい峙じした頃ころ──

　城じよう壁へきの前、兵士達たちからは見えない死角に、魯ろ智ち深しん達は身を潜ひそめていた。

　空は一面白く、深夜から降り続けている雪はますますその量を増やしている。風も出てきた。吹雪ふぶきになりつつある。

「この国は、天命なんてわけのわからないものに踊らされてる。お偉方は、自分達の私腹を肥やすのに一所懸けん命めいだ。あたしらはいつだってその犠ぎ牲せい者しやだった。──でも、今日で終わりだ」

　魯智深の言葉に、一同は耳を傾けている。全員、気持ちが高揚するのを、体全体で感じていた。今日で終わり、という魯智深の言葉には、心を奮い立たせる不思議な響ひびきがあった。

「天命に抗あらがえ！　悪法を壊こわせ！　あたしらは自由だ！」

　みな立ち上がり、オオオオオと雄お叫たけびを上げる。

「反乱の狼煙のろしを上げるぞ！」

　魯智深は怒鳴り、拳こぶしをしっかりと握り締しめた。

　ザザザと花吹雪が、降ってくる雪の間を縫ぬいながら、魯智深の拳に向かって飛んでくる。グルグルと回転しながら右腕に纏まとわりついてきた。

　それはただの花びらではない。仙シエン姑クーとしての魯智深の能力。花びら一枚一枚が──爆ばく弾だんだ。

「オォォラアア！」

　豪快な気合いとともに、魯智深は雪をしっかり踏ふみ込んでのストレートパンチを放った。

　右拳から放たれた花吹雪が、城壁に向かって飛んでいき、ぶつかった。

　大爆発が、起きた。

　城壁に巨大な穴が空き、積まれた石がガラガラと崩れ落ちていく。守備に当たっていた兵士達が悲鳴を上げるのが聞こえる。

　鄧とう元げん覚かくが使っていた爆破型宝パオ貝ペイとは、まるで規模が違う。見上げるばかりの高さだった城壁が、あっという間に破は壊かいされ、ポッカリと大きな切れ込みが出来上がってしまった。

　突とつ撃げきしようと意気込んでいた男達だったが、想像を絶する魯智深の能力を前にして、しばらく呆ぼう然ぜんとしていた。さすがにいまのには驚おどろかされたようだ。が、すぐに気を取り直して、再び声を張り上げ始めた。

　魯智深が城内へと突入したのを機に、全員駆け出した。

　城内に突入した反乱者一行は、敵を斬り伏せながら奥へと進んでいく。

　北方の重要な拠点であるにもかかわらず、兵士達の肉体は脆ぜい弱じやくだ。山や畑で鍛きたえ上げられた反乱者達を前に、なすすべもなく倒されていく。彼我の装備は大きく差が出ており、こちらが棒きれなのに対し、向こうは剣。それなのに、圧倒されている。

　魯智深は先陣を切っていく。禅ぜん杖じようを振り回し、兵士達を紙切れのように吹き飛ばす。

「放て！　放てえ！」

　部隊長の命令に従い、防壁上に配備された兵士達が、一斉に弩どから矢を放った。反乱者達は棒きれを掲げて防ごうとしたが、そんなもので食い止められるわけがない。あわや針はり鼠ねずみとなるか──というところで、魯ろ智ち深しんが僧衣の袖そでをバッと翻ひるがえし、両腕を広げた。

　虚空から花はな吹雪ふぶきが現れ、飛来する雨のような矢に向かって飛んでいく。

「発ハツ！」

　魯智深の気合いとともに、花吹雪は爆ばく発はつを起こした。宙を横へと流れていくようにドドドドと爆炎が走り、矢は全すべて撃げき墜ついされてしまった。

「む、無茶苦茶だ！」

「あんな化け物相手に勝てるかよ！」

　兵士達たちは口々に悲鳴を上げて逃げ出した。放り捨てられた武器を拾い、反乱者達はさらに勢いづいて、雄お叫たけびを上げながら突入していく。

　城主の居城を目指してひたすらに駆けていったところで、最後の防ぼう壁へきに辿たどり着いた。壁上には黒衣の兵士達が控えている。

（あれはこいつらには荷が重いな）

　ひと目見て、魯智深は、黒衣の兵士達が精鋭部隊であると見抜いた。さすがに城主の周辺には優秀な手下を揃そろえているらしい。

　一人の老人が立った。髭ひげをしごきながら、傲ごう然ぜんと魯智深達のことを見下ろしている。

「わしはこの滄そう州しゆう城じようの研究者、富ふ安あんだ！　愚かな仙シエン姑クーに反乱者どもよ！　この国に楯たて突つこうというのか！」

「楯突く？　はっ、寝言ほざいてんじゃないよ！　これは人として当然の防衛だ！　あたしらはあんたらの食い物じゃないんだ！」

「笑止！　お前らに生きる権利等ない！　我らによって生かされ、我らによって死ぬのみ！　それが認められないというのであれば──ただ、死ね！」

　サッ、と富安は手を上げ、兵士達に命を下す。

　兵士達は弩どを構えた。だが、普通のそれとは形状が違う。ずんぐりとした箱形の形状をしており、一見、大した威力はなさそうだ。魯智深は首を傾かしげたが、すぐに、箱の正面にいくつも穴が開いているのを見て、目を見開いた。

「くっ──！」

　さっきと同じように、花吹雪を飛ばし、矢を防ごうとする。しかし、今度の武器はただの弩ではない。

「かつて諸しよ葛かつ孔こう明めいが発明したとされる伝説の兵器、連れん弩どよ！　存分に味わうがよい！」

　富安の言葉とともに、連弩から矢が発射された。それも、連続で放たれる。間断なく降り注ぐ矢の雨は、魯智深の爆破だけでは全て防ぎきれず、次々と反乱者達に襲おそいかかった。

「再さい装そう塡てん！」

　指揮官の指示で、兵士達は連弩に新しい矢を装塡し始める。

　反乱者達たちのほうは、何人か犠ぎ牲せい者しやが出ていた。無事な者達の中にも、腕や脚を射い貫ぬかれて、戦せん闘とう不能になっている者もいる。次また同じ攻こう撃げきを喰くらえばもっと被害は拡大する。

「ちっ──しょうがない、これは取って置きだったんだけど」

　と、魯ろ智ち深しんは禅ぜん杖じようを横に置き、合掌した。

「阿あ弥み陀だ仏ぶつ……」

　念仏を唱えるとともに、全身が青く輝かがやき始めた。だが、単なる星の力の解放ではない。もっと大きく、強く、青い光が体の周囲で揺らめき始める。

「これが星の力の完全解放──星せい化か登とう神しん──あたしの奥の手を、見せてやるよ！」

　ドンッ！　と轟ごう音おんを鳴り響ひびかせ、魯智深の姿は一いつ瞬しゆんにして搔かき消えた。

「いない!?　どこへ行った！」

　富ふ安あんは城じよう壁へきの上から魯智深の姿を探し求める。だが、どこにも見えない。

「ふ、富安様！　上です！」

「なぬ!?」

　指揮官に教えられ、上空へと顔を向けた。

　天高く魯智深は舞まっている。そして、頭の上で禅杖をブンブンと回転させたかと思うと、地上に向かって思いきり横よこ薙なぎに振った。

　禅杖から放射状に花はな吹雪ふぶきが放たれる。風を起こし、雪を散らし、防壁上の兵士達に向かって落下していく。
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「ま、まさか──！」

　その攻こう撃げきがもたらすものに気が付いた富ふ安あんは、悲鳴に近い叫び声を上げつつ、自身の宝パオ貝ペイ・雷らい喚かん砲ほうを上空に向かって構えた。しかし、遅い。

　直後、防壁に投下された花はな吹雪ふぶき爆ばく弾だんが、大爆発を起こした。いままでとは比べものにならない規模だ。天を突き破らんばかりの勢いで火柱が立ち、防壁を破は壊かいし、兵士達たちを吹き飛ばし、全すべてを爆炎と轟音で包み込んでゆく。

　哀れなことに、富安は最初の爆発で命を落とした。ここで死ぬことを悔やむ余裕すらなかった。他の兵士達も同様に、ただ一方的に爆炎に蹂じゆう躙りんされてゆく。

　ズンッ。雪の上に着地した魯ろ智ち深しんは、額の汗を拭ぬぐった。

「これやると、すんごいしんどいんだよな……」

　面倒くさそうに呟つぶやく魯智深。が、もうこれ以上力を解放する必要も無さそうだった。滄そう州しゆう城じようの城郭へと至る防壁は、跡形もなく崩れ去り、炎に包まれている。

　敵はほとんど残っていない。

　反乱者達は歓声を上げた。勝利は目前だった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　明かされた、自身の過去。

　燕えん青せいは、すぐには頭が追いつかずにいた。真実なのだとしても、実感が湧わいてこない。誰だれか別人の物語でも聞いているかのような心地ここちで、陸りく謙けんの話に耳を傾ける。

「君は誰よりも、人を殺すのが得意なやつだった。だから、一族の務めを果たせるというよりは、また人殺しが出来る、そのことを喜んでいるようだった。天命の巫女みこから仮面をもらった時の、あのはしゃぎっぷりは実に見ていて面白かったよ」

「仮面……!?　すると、俺おれを襲おそっていた仮面の集団も、鄧とう元げん覚かくも」

「巫女の配下であり、かつては君の仲間だった者達さ。無論、この僕もそうだ」

「俺は……殺し屋……だった……？」

「ああ。天命の巫女は、優秀な君を大変気に入っていたよ。それなのに、あの日何があったのか──一〇八番目の星が落ちてきた後、君は記き憶おくを無くしてしまった。しかも、人が変わったかのようにおとなしくなって」

　頭がズキズキと痛んできた。封印された自分本来の意思が、これ以上陸謙の話を聞くなと、警告しているかのようだ。

「この国のことを考えてみろ、燕えん青せい。いまの姿は、正常だと思うか？　民は飽食や怠慢に身も心も肥え太り、為政者は我欲のために平気で搾取を繰くり返す。革新を忌み嫌う者もいれば、古きものを尊重しない者もいる。どいつもこいつも、生きる価値の無い人間ばかりだ」

「そういう人達たちを……殺してきた、っていうのか」

「ご名答。僕らが天命の巫女みこに与えられた使命は、この国に害をなす者を粛清すること。それは、僕らが表向き所属していた蕩とう寇こう隊たいの仕事とは、別のものだ。有害とみなせば、たとえ市井の者であろうと容赦はしない。全すべては天命、死すべき定め──そう見せかけて、次々と屠ほふってきた。ゆえに表に明かせるものではなく、僕らは常に仮面を着けていた」

「何が『天命の巫女』だ……全部、作り話だったんじゃないか！」

「そうでもないさ。巫女にはちゃんと天命を読む力が備わっている。だからこそ誰だれも疑わなかった。百人中九九人には本当の天命を告げ、残る一人には偽の天命を示して、裏で排除する。その使い分けが出来たからこそ、疑われることはなかった」

「延えん安あん府ふの変でも……仮面の男が、魯ろ達たつの暴走を引き起こしたって……あれも、まさか」

「その件は、本当は仙シエン姑クーである魯達をただ始末するためのものだったんだがな。暴走したのは偶然の出来事だ。だがしかし、おかげで面白い結果になった」

「面白い!?　ふざけんな！　仙姑の暴走で、どれだけの犠ぎ牲せい者しやが出たと思ってんだよ！　延安府も、帝都も、たくさんの人が巻き込まれて、死んだんだぞ！」

「怖い顔をするな。結果として国はひとつにまとまってきている。第三の敵、の登場だ。人じん智ちを超えた魔ま女じよの登場に、崩れかけていた宋そう国こくは、強きよう靱じんな国家へと生まれ変わろうとしている。それは結果としてこの国の平和に繫つながることだ。何がいけない？」

「だからって、多くの人を犠ぎ牲せいにして、それを良しとするなんて……そんなの間違ってる！」

「ははは、どの口がほざく！」

　急に陸りく謙けんは高らかに嘲あざ笑わらった。

「君は、林りん冲ちゆうの父親を殺したんだぞ！」

「え──」

　にわかには、陸謙の言っていることが理解出来なかった。自分が、林冲の父親を殺した？　信じたくない事実を告げられて、燕青の思考は止まっている。

「やっとわかってきたかな。林冲のことを家族と呼ぶのが、どれだけ愚かなことなのか」

　かつて仲間だった時のことを思い出したのか、少しの間だけ、陸謙は穏やかな笑みを浮かべた。それは本来の燕青に対する感情の表れなのか。だが、また元通り、冷たい表情に戻った。

「先代の殿でん帥すい府ふ太尉、張ちよう叔しゆく夜や──あの男が失脚した後、その娘の小しよう倩せんを林家が引き取ったことは、お前も知っているだろう？　だが、問題はそのことではない。その先にある」

　天命の巫女や、高こう俅きゆうの専横を憂うれえた者達たちが、徒党を組み始めた。もともと政党争いで分裂していた朝廷内部は、さらに様々な勢力が入り乱れ、複雑な様相を生み出していた。

　やがて、林りん冲ちゆうの父にも密使が送られてきた。高こう俅きゆうと対立する勢力からの使いだった。張ちよう叔しゆく夜やが追い出されたことに憤いきどおりを感じていた彼らは、小しよう倩せんを引き取った林冲の父に同じものを感じ、反旗を翻ひるがえさないかと誘いをかけてきたのだ。

　林冲の父は回答を保留した。だが、反対勢力と接触を持ったという事実は残ってしまった。

「だから、天命の巫女みこは殺害を命じた。表向きは天命を告げ──事実は、暗殺者を差し向けたんだ。その実行犯は──燕えん青せい、君だよ」

「俺おれが……林冲の、親父を……？」

「林りん旺おう師し範はん──林冲の父親も、武人としては相当な人物だった。だけど、それでも君の太たい陰いん剣けんの前には勝てなかった。たったひと突きで命を落とした。君の仕事ぶりは、それはもう見事なものだと、天命の巫女は大変喜んでいたよ」

　ふう、と陸りく謙けんはため息をついた。

　長かった話も、ようやく終わりを迎えた。

「戻ってこないか、燕青？」

「……」

「この一年間のことは、まやかしだったんだよ。君は本当はこちら側の人間だ。鬼クイ人レンとしての才能は群を抜いている。何よりも、君が持つその円えん盤ばん型がたの宝パオ貝ペイは、世界を揺るがすほどの力を持つ、我ら一族の宝だ。僕や鄧とうにもずっと秘密にしていたほどに。君の家は、その宝パオ貝ペイを守るために存在していた。……鄧を殺したことは許しがたい。君が憎い。だけど君の力が必要だ。我ら一族でも、特別な血を引く、君の力が。だから──僕らのもとへ、戻ってきてくれ」

　記き憶おくを失う前の自分は、かつて林冲の父を殺した。仲間の父親を、ためらうことなく殺した、当時の自分の心境はどんなものだったのだろうか。

　林冲はいまだ意識を取り戻す気配はない。いまの話を聞かれていなくて良かった。

　雪が積もった橋の上に林冲を下ろし、横たわらせる。

「俺は、何も知らないで、この一年間を過ごしてきたんだな」

　そして──太陰剣を構えた。

「だったら、なおのこと、お前達たちのもとには戻れない」

「自分の犯した罪を知りながら、それでも、林冲のそばにいられるのか？」

「知ったからこそ、だ。俺のせいで林家に不幸を招いた。林冲の親父を殺し、お前らとの問題に巻き込んで……小しよう倩せんを……」

　嗚お咽えつが漏もれそうになり、言葉を切る。小倩のことを思うと、平静ではいられない。

「考え直せ、燕青。償つぐなうことはもう無理だ。お前が出来るのは、自分の行いに責任を持つこと。それは、我々とともに戦い、この国をあるべき姿へと戻すことだ」

「あるべき姿……!?　天命の巫女に支配されるのは、違うだろ！」

「世界を正しい方向へと導くことが出来る人だ。何が悪い」

「もういい。俺おれ達たちは相あい容いれない。俺は、刺し違えてでも、天命の巫女みこを倒す。その時までは死ねない──こんなところで、死ねない。ここでお前達に屈服することは、俺の償いじゃない！」

　燕えん青せいは走り出した。うっすらとではあるが、橋の欄らん干かんの影かげが映っている。太たい陰いん剣けんを突き刺せそうな大きさはある。上手く行けば陸りく謙けんに急接近が可能だ。

「ならば──もう説得は諦あきらめよう。ここで、お前を、倒す！」

　高々と太たい陽よう刀とうを掲げ、陸謙は光を放った。日の光かと見み紛まがうほど強烈な光が放たれ、橋の上の影を搔かき消す。燕青の太陰剣は活いかせなくなった。

　火球を作り出した陸謙は、燕青に向かって放った。舞まい飛ぶ雪を蒸発させながら火球は飛んでくる。燕青は横へ跳んでかわしたが、すぐに、新たな火球が飛んできた。今度は避よけられない。まともに喰くらって、弾はじき飛ばされる。

「つ──ぐ！」

　ガードのために剣を構えていたが、防げるようなものではなかった。柄つかを握る手に火傷やけどを負った。

　さらにまた火球が飛んできた。避けるのが精一杯だ。

「どうした燕青！　近寄ることすら出来ないではないか！」

　陸謙は休む間もなく火球を飛ばしてくる。四発目の火球は、ガードすら出来ず、全身で受けてしまった。燕青の体は後ろへと飛ばされた。雪の上を転がり、横たわらせていた林りん冲ちゆうのそばで止まった。

「林冲……ッ！」

　死んだようにピクリとも動かない林冲に、声をかける。

「起きろ、林冲！」

　このままでは火球が流れ弾として飛んでいき、林冲を巻き込んでしまう。せめて、安全な場所へと逃がしたい。だが、いくら呼んでも林冲は目覚めない。

　仕方がなく、燕青は雄お叫たけびを上げ、陸謙に向かって走り出した。

「おおお！」

　無謀にも真っ向から突進していく。

「言っただろう！　月の剣で太陽に勝てると思ってるのか！」

　陸謙は吼ほえ、さらなる火球を放った。

　衝しよう撃げきを感じた、と思った時には、前へ進み出たのと同じくらい後方へ吹き飛ばされていた。燕青はなんとか立ち上がったが、服はボロボロになり、肌も火傷やけどを負っている。立っているのがやっとだ。太陰剣から手は離はなしていないが、それでも指先が痙けい攣れんするのを感じる。

「ちくしょう……」

　悔しかった。かつて多くの人々を殺してきたであろう自分が、肝心の敵に勝てない。陸謙とは、身体能力では互角だというのに、宝パオ貝ペイの能力の差で、いま敗北を喫しようとしている。

「燕えん青せい、終わりにしよう」

　陸りく謙けんは宝パオ貝ペイの使い過ぎか、荒い息をついている。それでも、光り輝かがやく太たい陽よう刀とうの先端に、いままでよりもひと回り大きな火球を作り出した。

「いままでご苦労だった──もう眠れ」




　雪の上に横たわっている林りん冲ちゆうは、少しずつ意識を取り戻しつつあった。

　燕青が、瀕ひん死しに追い込まれている。その光景を見ているうちに、本能が、自分の体を突き動かそうとしている。

　こんなところで寝ている場合ではない。燕青が殺されてしまう。動け、動け、と。

　だけど、小しよう倩せんを失った悲しみは、体の芯しんから林冲を蝕むしばんでいる。一切の活動を拒絶している。指一本動かすことさえ出来ない。

（動け……！　燕青を……助けるんだ……！）

　それでも頑固な自分の体は、なお動こうとしなかった。

「姉様。私との約束、忘れてるでしょ」

「小倩……ッ!?」

　いつの間にか、目の前に小倩が立っている。倒れている林冲の顔を覗のぞき込んで、クスッと笑った。

「いいの？　燕青くんは姉様の大好きな人でしょ。このままじゃ死んじゃうよ」

「ば……馬鹿言うな。私は」

「隠さなくていいよ。知ってるもの。姉様の心の中にはいつも燕青くんがいる、って。だって姉様って興味のない人にはとことん冷たいのに、燕青くんの場合は違った。軍での仕事が終わって帰ってきたら、楽しそうに私に話をしてくれた。よく行動も共にしてたじゃない」

「忘れてくれ。昔のことだ。いまは、燕青は、お前と……」

「私はもう無理。もう、燕青くんとは一緒になれない。だから、姉様が」

「やめろ！　あいつには……お前のほうが、似合ってるんだ！　だから、変なことは言わないでくれ。私も燕青も、小倩、まだお前と──」

「姉様。いつか私が病気で寝てた時、約束したよね」

　ちょっと困り顔で、小倩は言葉を挟んできた。

「私はいつでも姉様のそばにいる。泣いてもいいし、怒ってもいい。でも、出来れば、笑っててほしい──って。私も、姉様のそばで笑ってたいから」

　確かにそんな約束を交わしていた。

「……ああ、そうだな。ごめん、小倩。噓うそをついたよ。私は、笑っていなかったな」

　小倩は首を横に振った。気にするな、と言わんばかりに。

「もう約束を破ったりしない。笑うさ」

　グッ、と全身に力を込める。

　身を起こす。腕が、脚が、震ふるえる。それでも、少しずつ、体は起き上がっていく。

「お前と一緒にいる限り、私は──笑い続けてみせる！」

　気が付けば、小しよう倩せんの姿はなくなっていた。それは林りん冲ちゆうの意識が見せた幻げん影えいだったのか、それとも……。

　真実はどちらでもよかった。いまは感慨に耽ふけっている暇はない。

　林冲は完全に立ち上がると、走り出した。




　燕えん青せいに向かって、とどめの火球が飛んでくる。

　それを、林冲は我が身を盾にして防いだ。火球が爆散し、服や髪かみの毛が燃え、肌が焼ける。

「う、ぐ！」

　苦く悶もんの声を上げるも、なんとか耐えきった。燕青の肉体であれば致命傷となる攻こう撃げきを、林冲は、歯を食い縛しばる程度で受け止めたのである。

「この……化け物め……！」

　陸りく謙けんの顔が大きく歪ゆがんだ。林冲が復活したこと、火球の一撃を生身で受け切られたこと、様々な予定外の事態を前にして、負の感情を隠せずにいる。

「林冲──！」

　驚おどろきと喜びの混じった声を上げ、燕青は、林冲の体についた火を払ってやった。

「すまなかった、燕青。ここから先は、共に戦おう」

「──ああ」

　二人は並んで構えた。

　対する陸謙は、手のひらで顔面を撫なで下ろし、強引に気を取り直した。

「落ち着け……蛇だ矛ぼうを持たない林冲に何が出来る……粛々と、任務を遂行すればいい……！」

　自分に言い聞かせるようにして呟つぶやいた後、陸謙は太たい陽よう刀とうを上段に構えた。いつでも攻こう撃げきを仕掛けられるようにする。

「燕青、聞いてくれ」

　耳元に口を近付け、林冲は陸謙に聞こえないよう、囁ささやきながら伝えた。

『私に考えがある。実は──』

　林冲の作戦を聞きながら、燕青は極力平静な顔を保っていた。相手に気取られないようにしないといけない。だが、内心驚いていた。

（あれにそんな力が……！）

　誰だれもこの事実は知らないだろう。陸謙も。だから、勝てる、と踏ふんだ。

「悪あがきならやめておけ。林冲が復活したのには驚いたが、彼女はお得意の蛇矛を持っていない。それに、燕えん青せい。君の太たい陰いん剣けんは封じられている」

　言葉で牽けん制せいしながら、太たい陽よう刀とうを持つ手に力を込めた。

「君らはすでに王手なんだよ」

「上等だ」

　対する燕青は不敵な笑みを浮かべた。

「どっちが詰みの状態か、ハッキリさせてやるよ」

　雪と、風の音だけが、耳に入ってくる。高所の橋の上で、三人は睨にらみ合い、構えた。

「行くぞ、陸りく謙けん！」

　まず最初に林りん冲ちゆうが動いた。足場の悪い雪上を物ともせず、猛スピードで陸謙に向かっていく。

「無策か──この猪いのしし武む者しやめ！」

　陸謙は太陽刀を振り下ろした。火球が飛んでいき、林冲にぶつかる。ガードはしているものの、さっきも火球を喰くらい、火傷やけどを負った箇所だ。黒く焼け焦げており、見るからにダメージが蓄積されている。

　ふん、と陸謙は鼻で笑う。

「無理はよくないぞ、林冲！」

　また太陽刀の先端に火球が現れる。だが、今度はこれまでよりもさらに大きい火球だ。陸謙の肩幅よりも直径が長い。

　放たれた火球は、林冲の両脚にぶつかった。前へ進もうとしていたところ、脚をすくわれ、林冲は顔面から倒れてしまう。衣服が焼け焦げ、白い肌が剝むき出しになっている。起き上がろうとするも、ボロボロになった脚には力が入らず、なかなか立てない。

　陸謙はフッと冷たい笑みを浮かべた。しかし、それは余裕の笑みではない。虚勢だとわかる。明らかに宝パオ貝ペイの酷使によって、力が弱っている。額には脂汗が滲にじんでいる。

「おとなしく死ね、林冲。長引けば長引くほど、苦しむ時間が増すだけだぞ」

「忠告、痛み入る。だが……勝つのは私達たちだ！」

　林冲は無理して立ち上がると、またもや駆け出した。

「愚かな！」

　陸謙はかぶりを振り、太陽刀に仙気を集中させ始めた。刀身を中心として、炎の渦が巻き起こる。規模はますます大きくなっている。生み出したさらに強力な火球を、容赦なく飛ばした。

　林冲はまともに喰くらい、弾はじき飛ばされると、橋の上に転がった。そして動かなくなった。

「しっかりしろ、林冲！」

　燕青が声をかけるも、反応しない。まさか──と最悪の事態を想定し、顔面蒼そう白はくになる。

「これがお前の作戦か、燕青？　ガッカリしたよ。林冲を盾にするなんてな。無為無策どころではない、実に恥ずべき戦い方だ」

　何と言われようとも、燕青は、いまを耐えるしかなかった。

　その時が来るまでは。

「さあ──二人まとめて、果てるがいい！」

　陸りく謙けんは立て続けに、火球を作り出そうとした。

　ところが、刀の先には何も現れない。キョトンとした表情で頭上を見た陸謙は、唐突に、ゴフッと血を吐いた。

「え……!?」

　自分の体に何が起きたのか、理解に苦しむ様子で、口元を手で拭ぬぐった。べっとりと、手の甲に赤い血が付着する。

　ググ……と林りん冲ちゆうは身を起こし、まだ動けるのかと驚おどろく陸謙に向かって、指を突きつけた。

「果てるのはお前だ、陸謙。宝パオ貝ペイは生命力を削る。発光を続けながら、どんどん大きな火球を飛ばして、あれだけ酷使したんだ。体がボロボロになるのは当然のこと」

「まさか──これを、狙ねらって──」

「私と、お前、どちらの体が先に壊こわれるか。耐久力勝負だ」

「ほざけええ！」

　もう体内の仙気はほとんど残っていないはずだ。それでも陸謙は、歯を食い縛しばり、目を充血させながらも、大上段に光を放ち続ける太たい陽よう刀とうを構え、巨大な火球を作り出した。舞まい飛ぶ雪が陸謙の半径五メートル以内で蒸発するほどの強烈な熱源。燕青と林冲の体を包み込んでも、なお余りあるほどの大きさ。まさに太陽の如ごとき威圧感。あれを喰くらえば、完全に終わりだ。

「勝つのは僕だ！　この太陽刀ある限り、負けはしない！」

「いや──」

　林冲はニヤリと笑った。

「──私達たちだ」

　そこで初めて陸謙は気が付いた。

　ずっと林冲は、片手を広げている。まるで何かを摑つかもうとしているかのように、ずっと。

「何をしている？」

「蛇だ矛ぼうを、待っている」

「馬鹿を言うな！　あれは都の研究所に保管されている！　それをどうやって──」

　風を切り裂く音が聞こえた。降り注ぐ雪が次々と弾はじける音も。陸謙がそちらの方を向くと、風雪の中を、蛇矛が飛んでくるのが見えた。

「な──んだと!?」

　馬で休まず駆けても一日以上。遠く離はなれた帝都にあるはずの蛇矛。

　それが、空中をゴウッ！　と駆けて、こちらへ迫ってくる。

「蛇矛の機能は、穂ほ先さきを伸ばすことだけではない──どれだけ離れていても、念じることで使用者の手元へ戻ってくる──その力も備えている！」

　飛来した蛇だ矛ぼうを摑つかみ、クルリと体を一回転させた林りん冲ちゆうは、穂ほ先さきを陸りく謙けんのほうへと向けた。

「行くぞ！　陸謙！」

　ギュンッと穂先が伸びる。陸謙の胸を貫かんと、まっすぐに。

「く、お！」

　だが、陸謙はその攻こう撃げきを間かん一いつ髪ぱつで避よけた。極限での林冲の奇き襲しゆうは、失敗に終わった。陸謙は傷ひとつ負っていない。そこで林冲は膝ひざを折った。都から蛇矛を飛ばすことで仙気を激しく消耗し、さらに穂先を伸ばしたところで、完全に枯渇してしまったのだ。

　陸謙はニヤリと笑った。

「残念だったな！　やはり勝つのは──」

　その目が、次の瞬しゆん間かん、驚おどろきで見開かれた。

　太たい陽よう刀とうによって生み出された光が、影かげを作っている。陸謙のほうに向かって伸びる、蛇矛の穂先の影。そしてその大元には林冲が立っており、背中側のほうに林冲の影が伸びている。

　影が繫つながった──そう気が付いた瞬間、陸謙の胸部を、太たい陰いん剣けんが貫いた。

「ぐぶ！」

　陸謙は血を吐き、よろめく。胸を剣で貫かれたまま、相手のほうを睨にらみつけた。

　燕えん青せいが、いつの間にか目の前にいる。決死の形相で太陰剣を突き出して。影化からの目にも留まらぬ高速移動。そして奇襲。陸謙には迎え撃うつ余裕もなかった。

　この深手では助からない。だが、残った力を振り絞り、陸謙は頭上で太陽刀を逆手に持った。

「く、お……お！」

　太陰剣がさらに深く胸に食い込むのも構うことなく、前へと進み出て、片手で燕青の体を押さえ込むと──太陽刀を振り下ろした。刃が燕青の腰に突き刺さる。

「ぐあッ！」

　燕青は叫び、陸謙を引き剝はがそうとしたが、執念ゆえか、胸を貫かれる瀕ひん死しの重傷とは思えないほど、凄すさまじい力で抱き止められている。

「あの世には、一緒に、来てもらう……！」

　血を吐きながら陸謙は耳元に囁ささやいてきた。グンッと燕青を引き込むようにして、後ろに下がっていき、橋の縁へりまで到達した。

「やめろ───ッ！」

　仙気を失った林冲は、蛇矛を伸ばすことすら出来ず、ただ叫ぶのみ。

　陸謙は、燕青を抱きかかえたまま、橋の欄らん干かんを越えて、宙へと躍おどり出た。

　──死ぬ……？

　全すべてがゆっくりに感じられる中、燕青はぼんやりと、思った。

　──ここまで来て、死ぬのか……？

　あと少しだったというのに、虚むなしい最期を迎えてしまうというのか。

　──いやだ

　まだ終われない。こんなところで命を落としたくない。

　──まだ、いやだ！

　全身に力が漲みなぎるのを感じる。膨ぼう大だいなエネルギーが気海より生まれ、体の外へと溢あふれ出した。

「おおおおお！」

　咆ほう哮こうを上げ、無意識のうちに円えん盤ばん型がた宝パオ貝ペイを懐ふところから出すと、側面を指で押した。

　それは、体の内奥に眠る失われた記き憶おくが突き動かしたのか、本能がそうさせたのか。押した箇所は、元々何もなかったはずなのに、いつの間にかスイッチが現れていた。

　カチッと音が鳴った瞬しゆん間かん──時の流れが、変わった。




　燕えん青せいの周りのあらゆるものが、ゆったりとした動きになる。

　落ちてくる雪も、空の雲の流れも、何もかも。空中に浮いたままの陸りく謙けんが止まって見える。




（これ──は──？）

　手に持つ円盤へと目を向ける。

　十二支の名前が外周に書かれているだけだった盤面に、短針と、長針が現れていた。針は、それぞれ、赤い光と青い光で出来ている。

　一秒ごとに、長針がひとつずつ、次の干支へと進んでいく。

「時計……!?」

　都にある時計台を見学したことのある燕青は、ここに来てこの宝パオ貝ペイがどういった類の物であるのか、やっと理解出来た。

　懐ふところにしまえるサイズの時計。言うなれば、懐かい中ちゆう時計といったところか。

　時計の形をしているということは、すなわち、この宝パオ貝ペイの効能は──

（──時を操あやつる能力!?）

　長針を見れば、あと三秒で盤ばん面めんを一周するところまで差しかかっていた。

　直感的に、効果が発動しているのもあと僅わずかと判断した燕青は、腰に刺さっている太たい陽よう刀とうを力任せに引き抜いた。それから、陸謙の胸を貫いている太たい陰いん剣けんを引き抜く。空中で自分の下にいる陸謙の体に足を乗のせると、思いきり踏ふみ込んで、橋のほうへ向かって跳んだ。

　そこで、宝パオ貝ペイの効果は切れた。

　燕青は橋の欄らん干かんにしがみついた。だが、陸謙の体はそのまま遙はるか下へと落ちていった。振り返った時、最後に目が合った。

　戸惑いの表情を浮かべていた陸謙だが、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、笑みを浮かべたように見えた。そして、ついに絶叫を上げることはなかった。それは陸謙なりの、せめてもの矜きよう持じなのか。

　その心を知る機会は永遠に失われてしまった。

「燕えん青せい！」

　林りん冲ちゆうが駆け寄ってきて、燕青の体を抱えると、橋の上へと引き上げた。二人は積雪の上に倒れ込むようにして転がった。体に雪が降り積もってくるが構わなかった。

　しばらく二人は荒い息をつきながら、天を見上げて、仰あお向むけに寝転がっていた。

　燕青は円えん盤ばんを手に取り、しげしげと眺めた。

　なぜ急に使えたのか、自分でもよくわかっていない。とにかくがむしゃらだった。必死で生き延びようとした結果が、宝パオ貝ペイの起動へと繫つながった。先ほどスイッチが現れていた箇所を、もう一度指で押そうとしたが、押せるような突起物は何も無い。いままでと同じ状態だ。

（一人ひとつしか使えない宝パオ貝ペイを……どうして、さっきは……）

　考え続けたが、答えは出そうにないので、やめた。

　とにかく戦いは終わった。だが、何も解決していない。元凶たる天命の巫女みこは、いまだ都の中枢に存在しているし、燕青と林冲が宋そう国こくから命を狙ねらわれていることには変わりはない。

　それに何よりも──どんなに望んだとしても、小しよう倩せんはもう戻ってこない。

「小倩……」

　林冲は仰向けに倒れながら、目元を腕で押さえた。ちょっと涙声だ。

「うるさい。泣くな」

　乱暴な物言いながら、燕青はいきなり、ギュッと林冲を抱き寄せた。女性特有の柔らかい体の感触。凍えるような空気の中、温かいものが体の奥からじんわりと広がってくる。血は繫つながっていなくても、長年一緒にいた姉妹ゆえか、まるで小しよう倩せんを抱き締しめているような気がした。
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「俺おれには、林りん冲ちゆうがいる。林冲には──俺がいる。だからまだ大丈夫……終わりじゃない」

　大事なものを何もかも失った二人。深い絶望と悲しみを味わいながら、それでもまだ二人とも生きている。お互い理解し合える相手が残っている。いまはそれだけでも、十分だった。

　静寂に包まれた白銀の世界。

　どこか遠くから、ワアアアと勝ち鬨どきが聞こえてきた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　全身に激げき痛つうが走るのを陸りく謙けんは感じた。

　目を開けたが、もう指一本も動かせない。末端が痙けい攣れんしている。奇跡的に落下の衝しよう撃げきでの即死とはいかなかったが、助からないということは明らかだ。

　そうか、死ぬのか──陸謙は苦笑した。

　視界の隅で、爆ばく炎えんが上がるのが見えた。仙シエン姑クー、魯ろ達たつが派手に暴れているようだ。たった一人の少女によって、滄そう州しゆう城じようは完かん膚ぷ無きまでに壊かい滅めつ状態となっている。

（つまり……この勝負は……僕の……勝ちだ）

　最後の最後に、陸謙は笑った。

　これもまた想定の範はん囲い内ないだ。たとえ敗北したとしても計画通り。延えん安あん府ふの消滅、都での大虐殺に続いて、今度は難攻不落と謳うたわれた要よう塞さい滄州城が、仙姑一人に攻め落とされた。この報しらせが宋そう国こく中じゆうに広まれば、大勢の人間が恐怖を抱き、そして武装化を決意することだろう。

　富国強兵の道は、いま開かれた。

　そしてそれこそが、天命の巫女みこの望む、この国の未来。

　彼女が統治する国家のためなら、喜んで我が身を捧げることが出来た。ここで果ててしまうのは残念だが、命を懸かけてやったことは、決して無駄にはならなかった。

（鄧とう……僕も、いま、そこへ行くよ）

　戦いの中で先に散っていった鄧元げん覚かくのことを思い浮かべ、フッと陸謙はほほ笑んだ。

　あの世で再会したら、これまで二人の関係を隠すため、あまり人前では優しくしてやれなかった分、うんと楽しませてやらないと──

　そんなことを考えながら、ゆっくりと、陸謙は息を引き取った。








終章　梁りよう山ざん泊ぱくへ






　流れる水の音が穏やかに聞こえる漁村。

　その一角にある宿屋の中に、魯ろ智ち深しんの大声が響ひびき渡った。

「よーし、飲め！」

　机の上にドンッと置かれた甕かめを見て、思わず燕えん青せいは「はあ!?」と目を丸くした。

　ここは、滄そう州しゆうより東に離はなれたところ、黄こう河がのほとりにある村だ。

　滄州城での戦いの後、近くにいるわけにはいかないからと、魯智深の案内で連れてこられた。

　いまは到着して初日の夜。この村の人々も、国に対して不満を抱いているとのことで、しばらく身を隠すのには最適な場所だ。

　それはいいのだが、まさかの酒盛り開始に、燕青は硬直している。

「俺おれ、酒はそんなに飲めないんだけど」

「何言ってんのさ。これがなかったら、人生楽しくない。ほら、飲みな、飲みな」

　ニヒヒと魯智深は笑う。風呂上がりなので、髪かみは少し湿り気があり、下衣だけの格好になっている。だいぶ気持ち的にリラックスしているのか、胸元を大胆に開いている。林りん冲ちゆうとは異なるボリュームのある胸に、ついつい燕青の目は行ってしまった。

「どこ見てる」

　バチーン、と隣となりの席に座っている林冲に後頭部をはたかれた。

「いってーな！　何するんだよ！」

「君が助平な目で、魯智深の胸を見ていたからだ」

「悪いかよ！　男なんだから仕方ないだろ！」

　掛け合いを繰くり広げる二人を見て、魯智深や、他ほかの男達たちはワハハと笑った。滄州城から救出した女性達は、心身ともに疲ひ弊へいしていたので、先に別の場所で横になっている。

「まあ、全員無事ってわけにはいかなくて残念だけど、計画成功ってことで──乾杯！」

　他のみんなが盃さかずきで飲んでいるのに対して、魯智深だけは相変わらず甕を両手で抱えて飲んでいる。そして「乾杯」の掛け声の通り、本当に一回で全部飲み切ってしまった。その一部始終を見ていた燕青は、顔を引きつらせた。

「ちょっと飲み過ぎじゃないか？　体に悪いぞ」

「もう今となっちゃ、酒飲まないとすぐ調子悪くなるんだ」

「おい、それダメだろ！　完全に中毒だろ！」

「気にしない、気にしない。見ての通り肌だってプルプルだし、至って健康体そのものだし」

「将来、手痛いしっぺ返しを喰くらうぞ」

「大丈夫だって。あははは」

　ひとしきり笑ってから、フッと、魯智深は真顔に戻った。

「これ、他ほかの連中に聞かれても構わないんだけどさ」

　と言いつつ、なるべく燕えん青せいと林りん冲ちゆうにだけ聞こえるように話しかけてきた。

「ちょっと真ま面じ目めな話するけど、二人に頼たのみがあるんだ」

「なんだ」

「あたしと一緒に、反乱軍を立ち上げない？」

「反乱軍……!?」

　燕青と林冲は顔を見合わせた。

「あたしはずっと一人で戦っているけど、そろそろ個別に動くのには限界が出てきてる。他の仙シエン姑クー達たちも同じじゃないかな。国が本腰を入れたら、技術力も数も、あっちのほうが上だ。いつかは負ける。だから、みんなで一致団結しないと」

「仙姑同士で、手を結ぶ──ってことか！」

　たった一人で大都市を陥落させられるほどの力を持つ仙姑が、もしも一〇八人全員、手を組んだらどうなるのか。考えただけで胸が躍おどる。

「二人とも、あたしと一緒に来てくれる？」

　魅み力りよく的てきな話だった。でも、燕青は、首を縦に振れなかった。

「気になってる人がいるんだ」

　王おう倫りんだ。

　東の、心当たりがある場所へ行く、とは言っていた。だけど、具体的な地名までは教えてくれなかったし、そもそも無事到着したのかもわかっていない。安否が気になる。

　そして何よりも──自分の正体だ。陸りく謙けんの話から断片的なことはわかったが、それが真実なのかもわからないし、結局、何ひとつ思い出せていない。聞く限りではまるで別人のような自分。嬉き々きとして人を殺していたというのは、果たして本当なのか。

　記き憶おくを取り戻すための糸口を摑つかめない中、唯一手がかりとなるのが、謎なぞの時計型宝パオ貝ペイ。なぜ陸謙との戦いで急に使えたのか。戦いが終わったらまた使えなくなっていたが、その理由はなんなのか。一人ひとつしか宝パオ貝ペイは使用出来ないというルールはどうなっているのか。そもそも、時の流れを操作する絶大な効果を持つこの宝パオ貝ペイ、なぜ自分が所持していたのか。

　謎だらけだ。でも、長い間宝パオ貝ペイ研究に携わってきた王倫なら、何かわかるかもしれない。

　自分の正体を、過去をもっと知りたい。それが王倫のもとへ行く、最大の目的だ。

「魯ろ智ち深しんと一緒に戦いたくない、ということじゃないんだ。ただ、俺おれはやっぱり、王倫と合流したいんだ。そうすべきだとも思ってる」

「ま、いいよ。あたしも無理強いする気はないさ。気が向いたらまた訪ねてきてくれよ。お互い居場所がわかったら、連絡取り合おうな」

「ああ。その時はよろしく」

　魯智深と拳こぶしをぶつけ合い、誓いを交わす。

　それから燕えん青せいは窓の外を見た。雲の切れ間に月が浮かんでおり、静かな漁村を淡く照らしている。詩でも吟じたくなるような風景だ。

「よし、話は終わり！　飲むぞ、飲むぞ！　ほら、燕青。酒ってのはそんな顔して飲むもんじゃねーってば。馴な染じみがないなら、あたしがみっちり教えてやるよ」

　いつの間にか魯ろ智ち深しんは横についてきて、燕青の杯を摑つかむと、強引に飲ませにかかってきた。

「い、いいよ！　もうこれくらいで充分だ！」

「そう言われると、無理やりにでも飲ませたくなっちゃうな」

「だ、大体、み、密着が」

　ギュウギュウと引っ付いてくるあまり、魯智深の大きな胸が、燕青の腕に押し付けられてくる。目視で確認した通り、やはり、林りん冲ちゆうの胸より一回り大きい。あまりのことに、恥ずかしくなって、耳まで顔を赤くしていた燕青だが、

「わぷっ」

　杯を口に押し当てられ、一気に酒を飲み込まされた。異常なまでに度数の強い酒だ。途端に、何もかもわからなくなってしまった。

「……にゃははー！」

「おー！　いい壊こわれっぷりだな、燕青！　今晩はとことん飲もっか！」

　調子に乗った魯智深が、部屋の隅から甕かめを抱えて戻ってきた。危うく命にかかわる飲み方をさせられるところだったが、とうとう林冲が「いい加減にしろ！」とキレたことで、燕青は助かったのであった。




　翌朝早くに、燕青と林冲は出発した。

　ぐっすり眠っている一同には特に挨あい拶さつせず、黙だまって外に出た。声をかけたら、なんやかんやと引き止められそうなので、無礼を承知でのことだった。

「いいのか？　本当に」

　外へ出てから燕青は、改めて林冲に確認した。

　魯智深の反乱軍結成への誘いかけに対し、林冲は多少迷っている様子だった。魯智深は、たった一人で城ひとつ落とせる仙シエン姑クーだ。彼女と手を組んだほうが国と戦うにはやりやすい。

「大丈夫。決めたんだ」

　林冲は強く頷うなずいた。

「私は君のそばで戦いたい。だから、一緒に行こうと思う」

　そう言う彼女の目には、暗い陰が差している。

　小しよう倩せんを守れなかった後悔。都で暴走した結果何が起きたのか──薄うす々うす感づいているがゆえの恐怖。たまに笑顔を見せても、その目に宿った暗い光は消えることはない。おそらく、一生。

　この上、もしも、燕青が林冲の父親を殺したという事実を知ったら、彼女はどうなるのか。そのことを考えると、行動を共にすべきではないのかもしれない。

　だけど全すべての思いを吞のみ込んで、燕えん青せいもまた頷うなずいた。

「わかった。行こう」

　その資格があろうとなかろうと、自分もまた林りん冲ちゆうと一緒にいたい。ただその気持ちに従った。




　王おう倫りんの行方を摑つかむのには、それから十日ほどかかった。

　軍に見つからないように注意しながらも、時には一戦交え、時には全く関係ないトラブルに巻き込まれ、せわしない日々を過ごしつつも、情報収集に余念がなかった。

　そしてついに、場所を突き止めた。

　梁りよう山ざん泊ぱく、という湖の中にある天然の要よう塞さいに、幾人かの仙シエン姑クーとともに身を寄せているという話だった。




　　　　　　　　　　※　※　※




「ここが梁山泊か……」

　湖のほとりから、奥のほうを眺めてみる。全体に靄もやがかかっている。特に中央の方は濃こい霧きりが張っており、何があるのか全く見えない。

　その時、強い風が吹いた。

　霧は一いつ瞬しゆんにして晴れ、湖の中央の様子が露あらわになる。

　大小様々な島が入り組んでおり、真ん中にある一際大きい山のような島の中腹に、要塞が構えられているのが見える。岸から見ているだけでは、島々の間のどの水路から入れば要塞まで辿たどり着けるのか、まるでわからない。まさに天然の要害だ。

「燕青、あれを」

　林冲は湖上を指さす。

　ジャーンジャーンと銅ど鑼らの音が鳴っている。兵士達たちの乗っている帆船の一団が、水の上を勢いよく滑っていく。

「まさか、禁軍の部隊か!?」

　やがて鬨ときの声が聞こえてきた。官軍の兵士達が上げているものだ。遠目では数はわからないが、声の大きさから察するに、相当な戦力を注ぎ込んでいるようだ。

　大丈夫なのだろうかと固かた唾ずを吞んで見守っていると、突如、湖に異変が起きた。

　ザ、ザ、ザと水面が盛り上がっている。ちょうど船団が向かおうとしている先だ。

　ザバアアアと山のような高さの水柱が上がった。

　その水柱の中より、巨大な──帆船よりも遙はるかに大きい──人型の機械兵が、拳こぶしを振り上げて飛び出してきた。

　兵士達たちの絶叫が岸まで響ひびいてきた。

　巨大機械兵は、先頭の帆船の横腹に、拳こぶしを叩たたきつけた。ドーンと爆ばく発はつでも起きたかと思うような破は壊かい音おんが湖上にこだまし、船は真っ二つに砕けて、宙を吹き飛んでいく。

　他ほかの船団から雨のような矢を受けるも、巨大機械兵はビクともしない。再び湖の中へと沈んでいく。

　続いて、船団の真後ろから水柱が上がった。

　また巨大機械兵が現れた。だがさっきの一体とはデザインが違う。先程の巨大機械兵は胸部に「摸も着ちやく天てん」と大きな字で書かれていたが、今度のは背中に「雲うん裏り金こん剛ごう」と書かれている。

　そして、拳を振り回して、次々と船を叩き壊こわしていく。

　圧倒的なまでの蹂じゆう躙りんぶり。

　途中から、一番初めの機械兵が再び現れ、参戦した。二体揃そろって暴れ出したものだから、もう誰だれにも止められない。

　燕えん青せいも林りん冲ちゆうも、ポカンと口を開けている。

「あれも、仙シエン姑クーの、能力……？」

「わからない。そうかもしれない。だけど、あんなもの見たことがない……」

　その内に、戦いは一方的に終わってしまった。

　二体の巨大機械兵は、また湖の中へと沈み、戻っていった。

　兵士達がバシャバシャと必死で泳いでいるのが、遠目でもわかる。水面に浮かぶ船の残ざん骸がいに摑つかまり、なんとか助かっている者もいるが、大半は水の底へと沈んでいったことだろう。

　いまだに、目の前で繰くり広げられていた光景が信じられない。何もかもが、規格外。

「仙姑は国を滅ぼす……か」

　林冲が呟つぶやいた、その心境が、燕青にはよくわかる。

　一人一人が、一軍に匹敵する仙姑。もしも全ての仙姑が同時に力を暴走させたりしたら、果たしてこの国はどうなってしまうのか。

　宋そう国こくが仙姑によって滅ぼされる、という天命は、やはり真実なのかもしれない。

（それでも俺おれは抗あらがってやる）

　かつて小しよう倩せんに伝えた想おもいは、いまだ変わらない。

　天命を、覆くつがえす。天などという姿も形もわからないものに、自分達の人生を決められたくない。林冲や魯ろ智ち深しんがこの国を滅ぼす存在というのなら、上等だ。その流れを変えてみせる。たとえこの先どのような運命が待ち受けていようと、絶対に負けたりはしない。その想いを込めて、力の籠こもった眼まな差ざしで、湖の奥を見つめた。

「行くぞ、林冲！」

「ああ！」

　かくして燕青達はいま、新たな仙姑のいる地、梁りよう山ざん泊ぱくへと足を踏ふみ入れようとしていた。










　あとがき




　初めての方は初めまして、そうでない方はご無沙汰してます。逢おう巳みです。皆様いかがお過ごしでしょうか？　近年気候が変ですから、お体には十分注意して下さい。




　さて、デビュー作『ファイティング☆ウィッチ』から約二年が経ち、こうして無事に次の本を出せましたこと、まずは関係者諸氏に感謝致します。

　そして拙著を手に取っていただいている皆様に篤く御礼申し上げます。




　本作のベースになっているのは、かの有名な中国古典「水すい滸こ伝でん」になります。ですが、自分の作品として落とし込むのに従い、大幅に設定を変えてますので、あくまでも水滸伝をベースにした別物のチャイニーズファンタジーとして読んでもらえましたら幸甚です。

　しかし、別物とは言っても、水滸伝を知らない方がこの本で興味を持って原典に触れてもらえたら嬉しいですし、水滸伝に詳しい方にも楽しんでもらえるようマニアックなネタを要所要所に織り込んでいます。今巻で残された謎や、違和感についても、これから順を追って解き明かしていきますので、ぜひ次巻以降にもご期待いただければ嬉しいです。

　それに、出番を控えている仙シエン姑クーは、まだまだ大勢残ってます。今回の巻で登場した仙姑は氷山の一角。もっともっと様々な戦乙女達を活躍させたいと思っていますので、今後とも応援のほどよろしくお願い申し上げます。




　最後になりますが、改めて御礼を。

　本作がよりよい形になるよう数々のご指摘をいただいた編集の黒くろ崎さき様、私の細かな要望に応えて素敵なイラストを描いてくださった未み来らい電でん機き様をはじめ、本書の出版に携わったすべての方々、応援してくれているファンの皆様、同業の方々、会社の仲間、拳法関係の皆様、友人達、家族親戚一同、そしてこの本をご購入いただいた貴方へ──本当にありがとうございました。




　それではまた次巻でお会い出来ることを楽しみにしております！
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逢おう巳み花か堂どう

「そうだ中国へ行こう」といきなり旅に出るほど中国大好き作家。しかしそのペンネームは実は金沢の「近江町市場の角にある喫茶店」にも由来（「オウミ」「カド」）してたりと、何だかんだで北陸が一番ＬＯＶＥ。
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イラスト／未み来らい電でん機き

はじめまして未来電機と申します。

イラスト、漫画などで活動中です。今回、チャイナ服がいっぱい描けてほくほくです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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「未来電機先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





一〇ひゃく八はち星せい伝でん




天てん破ぱ夢む幻げんのヴァルキュリア








逢おう巳み花か堂どう





発　行　　　　2016年1月14日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2015 OUMI KADOU





※2015年12月10日発行の電撃文庫『一〇八星伝 天破夢幻のヴァルキュリア』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/p285.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p034.jpg





item/image/p155.jpg





item/image/p279.jpg





item/image/p239.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/kuchie-003-005.jpg
B 1l 35 = R DB B T
FEORBHBEBH TS
ERTAEHERDS]

HICEMICUDEFTE TS
BEEDKITIER L.

B L R OD 55 — RR DR
PSR EEoETLTNBLSICRABH

AR DOBLNDES

IMEDIFE

A5
REMBLERT AR HFE
BB ABF>TIEL B
ZEEEASTLS.
BEOBVATEHS.

ERECOTNELD L] i:?ls\ﬁl{,‘
BTCEEAMELTHRM SN

7o (B R REROBET.
HBOBHE.

i/





item/image/cover-h4.jpg





item/image/p076.jpg





item/image/p073.jpg
KEE®SRE






item/image/p068.jpg





item/image/dengekibunko-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p307.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序　章　星落ち



		第一章　仮面の女



		第二章　大相国寺の死闘



		第三章　散華



		第四章　明らかになる真相



		第五章　滄州決戦



		終　章　梁山泊へ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p141.jpg





item/image/p099.jpg





item/image/p017.jpg





item/image/p213.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
RBikbH 010
KD % 017
KHEFOFEH —— 073
T 141
WSR2 HH — 213
WHPR 279
Rl 310

\ &

gcn ng Valky ria

design /
5GAS DESIGN STUDIO






item/image/kuchie-006-008.jpg





item/image/p009.jpg
PP

Tenpa Mugen nl Valkyria ‘ 0






item/image/p129.jpg





